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「雪ゆき白しろ、そなたのものになろう。確かに約やくした」

　上から降ふってくる、声。

　雪白は前に座すわる黒い水すい干かん姿の少年を見上げ、そうしてにこりと微笑ほほえんだ。

「ならばわたしも約束するわ。わたしもまた貴方あなたのものになりましょう」

　齢よわい五つの少女の言葉なのに、それはとても真しん摯しに響ひびく。

「では証あかしを」

　うなずいた雪白は、腰に差した刀を抜く。自みずからの長い髪かみを握にぎり、項うなじの辺りに刃やいばを差しこんだ。そしてなんの躊ちゆう躇ちよも愁うれいもなく、ばっさりと髪を切り落としたのだ。

　───髪は神へと繫つながる。だから無む闇やみに髪を切ってはいけないよ。

　父から何度も聞かされた言葉がふと少女の脳のう裏りを掠かすめたが、後こう悔かいは少しもなかった。

　だってこうしなければいけないのだもの。

　心の内でそう呟つぶやいた雪白は、切った髪を相手へ差し出す。

　髪が少年の手に触ふれた瞬しゆん間かん、サアッとその場に光が満みちた。それは天空に座ざす太陽と遜そん色しよくないほど強い光の洪こう水ずいで、雪白はあっと叫さけぶと、きつく目を閉とじた。

「そなたから授かった名において、我われはそなたを守ることを、そして言こと霊だまの輪わから外はずれることを、ここに誓ちかおう───」

　厳おごそかな声がその場に響く。だが光を浴あびるうちに、少女の脳裏からその姿が徐じよ々じよに薄うすれてゆく。

「……っ！」

　少年の名を呼ぶ。だが確かに声にしたはずなのに、自分の声が聞こえない。

　光はますます輝き度どを増まし、やがて雪白の頭の中を真っ白に塗ぬり潰つぶした────。
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　深く濃い緑に覆おおわれた森の奥、花はな菜なは足首に纏まとわりつく袴はかまを気にすることなく、全力で走った。

　まるで月の光を紡つむいだような、あるいは新しん雪せつのような、潔けつ癖ぺきな白を思わせる美しい白銀色の髪かみが、背に肩かたに触ふれては奔ほん放ぽうに跳はねる。

　昨日夜半に雨が降ふったため、地面がぬかるんでものすごく走りづらい。

　緒太の草ぞう履りは脱ぬげそうになるし、一歩進むごとに泥水が撥はねて、袴を容よう赦しやなく汚した。

「おろしたての袴なのに……っ」

　悔くやしいなあ、と文句を言いながら、花菜はぴょん、と飛び跳ねて大きな水みず溜たまりを避よけた。

　ごつごつと隆起した木の根に足を取られないよう気をつけつつも、走る速度は緩ゆるめない。

　息が苦しい。普段より身体が重いのは、昨夜夢見が悪くてあまり眠ねむれなかったからだろう。でも止まれない。こんなところで足を止めてしまったら、あの人に莫ば迦かにされてしまう。

　花菜はきゅっと唇くちびるを引き結むすぶと、さらに速度を上げた。

「遅おそいぞ花菜」

「……っ！」

　はっと振り向きざま、手にした刀を振り上げる。

　キィンッ！　金属同士がぶつかり合う、澄すんだ音が響ひびいた。

　太た刀ち越しに相手と目が合い、花菜はきつく歯を食いしばる。

「力で敵かなわないのに逃げ足まで遅いとは致ち命めい的だな」

　ん？　と笑う男を睨にらみつけるが、確かに相手の言うとおりだ。

　花菜は一度斬きり結んだ太刀を力いっぱい撥ね返し、

「やあっ！」

　再度相手に斬りかかる。簡単に止められた。

「く……っ」

「そうやって馬鹿正直に真正面から斬り結ぶ奴やつがいるか。相手の力も量はかれないでどうする。もっと頭を働かせろ」

「分かって、います……！」

「分かっているなら早く次の行動を示しめせ」

「そう急せかさないでくださいってばっ」

　一いち撃げき、二撃、三撃目を打ちこんだ次の瞬しゆん間かん、花菜は思いきり背はい後ごに跳んだ。

　相手と束つかの間まの距きよ離りを取るのと、懐ふところに忍しのばせていた布製の袋ふくろを取り出すのを同時に行おこない、さらに瞬またたきをするほどの時間だけをかけて、その袋を相手に投げつけた。

　当たった途と端たん、その袋から真っ白な粉が飛び散ちる───はずだった。

　だがそんな稚ち拙せつかつ行き当たりばったりの動きなどお見通しだったのだろう、袋は見けん当とう違ちがいの場所にぽとりと落ち、気づいた時には木の幹みきに押しつけられていた。しかも太刀の刃が髪一ひと筋すじというわずかな距離を残し、後ろの幹に突き刺ささっているという、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状態だ。

「……っ」

　頰ほおを引きつらせる花菜を、一いつ尺しやくほども背の高い相手は余よ裕ゆうたっぷりに覗のぞきこみ、そうして美び麗れいな顔をにこりと綻ほころばせた。

「『参まいりました』、は？」

「……参りました」

　目を伏ふせ、身体から力を抜ぬく。相手が小さく息をついた、その一瞬を花菜は逃のがさなかった。

「───なんて言うと思います、か……！」

　叫さけぶなり、花菜はふわりと身を沈しずませ、相手の顎あごめがけて勢いよく飛び上がった。

「……っ！」

　顎への頭突きを避けて、相手は咄とつ嗟さに身を退ひいた。距離が開くなり、太刀を下から上に向けて振り上げる。受け止められるのも予想のうち、相手が態たい勢せいを整ととのえる前に、再び全速力で走った。

　───ところが。

「白き髪の御み子こ、榊さかき花菜を縛しばれ。───【縛ばく】」

　危機を脱だつしたと思ったのも束の間、花菜の身体は、目には見えない縛いましめにぐるぐると巻き取られ、その場から一歩も動けなくなってしまった。

「ずるいわ匡きよう一いち郎ろう兄さま！　篆てん書しよでの攻撃はしないと言っていたではありませ……、あ、きゃあっ！」

　動かない身体を無理して動かそうとした結果、花菜はぐらりと揺ゆれた。

　縛められていては受け身も取れない、このままでは泥水に突っこんで全身泥まみれだ。

　咄嗟に瞼まぶたを閉とじた花菜だったが、いつまでたっても地面に叩たたきつけられる気配はない。

「……、あ」

「んー？　誰がずるいって？」

　背後から長く力強い腕うでが、花菜をしっかりと抱だきかかえてくれていた。

　助かった、と内心安あん堵どしながらも、キッと相手───匡一郎を睨みつけた。

「兄さまですよ。だって確かにその口が言ったもの！」

「まあ聞きなさい、花菜。ある日よからぬ輩やからがおまえを攫さらいにきたとする。そいつがどんな手を使うか、事前に言うと思うかい？　まず疑ってかかる。世の中には花菜のように単純な人ばかりではないのだからね」

　己おのれのずるさを平然と肯こう定ていする匡一郎に、花菜はぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「兄さまほど性格のよろしくない方は滅めつ多たにおりません。それに篆書での攻撃なんて、兄さまと父上以外の誰ができましょう。早く縛めを解いてください」

　身動きが取れない状態で相手にすべてをゆだねている……そんな今の状態でいるのは落ち着かないし気き恥はずかしい。努つとめて冷静に声を低くして言ったのに、動どう揺ようが語尾を少しだけ掠かすれさせた。

「さてどうしようかな」

「どうしようかなって……。何を言っているの、兄さま」

「花菜もずいぶんと女性らしくなったものだな、と今感かん慨がいに耽ふけっているのだよ」

　意味が分からなかったのは一瞬のこと。花菜は相手が何を言っているのか気づいて、ぎょっとした。

「ど、どこ触っているんですか……っ！」

　支えている相手の手の位置に気づくなり、全身が羞しゆう恥ちに赤く染そまる。

「これは不ふ可か抗こう力りよくというやつだ。縛をかけられているというのに動こうとして、見事すっ転ころびそうになった間抜けな我わが妹を助けようと手が出た位置が、たまたまおまえの胸むねの辺あたりだったというだけで」

　飄ひよう々ひようとした口調は、花菜の羞恥と混乱を鎮しずめるどころか余計にいたたまれない気持ちにさせる。

「わっ、分かりましたから手を離はなして、て、キャーッ、何するの……!?」

　胸の下辺りに当てられた手が動くから、花菜は大たい層そう狼ろう狽ばいし、悲ひ鳴めいをあげてしまう。

「こらこら、なんて声を出しているんだ。まるで意に沿そわぬ相手から夜よ這ばいをされそうになっている姫のような反応じゃないか」

「兄さまふざけないで。本気で怒りますよ……っ！」

「怒ったらどうなるんだい？」

　くすくす笑う気配がして、花菜は悔くやしさのあまり顔を真まっ赤かにした。

「空を裂さき榊匡一郎へ向かえ。───【斬ざん】」

　耳に触れる響きはあくまでもやわらかく、だが恐おそろしい意味を持つ言葉が聞こえた刹せつ那な、花菜の身体はふわりと匡一郎に抱き上げられていた。

「あっ!?」

　花菜の耳の産うぶ毛げに、鋭するどい刃が触れたような感かん覚かくがサアッと通り過すぎる。

「再び向かえ。───【斬】」

　ひゅっともう一度見えない刃が、今度は花菜の髪を揺らした。

「背後から狙ねらうとは、父上もなかなか抜け目ない」

　花菜を抱えたまま、ひらりと身軽に走る匡一郎の声にはずいぶんと余裕が窺うかがえる。

「匡一郎、いつまで花菜を縛っているつもりだい？」
















「その前に攻撃をやめてくださいませんか、父上」

「花菜を自由にすればすぐにやめてやろう。───【斬】」

「とても信じられませんが、まあいいでしょう。榊花菜の縛を解け。───【解かい】」

　とん、と額ひたいに指先が触れると同時に、花菜は自由を取り戻した。

　安堵の息をついたのも束の間、はっと瞠どう目もくした。

　匡一郎が右手人差し指で、空に素早く『炎』と書く。流りゆう麗れいな、まったく淀よどみのない動きだ。書ききると同時に匡一郎は、

「白き髪の御子榊彪ひよう吾ごへ向かえ。───【炎えん】」

　ひと言低く告げる。

　すると────。

　匡一郎の指先に、赤い『炎』という文字が浮かび上がった。かと思うと、ぐにゃりと無む残ざんにその字が崩くずれる。

　が、その崩れた文字は一刹那を置いて、紛まがうことなく灼しやく熱ねつの炎ほのおへと変化した───！

　炎は素早く抜かれた匡一郎の持つ太刀に纏わりつく。

　匡一郎はその炎の太刀を、目の前に立つ男へ真まっ直すぐ向けた。そして再び構かまえ、鋭するどく振り下ろす。炎は男へと真っ直ぐに向かった。

　何もない場所から『炎』が出現し、それが過あやまたず男を襲おそったのだ。

「父上！」

　思わず叫んだ花菜だったが、父───彪吾は優ゆう雅がに身を躱かわし、飛んできた炎を避けた。

「この程度の距離で当てられぬとは、腕が落ちたな、匡一郎」

「もちろん手加減して差し上げているのですよ。父上を死なせてしまっては花菜に憎まれてしまう」

「それはおやさしいことだが、遠えん慮りよはいらんよ。本気でやらねば修しゆう練れんにはならぬだろう？」

「本気を出してよろしいので？」

「当然だ」

「───おふたりともおやめなさい～～っ！」

　今にもふたりの指が空に文字を書こうとした、まさに寸すん前ぜん、花菜は大だい音おん声じようでその場を制せいした。

　あまりの大声にふたりの男はぎくりと震ふるえた。

「父上、お助けいただいたのは嬉うれしく思います。ですが古来より我が家のみに伝わる篆書術をそう簡単に使うのはおやめください。もし本当に当たってしまったら、軽い怪け我がでは済まないかもしれません。兄さまもです。わたしをからかうためだけに、あのように縛の時間を徒いたずらに長引かせないでください。あれはとてもとても苦しいのですよ。分かりましたか！」

　腰に手を当ててふたりを交こう互ごに見やると、叱しかられた男たちは顔を見合わせ、同時に花菜には敵わないなと、肩を竦すくめて笑った。

「分かったよ、花菜。わたしが悪かった。だからそう頰を膨ふくらませるな」

　最初にそう言ったのは、花菜の父、彪吾だ。

　当歳とって三十六、少年の頃事故にあって左目を失うしなっているが、それを補おぎなってあまりあるほどの白はく皙せきかつ美貌の持ち主である。髪は花菜と同じ、雪のような白色をしている。

　神主の常装である麻ま布ふ製の浄じよう衣え───上衣は白狩かり衣ぎぬ、下衣は白差袴さしこ───は、飾かざりを一いつ切さい排はいした素そ朴ぼくな衣ころもだが、姿のいい彪吾が着つけると、とても美しく見えた。

「俺おれも助けてやっただろう。礼はないのか？」

　次に悪いた戯ずらっぽく笑うのは、花菜の兄、匡一郎。

　夜の闇やみを紡いだような美しい黒髪と、叡えい智ち溢あふれる黒い瞳ひとみの持ち主だ。

　彼は花菜に近づいてくると、ん？　と覗きこんできた。

　匡一郎は、妹から見てもそれはそれは美しい造ぞう作さくをしている。だがたちの悪いことに、己が秀しゆう麗れいな面立ちであることをちゃんと承しよう知ちしていて、狼狽している相手を見み透すかし反応を楽しむ、大層性格の悪い男なのだ。

　花菜が内心どきどきしていることを察さつしたら、匡一郎はからかうに決まっているのだから。

　頰に血の気が上ってくるのをぐっとこらえると、花菜はそっぽを向いた。

「そのあとわたしをからかったでしょう？　そんな兄さまに礼など言いたくありません」

「あれはからかったのではなく、可か愛わいい花菜を構いたかっただけなのだがな」

　そんなことを言われてしまったものだから、せっかく一度はこらえられたのに、すう、と頰が赤くなってしまう。

「か、構いたいだなんて、神聖な篆書の術を、そんなことで使わないでください」

「花菜は真ま面じ目めだな。とても俺の妹とは思えない」

「わたしの娘だからだろう。花菜は勤きん勉べんで真面目なうえに、なんでも一いつ生しよう懸けん命めいにする子だからね。勉学に関しても、教え甲が斐いがある」

　手て放ばなしの父の賛さん辞じに、花菜は面おも映はゆくなる。

「ならば父上、わたしにも篆書の術をお教えいただけないでしょうか？」

　常つね々づね思っていたことを思いきって口にしてみたのだが、その途端、彪吾はふと口を噤つぐんだ。

「……父上？」

「そうだねえ。おまえにはまだ少し早いかな。もう暫しばらくしたら教えてあげよう」

　花菜はがっかりしながらも、はい、と小さくうなずいた。

　彪吾が神主を務つとめる神かみ結むすび神社に伝わる、秘術である篆書の術。その術を兄の匡一郎は幼おさない頃から教えられていた。花菜もまた彪吾の子だ。いずれ学ぶ機会があるだろうと思っていたのに、十四になった今も、父は教えてくれない。

　それが花菜には悔しく、そして少し寂さびしかった。

　父も兄も自じ在ざいに使う、篆書術───。

　強くなりたいわけじゃない。秘術を使ってみたいわけでもない。ただ榊家の中で花菜だけが篆書術を使えないということが嫌いやなのだ。

「ところで花菜、今日は稽けい古こにあまり身が入っていなかったようだが、何かあったのか」

　父に問われた花菜は、微かすかに肩を震わせたが、何も、と首を振った。

「何もという顔ではないな」

「……最近夢見が悪いだけですから、父上も兄さまも、心配は御無用に願います」

　雨の夜に決まって見る、とても厭いやな夢。何かに追いかけられる悪夢だ。追いかけてくるのは日によって違い、馬とか猿さるだとか見たこともない恐ろしい牙きばを持つ獣けものだとか。

　無ぶ事じ逃げ果おおせることもあれば、あえなく捕つかまって、鋭い爪に引き裂かれることもある。

　怖こわくて、苦しくて、痛くて。身体ばかりか心までずたずたにされてしまったかのようで、花菜はいつも汗あせびっしょりになって寝ね床どこから飛び起きるのだ。

「どんな夢なんだ？」

「口にするほどのものではありません」

　匡一郎に言っても詮せん無ないこと、と花菜は首を振った。

「言ってみなさい。巫み女こであるおまえが見る夢だ。現うつつと繫つながっているかもしれない」

「そんな恐ろしいことを仰おつしやらないでください！」

　獣の牙に喰くいつかれる、そんな夢を鮮せん明めいに思い出した花菜はぞっとし、きつい口調で返してしまった。

　はっと我われに返った花菜は、匡一郎と彪吾、ふたりの強い視し線せんに曝さらされて言葉を詰つまらせた。

「恐ろしい夢なのかい？」

「……夢告げではないはずですから、おふたりとも気になさらないで」

　俯うつむいた花菜へ、匡一郎が顔を寄せてくる。

「夢魔に襲われぬよう、今こ宵よいは添そい寝ねをしてやろうか？」

　そっと囁ささやかれたあまりにも不ふ埒らちな内容に、花菜は真っ赤になって言葉を継つげずにいたところで。

　にゃあ。

　耳に、猫の鳴き声がするりと入ってきた。

「おや、櫟あららぎ。おまえがこの森に入るなど珍めずらしいな」

　すりすりと彪吾の脚に身を寄せるのは、白毛にところどころ黒い毛が交じった猫だ。

「あららぎ、いらっしゃい」

　赤い顔をごまかそうと猫を抱き上げようとしたのだが、途端にシャアッと威い嚇かくされ、そのうえぷいとそっぽを向かれてしまった。

「……相変わらずつれないわ」

　花菜は猫が好きなのだが、櫟はちっとも馴れてくれない。

　櫟は花菜には見向きもせず、彪吾にじゃれかかる。苦笑した彪吾が櫟を抱き上げると、猫はおとなしく彪吾の腕の中に収おさまった。

「花菜も懲こりないな。こいつは父上にしか懐なつかない偏へん屈くつ化ばけ猫ねこなんだから、むやみに触さわるのではない。引ひっ搔かかれ嚙かみつかれるぞ」

「……化け猫なんてひどいですよ、兄さま」

　花菜が生まれる前から神社にいるということだから、老ろう猫びようなのだろう。それなのに、いつまでたっても若い猫のようにしゃんとしているから、不思議な猫ではあるのだが。

「そういえば今日は湊みなとで市いちが立つのであったな」

　にゃあにゃあと櫟が鳴くのを聞いていた彪吾が、ふと呟つぶやくのを聞いた花菜は、あっと声をあげた。

「そうでした！　いけない、欲しい物があったんだわ」

　市は毎日は立たないから、今日買えなければ次は五日後になってしまう。

　慌あわてて歩ほを進めた花菜に、

「俺もついてゆこう」

「……兄さまがですか？」

「なんだ、俺がついていったら不ふ都つ合ごうでもあるのか？　荷物の持ち手は必要だと思うが」

「別にわたしひとりでも……」

　首を振りかけたが、

「手伝ってもらいなさい、花菜」

　彪吾の口くち添ぞえに、気が進まないながらも花菜はうなずいた。










　花菜が暮らす神結島は、出い津ず雲もの湊から舟で半はん刻こくほど進んだ場所にある。人口が二百人程度の、とても小さな島だ。

　島の北側にはなだらかな千ち生お神がみ山やまがあり、島の約三分の一を占しめている。耕せる土地が少ないために島民のほとんどは漁りようを生なり業わいにしており、狭せまい平地には田畑が整せい然ぜんと、山のふもと近くには民家がずらりと並ならんでいた。

　神結神社は千生神山の中ちゆう腹ふく辺りにあり、周囲は鬱うつ蒼そうとした森に囲まれていた。鎮ちん守じゆの杜もりと呼ばれるそこは、夏場は心地ここち好よい涼風を、雪が降る頃には心の底にまで峻しゆん厳げんで澄すんだ空気を送りこんでくれる。

　何もないけれど、父がいて兄がいるこの島が、花菜は大好きだった。

「醬ひしおと今け朝さ漁で獲とれた魚。よかったな、ちゃんと買えて」

「はい」

　匡一郎の言葉にうなずいたが、花菜の機き嫌げんは、すこぶる悪かった。

「おや、何をふてくされているんだ？　俺の可愛い花菜は」

　覗きこんでくる秀麗な面立ちは、目を細めてとても楽しげだ。

「……そういう言葉を兄さまが誰にでも使うからですよ」

　ぽつりと呟いた言葉は、匡一郎に聞かせるためのものではなく、ただの独ひとり言ごとだった。

「何？」

「なんでもありません。父上がお待ちですから、早く戻もどりましょう」

　必要な物を買い終えるなり、花菜は足あし早ばやに歩を進める。

　市には、食料はもちろんだが、籠かごや笊ざる、桶おけといった日用品もあるし、京処みやこから仕入れてきた反たん物ものや、大陸から運ばれた美しい装そう飾しよく品ひんまで売られていた。

　ほとんどの島民が出向いてきているかのように、大層賑にぎやかしい。

「そんなに急がなくてもいいだろう。早々に市を去さりたい理由でもあるのかな？」

「別に、理由はないです」

「理由はないのなら、どうしてそんな膨れっ面をしているんだ？」

　気づかず膨らませていたらしい頰を指先でつつかれた花菜の機嫌は、ますます急きゆう降こう下かしていく。

「匡一郎さん、珍しいじゃないですか、市にいらっしゃるなんて」

「荷物持ちだよ」

「あら本当。でも一いつ升しよう瓶びんと魚くらい、ひとりでも持てるでしょうに。白き髪の御子さんは、舞まうのは得意だけどずいぶんと非ひ力りきなんだねえ」

　くすくすと笑うのは、市で買い物をしていた女だ。女は花菜を一顧だにせず、匡一郎へ親したしげに身を寄せてきた。

「女によう房ぼうにするなら健康で働き者が一番ですよ、匡一郎さん。器き量りようよしってだけじゃ三日で飽あきるって言うじゃあありませんか、ねえ？」

「それなら健康で働き者で器量よしが一番じゃないかな？」

「まあ、それは欲よく張ばりってもんですよ」

「そんなことはないだろう。現げんにあなたの御主人は、あなたのような人を女房にしているじゃないか」

「あら」

　女は満まん更ざらでもなさそうに目を細めて笑う。匡一郎が、自分のことを『健康で働き者で器量よし』と言っていることに気をよくしたのだろう。

　花菜は付き合っていられないとばかりに、ひとりで歩を速はやめた。

「花菜？」

　後ろから匡一郎が呼ぶが、無視してさらに速度を上げた。

「兄さまの莫迦……！」

　こういうことがひんぱんに起こるから、花菜は匡一郎と一緒に出掛けたくないのだ。

　島の女性は、たとえほかの男の女房でも、まるで匡一郎に吸すい寄せられるようにうっとりして、隙すきあらば身を寄せてくる。

　匡一郎は匡一郎で、そういう女性たちを決して邪じや険けんにせず、それどころか相手が喜よろこぶようなことをさらりと言う。当然女は気をよくして、ますます匡一郎を好すいて近寄ってくるのだ。

　今日だって今の女だけでなく、少なくとも十指ほどの数の若い女性が、次々と匡一郎に話しかけてきては嬉しそうに笑っていた。

　匡一郎と島の女が親しげに話しているのを見るたびに、胸の奥がきゅっと痛む。そんな自分がすごく嫌だった。

　市の立つ湊から神結神社までは、真っ直ぐな路みち一本で行ける。

　醬が入った一升瓶は匡一郎に任まかせ、魚だけを手に、花菜は半なかば走るように市を出た。

「こら、花菜」

　だが路半ばで早々に匡一郎に追いつかれてしまう。

「何を怒っているのかな、花菜は」

「別に怒ってなどおりません。ただ早く戻って朝あさ餉げの用意をしなければと思っただけです」

　怒っていないと言いながらそっぽを向いた花菜の横で、匡一郎は堪こらえきれないように笑いだした。

「何を笑っておいでです」

　匡一郎は先せん刻こくの女を前にした時のような澄ました笑顔ではなく、腹の底から笑っていた。

　花菜は今の笑顔の方が好きだけれど、どうして笑われているのか分からないから、自然どんどん仏ぶつ頂ちよう面づらになってゆく。

「もういいです、勝手かつてに笑っていればいいんだわ。わたしは先に帰りますから」

「待て待て、俺が悪かった」

「ちっとも謝あやまっているようには聞こえません」

「本ほん音ねで詫わびているよ。ただおまえがあまりにも可愛くて愛らしいからいけない」

　だから可愛いとか愛らしいとか、そういうことを簡単に言ってほしくない……！

　むう、と唇を尖とがらせながら、花菜は兄を睨みつけた。

「兄さま、わたしにはほかの女性に対して言うような言葉をかけてくださらなくて結けつ構こうです。大だい体たい兄きよう妹だいの間で可愛いとか愛らしいとか、そういうことをわざわざ口にされる兄さまの気が知れません」

「血は繫がっていない兄妹だがね」

　さらりと告げられた、その内容に花菜は唇を引き結んだ。

「……でもわたしも兄さまも、父上に引き取られ共ともに育った兄と妹です。父上と兄さま、そしてわたしは家族でしょう？」

　匡一郎は十に満みたない頃、神結島に流れ着ついた。親に捨すてられたのか、あるいは賊ぞくに襲われ親とはぐれたのか。出会った頃、匡一郎は記憶をなくしていた。そのために彪吾に引き取られたという経けい緯いがあった。

　家族だと告げた途端、匡一郎の眼まな差ざしが、すう、と細められる。笑みを浮かべない匡一郎の面おもては、秀麗であるがゆえにどこか冷たく見えて、花菜は小さく息をのんだ。

「おまえは櫟につれないと申もうしていたが、おまえ自身は俺につれないね」

「……」

　つれなくしたいわけではない。

　ただ匡一郎にからかわれるたびに、そして匡一郎がほかの女性と親しくしているのを見るたびに、花菜は怒るか視線を逸そらすことしかできないのだ。

　兄と妹だ、と言った。けれど匡一郎を心しん底そこ兄と思っているかと訊きかれたら、すぐにはうなずけない己を、花菜は知っていた。

　本当に兄だと思っていたら、きっとこんなふうに胸の奥の方が痛くなることはないのだろう。

　それでも、その想いの名前を明めい確かくにすることは、今の花菜にはできずにいた。

「匡一郎さん、花菜、おはよう」

「市に行ってきたのかい？」

「いい魚はあったかねえ？」

　路の左右には、収しゆう穫かくまでもう少しの稲いな穂ほの波が延えん々えんと続いている。その田の畦あぜ道みちの端はしで、ちょうど作業にかかろうとしていた数人が、口々に話しかけてきた。

　いずれも神社のすぐ近くに住む顔かお馴な染じみの男女で、老夫婦とその息子夫婦の四人だ。

「おはよう。魚はたくさん獲れていたみたいだけど、もうほとんどなかったわ」

「そうかい、ああ、花菜、ちょっと後ろをお向き。元もと結ゆいが落ちそうだよ」

　確かに後ろで髪をまとめる白元結が、今にも外はずれそうになっていた。

「結んでやるからおいで」

　素す直なおに従って後ろを向くと、老女はまず花菜の髪を丁てい寧ねいに梳すいてくれる。

「白き髪の御子の髪は本当にきれいだねえ」

　婆ばばの白しら髪がとは全然違うよと、老女が感心したように言うが、花菜はそんなことないわとほんのちょっとだけ俯いた。

「そんなことあるさ。髪だけでなく、おまえが舞う巫女舞は、本当に天女のように美しいよ」

「……」

「つい先だっても見せてくれただろう。重ちよう陽ようの節せつ句く。あの時見せてもらった舞は、本当にとてもよかった」

「……そう、かな」

　ちらりと視線を上げ、老女を振り返ると、ほかの三人までもがうんうんと深くうなずいている。

「おまえが舞うと、まるでそこだけ時がゆっくりになったりはやーくなったり、とっても不思議な感じがするのさ。夢見心地な気分ってのは、ああいうことを言うんだろうね」

「巫女舞は花菜しか舞えないんだから」

「うん……」

　彼らはきっと、花菜が浮かない顔をしていたことに気づいたのだろう。慰なぐさめてくれているのだ。

　その気持ちが嬉しくて、花菜は小さく俯けていた顔を上げ、にこりと微笑んだ。

「そうだ、花菜、ちょいと舞ってはくれないか？」

「え？」

「嫁よめに赤や児やができたんだよ。安あん産ざんの舞ってのはないのかい？」

　途端、花菜は噴ふき出した。

「安産の舞は、わたしは知らないなあ」

　ちらりと匡一郎に視線をやると、舞ってあげなさい、というふうにうなずいている。

「じゃあ、祝しゆく福ふくの舞を舞わせてもらうわ」

　そう言うと、四人はやんやと手を叩いた。

　石がごろごろと落ちている畦道では足場が悪いが、花菜はその場に真っ直ぐ背筋を伸のばした。

　一いつ拍ぱくし、急場の採とり物ものとして腰に佩はいた刀をすらりと抜いた。その刀を、斜ななめ前方まで持ちあげた。手はそのまま、静かに、円を描えがくように足を進ませる。一周したら今度は逆回り。それを何度か繰くり返しながら、刀を持った手を緩やかに動かしはじめる。

　最初はあくまでも穏おだやかな動きから、次第に速度を増ましてゆく。進む足も刀を振る手も優ゆう美びでありながら力強く、見る者たちの目をくぎづけにする。

　花菜は舞が好きだ。もともと巫女舞には、神を楽しませ、喜ばせ、神と共に遊ぶこと、という意味合いがある。

　舞っているとどんどん忘ぼう我がしてゆき、次し第だいに頭と心の中が透とう明めいに澄んで、厭いやなことや不ふ浄じような気持ちがどこかへ行ってしまう。常に身体の芯しんに一本の光が通っていて、それが舞うほどに四し肢しに満ち満ちてゆく。

　自分の内にある光に包つつまれ、それは次第に花菜だけでなく周囲の人まで温あたためるような、そんな気がするのだ。

　神しん事じではないが、舞っているうちに心がすう、と透明になってゆく。

　だが、舞も終しゆう盤ばんに差しかかった頃のことだ。

　透明な心の内に、サッと黒い何かが差しこんできた。

「……!?」

　舞っている間にこんな感覚を得えたのは初めてで、花菜は閉じていた目を開いた。海の方から数人が歩いてくるのがちらりと見えたが、おかしなものは何も見つからない。

　気のせいかしらと内心首を傾かしげながら、巫女舞を終えた。

　かちりと腰刀を鞘さやに収めたその時、

「匡一郎さま、花菜───」

　上品な紫し苑おんの小こ袖そでを着た、美しい黒髪の女がにこにこと微笑みながら歩み寄ってきた。

「綾あや女め」

　海側からやってきたうちのひとりは、花菜の幼馴染みである綾女であった。

　花菜と違い、太刀を持ったことなど一度もないであろう、細くてたおやかな指。京処みやこに住む姫のようなと言われているが、正しく綾女は、高こう貴きな姫の如ごとく美しい少女だった。

　綾女は姓を外と谷やという。外谷家は花菜が住む島内の地じ頭とうで、島一番の分限者だ。花菜の父が神主を務める神結神社を庇ひ護ごしてくれている。これまでも朝ちよう廷ていのある『京処』や政治を司つかさどる東国の『鎌かま蔵くら』、あるいは外国の玄げん関かん口で珍しいものがたくさん集まる『筑ちく禅ぜん』などの品を、何かにつけ奉ほう納のうしてもらっていた。

「ちょうどよかったですわ、神ひよ結うごさまのところまで伺うかがおうと思っていたのです」

　にこりと微笑む優ゆう艶えんな面に、なんの用だろうと首を傾げる花菜だったが、綾女の隣となりに立つ武ぶ士しらしき男たちの視線を受けて、厭な予感が湧わいてくる。それは先刻舞っている時心に差しこんだ、黒い何かに繫がっているような気がした。

　狩衣に烏え帽ぼ子し姿の男たちが腰に佩いた剣は、葵あおい鍔つばの黒くろ漆うるし野の劔つるぎ。実じつ戦せん用の太刀だ。恐らく彼らの主あるじは名のある人物なのだろうと、花菜は内心素す早ばやく相手の素す性じようを探さぐり、そうしてちらりと隣に立つ匡一郎へ視線をやった。

　匡一郎はといえば、いつもと変わらない笑みを唇に乗せている。だがその双そう眸ぼうは笑っていないことに、花菜は気づいた。

「綾女殿、そちらが白き髪の姫巫女か」

「左さ様ようにございます。花菜、こちらは東国の鎌蔵からいらした方々で、神結さまと花菜、あなたに話があるのだそうです」

　神結島では綾女の家───外谷家が地頭のために、大たい抵てい客人は外谷家を通してやってくる。だから今も綾女がこのふたりを案内しているのだろう。

「我が主は幕ばく府ふより『伊い瀬せ』の守しゆ護ご職を賜たまわる浅あさ倉くら甚じん太た郎ろうと申す。わたしは後ご藤とう千せん十じゆう郎ろう。白き髪の姫巫女、主はそなたの噂うわさを聞きつけ、是ぜ非ひに邸てい内ないに招き入れたいと申しておられる」

　またか、と花菜はうんざりしながらため息をついた。

「お断ことわり申し上げますと、そのなんとか甚太郎さまにお伝えください」

「なんだと」

　気け色しきばむふたりを前にしても、花菜はあくまでも冷静に言葉を継いだ。

「どうせ『白き髪の子は女め神がみの血を引く。この白き髪は今の世では瑞ずい兆ちようの徴しるし、その子を手しゆ中ちゆうに収めれば女神の力を得、この世の春を謳おう歌かすることができる』……なんて噂でも聞きつけたのでしょう」

「……！」

　正解だとふたりの目が告げている。

　花菜は、今度はあからさまに大きなため息をついてみせた。

「言っておくけど、そんなくだらないことを父上に申し上げたら、階きざはしの天てつ辺ぺんから一の鳥とり居いまで百二十五段分、蹴けり飛ばされるわよ。わたしは神結神社の神主、榊彪吾の娘。それ以上でもそれ以下でもないわ。女神の力などこれっぽっちも持っていない、普通の娘だと、あなたがたの主にそう伝えてくださいな」

　すげなくそう言い放つが、それが悪かったのか、ふたりはにわかに鋭い視線を投げつけてきた。

「噓うそか真まことか、ただの噂なのか、そなたを手に入れてみれば分かること」

「……」

　言って分かるのなら、わざわざ島までやってはこないだろう。

　花菜はうんざりしながら、綾女、と友人の名を呼んだ。

「どうやら彼らはわたしをかどわかそうとしているらしいのだけど、あなたのお父上はわたしを彼らに渡わたすつもりで、あなたに案内をさせたの？」

「まさかそんな……！　父上はそのようなこと、考えていらっしゃらないわ！」

　端たん麗れいな顔を蒼そう白はくにしながら、綾女は何度も首を振った。

「じゃあこのふたりと剣を交まじえても、あなたのお父上からお叱しかりを受けることはないと考えていいのね」

　花菜はそう言うと、先刻収めたばかりの腰刀を抜いた。

　白雪の如く美しい鞘に収められた長さ八寸ほどの腰刀は、花菜にとって愛刀といっていい。幼い頃から玩がん具ぐ代わりに彪吾に渡された刀だ。

　花菜が剣の稽古を日夜欠かかさないのも、こんなふうに莫迦な噂に踊おどらされて、辺境な島くんだりまでやってきては、花菜を攫おうとする輩があまりにも多いからだった。

　古いにしえより神結島には、不思議なことに白い髪の赤児が生まれることがまれにある。彼らは神結島の始し祖そである、白き髪の女神の子し孫そんだと信じられていた。そのために白き髪の子が生まれると、両親の手から神結神社の神主に渡され、神社で育てられることが決められていた。

　花菜の父、彪吾も白髪の子として生まれ、神結神社に引き取られた過去がある。

　生まれたばかりの子を引き渡さねばならない両親は、さぞかし悲しむだろうと思われがちだが、実のところ我が子が白髪であることを厭いとう親はいなかった。

　白髪で生まれれば、それはすなわち神の子ということ。それを誇ほこる気持ちの方が我が子を手放す寂しさを上回る、ということらしい。

　引き取られた白髪の子は神社で大事に育てられ、ある者は占せん者じやとしての才さい能のうを花開かせ、ある者は神との交信を実現させたという。

　生まれた時から白髪だなんて確かに珍しいだろう。だがそれがなんだというのだ。女神の力が幸福へと導みちびいてくれるのならば、花菜の心に留とどまる悩みも解決してはくれまいか。

　八つ当たり気味にそんなことを思いながら、きゅっと唇を引きしめる。

「き、匡一郎さま、助すけ太だ刀ちは……」

　のんびりと場の成り行きを見守っていた匡一郎へ、綾女が縋すがるように問うが、

「あれくらいひとりで倒たおせないほど、情なさけない花菜ではないよ。まあ綾女殿も黙だまって見ていなさい」

　そんな軽口を耳にしつつ、花菜はゆっくりと後方へ下がる。背後には先刻の四人がいるが、物ぶつ騒そうなことが起きるとすぐさま覚さとったのだろう、今はずいぶんと離れた場所に移動し、息子は神結神社に向けて走りだしていた。

　恐らく彪吾を呼んできてくれるのだろう。父はすぐに駆かけつけてくれるに違いない。

　もっとも花菜は負ける気など少しもないし、匡一郎の手を借かりるつもりもない。

　ひとりできっちり片づけるつもりでいた。

　花菜は落ち着いて、す、と息を吸った。

「はっ！」

　ふたりのうち年少と思われる恰かつ幅ぷくのいい男が、地面を蹴って走ってきた。

「……っ」

　力自じ慢まんに違いない相手の太刀を、真正面から受け止めるつもりはない。花菜は素早く横に跳んで、太刀の切っ先を避けると、男の背後に身軽に回った。そして腰刀の柄つかを、首筋にえい、と叩きつける。

「……ぅぉっ」

　妙みような呻うめき声をあげるなり、恰幅のいい男はあっけなくその場に頽くずおれた。

　残ったひとりを睨みつけると、花菜の身軽な動きに一瞬言葉を失ったようだが、すぐさまこれは簡単にはいかないようだぞと気を引きしめたようだ。

　太刀を抜くとぬかりなく足を進め、花菜との距離を縮ちぢめてきた。花菜は地にのびている巨漢を避けながら、相手の太刀が届とどかないところまで下がる。

　じりじりと間合いを詰めてきた男が、奇き声せいをあげて太刀を振り下ろしてくる。花菜はそれを腰刀で受け止めるが、やはり力が足たりない。押されて太刀の刃がすぐ目の前までやってくるのをぎりぎりと耐たえながら、懸命に呼吸を整えて、一気に押し戻した。

　男は目にも留まらぬ速さで太刀を何度も振り下ろし、花菜は暫しばしの間、受け止めることしかできなかった。力では敵わないのだから、ずっと受け続けていればいずれは負ける。だが突とつ破ぱ口こうを考えようにも男の太刀はその隙を与えず、どんどん後ろに押されていってしまった。

「花菜……！」

　綾女の悲鳴が聞こえるが、当の花菜は落ち着いていた。

　いくら相手が覇は気きのある剣士であったとしても、花菜に毎日稽古をつけてくれている匡一郎に比くらべれば、その実力は雲うん泥でいの差だったからだ。もちろん、ここでいう雲の方は匡一郎だ。

　相手がどんな輩なのか分からないのだからと、匡一郎はいつだって意い地じ悪わるだ。それに比べればこれくらい、と花菜は逆転を狙って、男の太刀を受け続けた。
















　一方男の方はといえば、ただ受けるばかりの花菜を、このまま押し続ければいずれは己の方に分ぶがあると思ったようだ。ますます苛か烈れつに剣を振り回し───だがそここそが、花菜が狙っていた隙だった。

　何撃目か分からなくなるほど、ただ受け止めていた花菜が、ふいにするりと刀を右斜め下に受け流し、男の太刀をも下方へと導く。

「むっ！」

　男が一瞬ためらった、そのわずかな時を花菜は見逃さなかった。

　男の剣を受けたままくるりと半円を描くように逆の方へと持ってこさせる。そしてがら空あきになった男の腹部へ、

「失礼」

　と言って、思いきり右足をめりこませたのだ。

「───っ！」

　痛みに顔を歪ゆがめた男が前のめりになったところで、花菜はひとり目の男同どう様よう、首筋に柄を叩き入れた。

「…………」

　男が声もなく地面に倒れ伏ふすのを見て取った花菜は、ふっとひと息ついて太刀を鞘に収おさめた。

「相手に致ち命めい傷しようを与えず穏おん便びんな方向で片づけようとしたのは感心だが、ふたり目はずいぶんと時間がかかったな。あんなに強ごう力りきを受け続けていたら、刃がぼろぼろになってしまうぞ」

「はい」

「だがまあ、よくやった」

　匡一郎が褒ほめることはほとんどない。だから嬉しくて、思わずにこりと笑みが零こぼれた。

「は、花菜……」

　いきなり始まった剣けん戟げきに真まっ青さおになっていた綾女は、勝負がついた途端、へたへたとその場に座すわりこむ。そしてよかったと両手で顔を覆い、泣きだしてしまった。

「綾女、泣いてないで、あなたのお父上を呼んできてちょうだい」

　しっかりして、と綾女の肩に手をやるが、立ち上がろうとしても力が入らないらしく、畦道に座りこんだまま、花菜を見上げてきた。

「ああ、花菜……、ごめんなさい」

「ごめんって、何が？」

「だってわたしがこのふたりを……」

「綾女がわたしを捕とらえようとしたわけじゃないんだから、綾女が謝るのはおかしいわ」

「立てるかな、綾女殿」

　花菜の横から、す、と手が伸びた。匡一郎だ。

「匡一郎さま」

　縋るように震える指先が、匡一郎の手に触れた。

　それを見た瞬間、先刻男たちと相あい対たいした時より、花菜の胸が騒さわいだ。

　綾女は匡一郎に支ささえられて、よろけながらも立ち上がった。もっと胸が痛む。

「……すみません、匡一郎さま」

　匡一郎を見上げる綾女の瞳から恐きよう怖ふが薄うすれ、代わりに熱を帯おびてゆくのを目の前で見せられた花菜は、少しだけ俯いた。

「兄さま、綾女を連つれていってあげてください。わたしはこの者たちを見み張はっておりますので」

「花菜」

「早く行ってください。この者たちが目を覚さましてしまいます」

　行って、と再度言う。

「分かったよ、すぐに戻ってくるから待っておいで」

　匡一郎はうなずくと、綾女を支えてその場から去ってゆく。

　自分から行ってと言ったのに、ふたりが寄り添う背中を見ていられなかった。

「……」

　地面にのびているふたりを見下ろす。

　自分ひとりの力で、このふたりを倒すことができた。それは確かに嬉しい、けれど……。

「でも、こんなの普通の女の子のすることじゃないわよね」

　剣術を身につけなければ、こういった輩がやってきた時に困こまる。困るけれど、あんなふうに匡一郎に縋る綾女を見てしまうと、剣を持たなければならない自分が、ちょっと悲しかった。

「……なんて、そんなこと考えても仕方がないわよね。このふたりを縛めておかなきゃ。おばあさーん、縄なわか何かないかし───」

　気を取り直して叫んだ花菜だったが、老女はこちらを見てもおらず、ぽかんと上空を仰いでいた。

「……？」

　つられて上を向くなり、はっと息をのむ。

「な、何よあれ……」

　そのままその場に棒ぼう立ちになる花菜に向けて、何かが落ちてきた。

「───っ!?」

　落ちてくる何かが、紅ぐ蓮れんの炎であることに気づいた時には、もう目もく前ぜんに迫せまってきていた。

　避けられない───！

　全身を強こわ張ばらせた花菜を、ふわりとした浮ふ遊ゆうが包みこむ。

　畦道を転がり、その衝しよう撃げきに花菜は目を閉じてしまう。だがその直後強く腕を引っ張られ、慌てて目を開けた。

「え、兄、さま？」

　綾女と行ったはずなのに、なぜ、と訝いぶかる花菜を見る匡一郎の瞳は、ひどく厳きびしかった。

「兄さ……」

　匡一郎は何も言わず、上空を睨みつけた。その視線につられ、見上げる。

　空を飛ぶ影かげ。その形は鳥だ。

　太陽を背にしているから、どんな鳥なのかは分からない。ただその大きさが尋じん常じようではなかった。

　花菜が両手を広げた長さより、その倍以上はある巨大な翼つばさ。聞こえてくる羽はばたきの音が、驚おどろくほど大きい。

「と、鳥、……って大きさじゃないでしょうっ!?」

【キィィィィィィィィ───ッ！】

　しかも鳴き声が恐ろしいほど凶きよう暴ぼうで、花菜は思わず耳を塞ふさいだ。

「花菜！」

　その鳥が急降下してくる。

　どこへ、と思ったのは刹那だった。真っ直ぐ花菜たちに向けて落ちてくる鳥に右目がなく、毒々しい真しん紅くの左目が視界に入った瞬間、再び花菜は匡一郎に救すくわれていた。

「しっかりしろ、花菜！」

「は、はい……、でもあれはいったい……」

　あんな鳥、今まで見たことがない。

　匡一郎は口を開きかけ、だがすぐにその唇を引き結んだ。そしてぐい、と肩を摑つかまれ、自分で立つように促うながされる。

「花菜、後ろの輩はおまえに任せる。できるな？」

「後ろの、輩……？」

　そろりと背後を見れば、つい先刻倒したはずの男が仁に王おう立だちしていた。

「な、どうして……？」

　戸と惑まどう間もなかった。男が全速力で突っこんできたのだ。

　一刹那、花菜はみたび刀を抜いた。

　キンッ！

　斬り結んだまではよかったが、相手のあまりの豪ごう腕わんに、花菜はその場に倒れこんでしまった。

「きゃ、……っ」

　目の前に立ち塞がる男を慌てて見上げ───花菜は絶ぜつ句くした。

　一瞬だけだが、男の背後から、ゆらり、と何か黒い影のようなものが見えたのだ。

　その黒い揺らぎはすぐに消え失うせたが、背中にツ、と冷たい汗をかく。

　何……、今のは？

　完かん璧ぺきに落としたはずの男が簡単に起きあがり、さらには先刻以上の力で圧あつ倒とうされて、花菜は初めて恐怖を感じる。そのうえ、上の怪かい鳥ちよう。

　何か、恐ろしいことが始まろうとしている───？

　花菜はぞくりと背筋を震わせた。

「あ……」

　絶対的な危き機きに怯おびえ、その怯えは花菜の身体を竦すくませた。

　男は柄を両手で持ち、剣先を倒れた花菜の腹に向ける。

　なのに動けない。

　このままでは突かれてしまう。分かっているのに、四し肢しはかたかたと震えるばかりで、なんの役にも立たない。

【白き女神、千ち生お音ねの娘。その身、いただこうぞ】

　男のざらざらとした不ふ快かいな声ばかりが耳について、花菜はなんと言われたのかまったく理解ができなかった。

　突かれる───！

「花菜！」

　匡一郎の声に、はっと我に返った花菜は、間かん一いつ髪ぱつその場から転がり、男の凶きよう刃じんを辛かろうじて避けることに成せい功こうする。身体の自由を得た花菜は、すぐさま立ち上がった。

　男の背後では、匡一郎が巨大な鳥と対たい峙じしている。

　そちらに目が行きかけた花菜だったが、すぐさま男へと集中する。

　なぜだか分からないが、先刻より男の力が増しているのだ。よそ見をしている暇ひまはないし、真正面から受けては、花菜の刀が保もたないに違いない。

　花菜は男の刀を素早い動きで避けた。

　凶刃が何度も振り下ろされるが、それをぎりぎりのところで逃げる。

「はあ……っ、はあっ！」

　相手の刀を避けるために、極きよく限げんまで感覚を研とぎ澄ますが、逃げるばかりでは埒らちが明かない。

　どうにかして倒さなければ、このままでは体力は尽つき、やがては刀の餌え食じきになってしまう。

　相手を斬らなければ自分が討うたれるのだ。迷まよってはいられない。けれど───。

　わずかな惑いが、花菜の逃げ足を鈍にぶらせた。

　男が獣のような咆ほう哮こうをあげながら突っこんでくる。

　避けられない……！

「後藤千十郎へ向かえ。───【斬】」

　静かな匡一郎の声が聞こえてきた、次の瞬間。

「アァァァァァァ───ッ」

　この世のものとも思えない絶ぜつ叫きようが男の口から逬ほとばしり、そして白目を剝むくとばったりとその場に倒れた。

「空を我がものとする怪鳥、鳥ちよう冠かんを滅めつせ───【轟ごう水すい】！」

　続けて篆書の術の声が聞こえた時、花菜ははっと匡一郎へと目を向ける。

　空を飛ぶ大鳥に、凄すさまじい量の水が直ちよく撃げきした。

【キィィィィィィィ───！】

　不ぶ気き味みな大鳥の鳴き声。矢のような放ほう水すいを当てられてぐらりと揺れる。だがそのまま墜つい落らくはせず、怪鳥は巨大な身体を揺らしながら、海の彼方かなたへと去っていってしまった。

「……行った？」

　今になってがくがくと震えが全身を包み、花菜はその場に座りこんだ。

　先刻の綾女のことを言えない。力が失せて、誰かに縋らなければ立つこともできそうになかった。

「花菜」

　駆け寄ってきた匡一郎を見るなり、安堵のあまりくしゃりと顔が歪む。

「兄、さま……」

　情けない。自分は何もできなかった。

　縋るように一心に見つめる花菜を抱きしめてくれる、その温かさが嬉しい。けれど今見た怪鳥のこと、黒い揺らぎを纏まとった男のことを思い出せば、再び震えが全身を支し配はいする。

「やはり来る────、か」

　その時匡一郎が、とても小さな声で何かを告げた。だがその声は花菜には届かず───あれはなんだったの、と疑ぎ問もんが頭の中をぐるぐると回るばかりだった。
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「嫌いやだな、また雨が降ってきたわ」

　秉ひよう燭そくの頼たよりない灯あかりを手に、花はな菜なは自室から外の庭をぼんやりと見つめた。

　部屋と廊ろう下かのちょうど境さかい目めに座すわりこんだ花菜は、珍めずらしく近づいてきた櫟あららぎにそっと手を伸のばした。

　だが触ふれようとするなり、櫟は低く唸うなる。

「ちょっとくらい触さわらせてよ。わたし今日、ものすごく怖こわい目に遭あったのよ」

　と言っても、櫟は知らんぷりだ。

　仕方ない、触れるのは諦あきらめようとため息をつきつつ、花菜は櫟にぽつぽつと話しかけた。

「ねえ櫟、あの大きな鳥ってなんだったのかしら。それにあの男。……黒い揺ゆらぎ」

　何かが始まる……いいことではない、凶きよう事じだ。

　日中花菜を攫さらおうとした男たちは外と谷や家に引き取られ、早々に出い津ず雲もへと送り還された。

　外谷家の主あるじが彪ひよう吾ごと花菜に詫わびを入れにやってきたが、もちろん彼が悪いのではない。花菜が女め神がみの血を引くという、いい加か減げんな噂うわさを聞いて、のこのこやってくる輩やからが悪いのだ。

　神かみ結むすび島の住人は外谷家を始め、みな彪吾も花菜も大事にしてくれる。

『生まれた時から白い髪かみなんて気き味み悪い』と面と向かって言われたこともあるけれど、そんなことを言う人はほんの一部だ。ほとんどの島民は、花菜や彪吾を差別しないし、花菜もまた彼らのことが大好きだった。

　小さな灯りの下、闇やみに溶とけず白く浮かぶ髪を手にした花菜は、ため息をついた。

「眠ねむりたくないなあ……」

　あんなに怖い目に遭ったのだ。もしかしたら今まで以上に恐おそろしい夢を見るかもしれない。

　今日花菜を襲おそった黒い怪鳥……。

「夢で見た、襲ってくる動物と同じ？」

　そう思うと、ぞっとする。だがすぐさま首を振ふり、忌いまわしい想像を打ち捨すてた。

「夢と現うつつが繫つながっているわけないわ。夢は夢よ」

　だがそれではあの鳥はいったいなんだったのだろう。

　このまま横にならず一夜を明かしてしまおうかしらと思ったが、やはりめまぐるしく衝しよう撃げき的な一日であったために疲ひ労ろうも激はげしく、頭の芯しんが痺しびれるような、重苦しい眠ねむ気けを感じた。

「あ、そうだ！　ねえ櫟、今夜はわたしの室へやで眠らない？」

　猫とはいえ、誰かがいればとても心強い。

「とても怖かったのよ。大きくて黒い鳥が突とつ然ぜん襲ってきて。ね、信じられる？　あの鳥、炎ほのおを吐はいたの！　物語の中に出てくる物ものの怪けだって、あんな形はしていないわ」

　だが抱だき上げようとした花菜を櫟はぷいと無視し、さっさと歩いていってしまった。

「……本当につれないわ」

　彪吾にしか懐なつかない櫟。今こ宵よい話を聞いてくれたこと自体、珍事といっていい。

　仕し方かたがない、と覚かく悟ごを決めて障しよう子じを閉しめると、板張りの床ゆかをそっと歩く。秉燭の火を吹ふき消してから、寝床である畳たたみの上に横になった。

　闇の中に身を置くと、日中襲ってきた男の背はい後ごに見た黒い揺らぎが思い出された。

　花菜は布ふ団とんを被かぶって丸くなった。きつく目を閉じるが眠るのも怖くて、唇くちびるを嚙かみしめる。

　やがてうつらうつらしはじめた時、再びあの夢がやってきた。

　雨の日にいつも見る、動物に追いかけられる悪夢だ。けれど今宵の夢で花菜を追いかけてくるのは、動物だけではなかった。

　鋭するどい毒どく牙がを持つ大だい蛇じやが、あの黒い揺らぎを纏まとわりつかせているのだ。

　大蛇はぬるぬると身を滑すべらせ、花菜を追いつめてゆく。

『来ないで……っ！』

　叫んだ瞬しゆん間かん、表情を持たないはずの大蛇が、ニイ、と口元を歪ゆがめた。……笑っている？

　ぞっと背せ筋すじを震ふるわせ、花菜は夢中になって走る。ひたすらに走り続ける。

　悪夢の中でも無事逃げ果おおせる日もある。だがこの大蛇からは、どうしてか逃げきれる自信がなかった。

『来ないで、あっちに行って！』

　恐きよう怖ふのあまり涙声で叫さけびながら、それでも花菜は懸けん命めいに走った。

【遅おそい遅い。そなたそれでも千ち生お音ねの娘かえ】

『……っ!?』

　背後からいかにも愉たのしげに声をかけてくるのは、大蛇に違ちがいない。

　話しかけられたことなど一度もなかったから、花菜は驚おどろいて、そしてそれまで以上に恐ろしくなった。

　話せるということは、知ち恵えがあるということだ。

　知恵があれば、ただ追いかけてくるだけでなく策さく略りやくを巡めぐらせることだってできよう。

　その気になればすぐに花菜を丸まる吞のみできるほど近づいてきながら、そうしない。

　苛いじめて苛めて、愉しんで、いたぶるつもりなのだ。

　厭いやだ、怖い。

　花菜は幼い頃から父や匡きよう一いち郎ろうに剣術を習ならってきた。だから少しくらい危き機きに陥おちいっても、自みずからの力でどうにかしようと、できると思っていた。……今までは。

　けれど花菜は今日、自分ではまるきり歯が立たない相手と相あい対たいした。もしかしたらこれからも、そういう輩がやってくるかもしれない。

　そうしたらどうなる？

　攫われ、見ず知らずの男の屋や敷しきに連つれていかれてしまうかもしれない。あの物の怪のような怪かい鳥ちようの吐く火で焼かれてしまうかもしれない。

　そんなのは絶対に厭だ。

　でも力がなければ、或あるいはそんな未来が明日にでも待ち受けているかもしれないのだ。

【もう限げん界かいかい？　ではそろそろ喰くらってやろうか────】

　そんな言葉が耳を打った次の瞬間、大蛇の巨きよ軀くに押し潰つぶされていた。

『痛い、痛い、痛い！　……助けて父上、────兄さま……！』

「どうして俺をあとから呼ぶんだ、……花菜？」

　不満げな声に、名前を呼ばれた。

　グンッと何かに引っ張り上げられるように、花菜の意識は急きゆう浮ふ上じようした。

「……は、ぁっ、ああ……」

　荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返した花菜は、吹き消したはずの秉燭に、灯りが点ともっていることに気づいた。

　なぜ、と思いながら、薄うす暗ぐらい部屋の中をそろりと見み渡わたし───次の瞬間、

「キャ──ッ！」

　悲ひ鳴めいをあげた。が、すぐさま大きな掌てのひらに唇を塞ふさがれる。

「夜や半はんになんて声を出すんだ」

　むっとした顔の主……匡一郎を見るなり、花菜は大だい混こん乱らんだ。

　匡一郎が自分の部屋にいて、しかもこんな間近に顔を寄せられている理由が、花菜にはまったく理解できなかった。

　慌あわてふためくことしかできない花菜に、匡一郎は鼻の頭が触れそうなほど顔を寄せてくる。

　……ということは、同どう衾きんしているということ!?

　花菜はなおさら驚いて、思わず布団の中の脚あしをめちゃくちゃに動かすと、匡一郎を思いきり蹴け飛とばした。

「先せん刻こくまで泣きべそかきながら俺おれを呼んだとは思えないほど元気だな」

　横になりながらの蹴りなど大して痛くもないのだろう、くすくすと笑うばかりだ。

「うう～、う、ううっ、んっ」

　口を塞がれているから自分でも何を言っているのか分からない。それなのに、

「『兄さま、どうしてこんなところにいるのか』かな？」

　そのとおりだ、ときつく匡一郎を睨にらみつけると、

「おまえが夢む魔まに囚とらわれて泣いているのではないかと思ったから、心配で来たんだよ」

「うう、ぅん、うっ！」

「『心配なんて必要ない？』……おまえね、怖くて仕方がないくせにやせ我が慢まんも大たい概がいにしろ」

　むっとしたが、口を塞がれたままという、この状態が我慢ならない。花菜は身体から苦く労ろうして力を抜ぬき、続いて口を塞ぐ手の甲こうをとんとん、と指で突ついた。

「大声は出さない？」

　こくりとうなずくと、匡一郎の掌がようやく外はずれた。

「兄さまどういうつもりですいくら妹とはいえわたしはもう裳も着ぎを終えているのですよそれなのに招しよう待たいもしていないのに強引に部屋にやってくるなんてすごく失礼なことですとっとと出ていってください！」

　声を潜ひそめながら一気に言い放はなった花菜を、匡一郎はぽかんと見下ろし、やがて堪こらえきれないように破は顔がんした。

「すごいな花菜、息もつかずによく言い切れたものだ」

「兄さま、ふざけないで……っ」

　いきりたつ花菜を前にしても匡一郎はちっとも動じない。

「ふざけてなどいないさ。先刻も言っただろう、おまえが泣いていないか心配でやってきたんだ」

　匡一郎は長い指をそっと花菜の頰ほおに滑らせた。

「……何」

「涙の跡あと。俺が来た時、おまえは大たい層そう魘うなされていたよ。また夢見が悪かったのだろう」

「……」

「怖い時には怖いと、人に頼ることを覚おぼえろ。なんでも自分でできると思っているのなら、それは間違いだ」

　いつもと違う、真しん摯しな匡一郎の瞳ひとみを前にして、花菜は目を逸そらした。

「……でも誰の力も借かりられない時だってあるでしょう。今日のように、いつも兄さまが助けに来てくれるとは限かぎらないのだから」

　ふと思い出されるのは、立ち上がれなかった綾あや女めを支ささえ、花菜に背を向けた匡一郎の姿だ。

　もし、匡一郎が妻を迎むかえたら───。

　匡一郎はもう一人前の男だ。いつ妻を娶めとるか分からない。そうしたら匡一郎はその人のものになるのだから、いつまでも花菜にばかりかまけてはいられないはずだ。

　そう思うと、ずきりと胸の奥が痛む。

　綾女や、今日市いちで匡一郎に話しかけてきた女たちの顔が次々と思い出される。

　きっとこれからだって、匡一郎と女が一緒にいる場面を何度も見ることになるのだろう。祝言を挙げたら赤や児やだってできるだろうし、幸せそうな匡一郎を見ることになるのだろうし、花菜は妹としてそれを祝しゆく福ふくしなければならないのだから。

　そんなことを想像していると、鼻の奥がツンと痛くなった。

「俺に、傍そばにいてほしいのか？」

「───そのようなことは申もうしておりません。いずれは兄さまも妻を娶るか婿むこ入いりをなさるのでしょう？　そうしたら常に傍になどいられません」

　内心の痛みを押し隠かくしてそっけない声で告げると、匡一郎はやれやれとため息をつく。

「おまえは強ごう情じようだね。だがそこが可か愛わいいと言えなくもない」

　強情、と言われたところで、どうせそうですよと口にしかけた花菜だったが、そのあとに続いた、やけに甘やかな声に、え、と目を瞠みはった。

「気が強いところも生き真ま面じ目めなところもむっとすると唇を尖とがらせ頰を膨ふくらませるところも、俺は気に入っている。とてもね」

「兄さま……？」

　匡一郎が何を言いたいのか、花菜はまるで分からない。

　きょとんとする花菜を前に、匡一郎は笑った。それは少しだけ苦にがく、けれど先刻の声のようにやっぱり甘くもあって、花菜の混乱は深まるばかりだ。

「ああ、おまえはまだ本当に幼おさない。もうすぐ十五になるというのに、俺が何を言っているのか理解できていないのだからな。……いつまで待たせるのか」

　最後の言葉がくぐもって、よく聞こえなかった。だがその前の幼い、という言葉はちゃんと耳に入ってきたから、きりりと眉まゆを吊つり上げる。

「わたしが幼いと言いますか」

「そう。だからとりあえず今夜は兄の胸むねで安心しておやすみ。おまえの夢に住まう魔を、俺が祓はらってやろう」

　匡一郎はそう言うなり、花菜をやんわりと抱きしめた。

「に、兄さま……」

「おやすみ、花菜。良い夢を見なさい」

「おやすみではなくって、御自分の部屋に戻もどってください！」

「面めん倒どう」

「面倒!?　ちょっと兄さまってばっ」

「うるさい口は塞いでしまうぞ」

　また掌で塞ごうとするのかと逃げようとした花菜だったが、ふ、と触れたやわらかな何かに、頭の中がサアッと真っ白になった。

　今、何が触れた……？

　掌などではない。もっとやわらかくて、すごく頼りない触れ心地ごこちで、それに、とても温あたたかくて……。

　ただただ呆ぼう然ぜんと匡一郎の顔を見つめていると、再び胸に引き寄せられた。

「兄さ……」

「おまえは俺が守ってやるよ。おまえを攫いにくる男たちからも怪鳥からも、……それに夢の中だろうと、おまえにちょっかいをかける奴やつは放ってはおかない」

　やさしくすら聞こえる囁ささやきに、花菜が言葉を失う。

　守るという、その言葉が嬉うれしくて、意い地じが少しずつほどけてゆく。

　けれど、

「おまえをいじっていいのは俺だけだからな」

　すぐに悪いた戯ずらっぽく笑う声が耳をくすぐる。

「兄さま、それどういう意味ですか……！」

　咄とつ嗟さに顔を上げかけた花菜だったが、それを無む造ぞう作さに阻まれ、匡一郎の胸元に頰を押しつけることになってしまう。

「もう寝ねろ。俺がいるのだから、眠るのはもう怖くないだろう？」

　囁く声に、つい、こくりとうなずいてしまう。匡一郎とのやりとりで、先刻の悪夢の名残なごりなど何処いずこへか消え失うせてしまった。

　素す直なおな返事に、匡一郎が頭の上でいい子だと笑みを含ふくんだ声で囁いた。

　いつもは笑われると、ちくりと胸が痛くなったりむっとしたりするけれど、ひっそりとした息だけの笑い声に、なぜだかほっとして、心がやわらかく潤うるんでゆく。

「おやすみ、花菜」

　もう一度囁かれた時、匡一郎に部屋に戻れとは言えなかった。

「……おやすみなさい」

　ついにはこのまま眠ることを了りよう承しようし、ぎこちなく強こわ張ばった身体から意識して力を抜く。

　でも、きっとこのままでは眠りになど就つけるわけがないわ。

　まだ恥はずかしいし、胸の音がいつまでたっても静かにならない。

　温ぬくもりが伝わってくる。それは羞しゆう恥ちを上回り、花菜を安あん堵どさせた。

　こうしてずっと、傍にいたい。

　そう心の内で呟つぶやいた瞬間、花菜は己おのれの持つ感情が恋心であることを悟さとった。

　───好き、なのだ。兄さまを……。

　そう自じ覚かくするなり、花菜は胸がいっぱいになって、もっと眠れなくなってしまう。

　でも今宵はこのまま眠れなくてもいい。

　好すいた相手に抱きしめられる、この逃げ出したいほどの幸福を胸に、花菜は静かに目を閉じた。温もりに、そっと頰ずりをする。




　そうして落ちた眠りに、二度と悪夢は訪れなかった。










　ずるいのよ、花菜は。

　すべて畳敷じきの贅ぜい沢たくに設しつらえられた室の中は、夜を迎えたというのに灯りひとつ点っていない。

　濃こい闇がその場を満みたし、小さく呟かれた言葉がやけに大きく響ひびく。

　京処みやこに住む公く家げの姫もかくやと言われ続けた綾女だったが、それを真に受けたことは一度もなかった。

　ぬばたまの黒髪、深い知性を湛たたえた黒い瞳、抜けるように白い肌はだ、紅べにを差ささずともほんのりと色づいた唇……。

　誰もが綾女を見ると一様に美しいと褒ほめ称える。───だが、そうだろうか？

　綾女にはひとりの友人の方が、よほど目を惹ひく存在のように思われる。

　榊さかき花菜。

　可か憐れんな名同様、その顔立ちは可愛らしい。くっきりとした双そう眸ぼうも、長い睫まつ毛げも、桜おう花かのような唇も、どれも綾女が持っていないものだ。そしてあの白い髪……。

　暖あたたかな陽ひだまりの中、降りたての雪のようにきらきらと輝くあの髪が、綾女はとても羨うらやましかった。

　白き女神の血を引く御み子ことして、島では知らぬ者はひとりもいない。島どころか、時とき折おり御子の噂を聞きつけて、遠く鎌かま蔵くらからやってくる者だっている。

　普段はただ可愛らしいだけなのに、太た刀ちを持ち剣を交まじえている時の凜りんとした姿、そして特別な装しよう束ぞくを着つけ、巫み女こ舞まいを舞う時の神こう々ごうしさ……。本当に花菜は綾女が持たないものばかりを持っている。

　───匡一郎さまの心さえも、花菜は手に入れているのだわ。

　匡一郎さま、と名を呼ぶだけで、胸が締めつけられる。

　ずっとずっと好きだった。匡一郎がこの島にやってきた時からずっと。

　匡一郎は島のどんな女によ人にんにもやさしい。もちろん綾女にもだ。

　それなのに彼の特別はただひとり。───花菜だけ。

　今日だってそうだった。

　やさしく綾女を支えてくれていた手が不意に離はなれたかと思ったら、匡一郎は一いち目もく散さんに花菜へと向かった。

　綾女をその場に置いて、後ろを振り返りもせず、花菜の危機に駆かけつけたのだ。

　本当に本当に……ずるい、花菜は。

　ほんの少しでいいのに。全部なんて言わないのに、匡一郎さまを独ひとり占じめにして。

　匡一郎さまを慕したう気持ちは誰にも負けないのに、好きで好きでたまらないのに……。

「……どうして匡一郎さまはわたしを見てくださらないの」

　父はそんな綾女の想いを知ったのか、はたまた父自身も匡一郎を気に入っているのか、つい先日彼に外谷家の婿にならないかと申し入れた。

　匡一郎はなんと返事をするだろう。

　わたしの夫になってくれるだろうか。一番は花菜でもいい。二番目でも三番目でもいいから、わたしを妻にしてほしい。

　胸が苦しくなるほど願ねがったのに、匡一郎は首を横に振った。

　まだ、嫁をもらうつもりも、婿入りする気もありません、と。

　噓うそだわ。匡一郎さまは、花菜以外の女を娶るつもりはないのよ。

　彼の心の中には、花菜しかいないのだ。

　綾女は畳に突っ伏した。

　苦しい、苦しい。

　このままでは花菜を憎にくんでしまう。友人なのに、嫌きらいだ、と思ってしまう……。

【嫌ってもいいじゃあないか】

「……っ!?」

　不意に聞こえてきた声に、綾女はぎょっとして顔を上げた。

　目の前にいたものに、綾女は絶ぜつ句くする。

　白小こ袖そでに身を包つつんだ、白髪、紅あか目めの女が、にい、と笑い、そして言った。

【我われが力を貸かしてやるえ。消してやろうぞ、その邪じや魔まな娘を】

　───と。










「篆てん書しよとは隣となりの大陸にある大国の昔の時代に生まれた文字だ。そうだね、ざっと千数百年ほど昔のことになるかな。その国ではそれまで使われていた文字を、篆書という形に統とう一いつしたのだよ。篆書というか、小しよう篆てんという言い方が実は正しいのだがね」

　小篆文字の印象は、とてもやわらかなものだ。どこか絵にも繫がるような形のそれは、なぜか懐かしいような、そんな気持ちになった。

「花菜、まずは小篆文字を覚えなさい。完かん璧ぺきに覚えた時、その時こそ篆書の術をおまえに授さずけよう」

「はい！」

　花菜がかどわかされそうになり、そして正しよう体たい不ふ明めいの怪鳥に襲われそうになった翌日、彪吾が突然篆書の術を教えよう、と言いだした。

　篆書の術を教えてもらうのは、花菜にとって長年の夢だったからとても嬉しい。けれど今この時になぜ、という気持ちもある。

　やはりあの気味の悪い怪鳥が襲ってきたせいだろうか。

　匡一郎の篆書の術で追い払うことができたが、いつまた襲ってくるか分からない。

　彪吾はそんな事じ態たいを恐れているのだろうか、鳥とり居いの外に、ひとりで出てはいけないよと注意をされた。

　早朝は剣の稽けい古こをし、食事の支し度たく、三人が住まう館や神社内の掃そう除じ、山奥にある小滝への水みず汲くみといった雑事をこなしながら、時間が空あけば小篆文字の勉強をした。

　厨くりやで煮に炊たきをしている間も、何度も空に小篆文字を書き、文字の形を覚えこむ。

『篆書の文字が使われていた頃、大陸では神々との交信が行われていたのだそうだよ』

　小篆文字は神と繫がる手段なのだと彪吾は言った。

　神々が使っていたからこそ、文字が神の力を得えたのだと。

　そう聞かされても、花菜は篆書の術の仕組みがよく分からないのだが、実際に彪吾や匡一郎が術を使っているのだ。神の力を纏う文字の存在を、花菜が疑うたがうことはなかった。

「花菜」

　厨の入り口で細い声が花菜を呼んだ。

　はっと入り口に目を向ければ、よく似合う竜りん胆どう色の袿うちきをからげた綾女がそこにいた。

「綾女？」

「こんにちは、夕ゆう餉げのお支度？」

　にこりと笑う綾女だったが、その顔色の悪さに花菜は思わず相手へと駆け寄る。

「顔色が悪いわ。大丈夫なの？」

「そう？　平気よ。これ、父上から言われて届とどけにきたの。大陸からやってきたとってもきれいな玉ぎよくと珊さん瑚ごだそうよ。あなたにって、父上が」

　はい、と差し出す綾女の手の上には、美しい紅い色の玉を中心に、桃色の珊瑚が周囲に配はいされた首くび飾かざりがある。

　花菜はありがとう、と綾女に手を伸ばした。

　だが首飾りに触れたその瞬間、指先に鋭い痛みが走って、花菜はそれを地面に落としてしまった。

「あっ……！」

　慌ててしゃがみ、首飾りを拾ひろおうとしたのに、どうしてか指が止まる。

　───これは、何？

　見た目は美しい首飾りなのに、触れるのがひどくためらわれるのだ。

「受け取ってはくれないの、花菜」

　立ったままの綾女が、花菜の頭の上から小さく問とう。

「そんなことは……」

「気に入らないのね」

　そう言うなり、綾女は自ら首飾りを拾ってしまった。

「綾女……？」

　つられて立ち上がった花菜は、綾女の声が、以前と違う色を帯おびていることに気づいて、そろりと彼女を見つめた。

　いつも穏おだやかに笑えんでいる綾女が、そこになんの表情も浮かべてはいなかった。

「……綾女」

「匡一郎さまを独り占めしたいのでしょう」

「────」

「わたしは匡一郎さまに、おまえが一番だよと言ってもらわなくてもよかった。二番目でも、三番目でも、妻にしてくださりさえすれば、文句などひと言だって告げるつもりはなかったわ。なのにあなたは、二番目も三番目も……匡一郎さまの隣の位置を、すべて奪うばおうとしているのね」

　低い声は、確かに花菜を糾きゆう弾だんしていた。

　妻ってどういうこと、と混乱する。

　綾女が何を言っているのか咄嗟には理解できなかった。だが、真っ白な綾女の顔が俯うつむき、紅い唇をきつく嚙みしめているのを目にした瞬間、花菜は気づいた。

　───綾女は兄さまとの祝言を望のぞんだのだわ。けれど兄さまはそれを断ことわった……。

「一番はあなたでいいじゃない。どうしてほんの少しでも、わたしに匡一郎さまをくださらないの？」

　綾女は一番でなくてもいいから、匡一郎が欲しいと言うのだ。

　公家や武ぶ家けだけでなく、ごく普通の農民漁ぎよ民みんたちも複数の妻や夫を持つことができる。現げんに島でもそういう男女は幾いく人にんもいた。

　でも花菜は綾女のようには言えない。好きな人が自分以外にも妻を持つなんて、やっぱりどうしても厭だ。

　我わが儘ままだと言われても、それは、どうしても譲ゆずれなかった。

「綾女、わたしは……」

　謝あやまるべきではない、と思う。祝言を断った匡一郎の本ほん音ねがどこにあるのか分からないのだから。

　でも、今にも泣きだしそうな綾女の顔を見ていると、やはり自分のせいなのかもしれないと、罪ざい悪あく感がどっと胸に押し寄せてきて、言葉に詰つまる。

　綾女は首飾りをぎゅう、と握にぎった。そして、

「───、……っ！」

　花菜にその首飾りを投げつけると、踵きびすを返してその場から走り去ってしまった。

「痛っ……」

　首飾りが当たった瞬間、また先刻のように鋭い痛みを感じたが、それを気にしている暇ひまはなかった。

「綾女───！」

　慌てて厨を出て、綾女の姿を捜したが、もうその姿はどこにもなかった。

　どうしよう、と猛もう烈れつに焦あせる。

　追いかけていって、そして何を言えばいい？

　綾女が兄さまの妻になればいいわ？　……そんなこと、絶対に言えない。

　ならば、謝る？　……それも違うような気がする。

　ふたりで仲良く兄さまの妻になればいい？　……言えるはずもない……！

　結局綾女にとって、自分はどうあっても気に入らない、邪魔な相手でしかないのだ。

　それでも友人であることもまた間違いなく、花菜はきつく唇を嚙みしめた。

「花菜、どうした？」

　話し声が聞こえてきたが、と声をかけるのは、彪吾だ。

「父上……」

　振り返るなり、彪吾はくっきりと眉根を寄せた。

「花菜」

「は、はい？」

「穢けがれが満ちているではないか」

　彪吾はひどく険けわしい顔をしながら、花菜に近づいてきた。

「穢れ……？」

「そうだ、いったい何が───、これか」

　彪吾は地面に落ちた首飾りを発見し、懐かい紙しで素す早ばやく包みこんだ。

「父上、穢れって、どういうことですか」

「言葉のとおりだ。これは穢れている。おまえも触れたのだろう、穢れが移ってしまっているぞ」

「……そ」

　では最前鋭い痛みを感じたのは首飾りが穢れていたから、だから触れたくなかったのか？

　それを綾女が持ってきたことがひどく不ふ可か解かいで、だが花菜はそれを彪吾に告げられなかった。

　本当は言うべきだったのに、告げ口をするかのようで、どうしてもその名を口にすることができなかったのだ。

「神水で身を清きよめねばなるまい。花菜、そのままでいいから小滝まで来なさい」

「は、はい」

　速い足取りで鎮ちん守じゆの杜もりの奥にある小滝に向かう彪吾に、半なかば走りながら花菜はついていった。










「二日後に白はく樂らく島に籠こもる」

　小滝で身を清めた花菜が、彪吾と共に館へ戻ってきた時には、もう酉とりの刻（午後六時）を一刻も過すぎていた。

　普段の生活では、酉の刻にはもう夕餉はとっくに終わっている頃だ。

　遅い夕餉を摂とりながら、彪吾が少し渋しぶい顔をしてそう告げると、花菜と匡一郎は、はいとうなずいた。

　神結島のすぐ近くには、白樂島と黒こつ貴き島という、ふたつの無人島がある。白樂島には神結島の始し祖その女神を奉まつった祠ほこらがあり、神主である彪吾は、月に一度その島に籠もることになっていた。

　いつの頃からの神しん事じなのかは知らないが、少なくとも花菜が物もの心ごころついた頃にはすでに行おこなわれていた。

　わたしもついていきたいと、子供の頃は駄だ々だをこねたこともあったが、ある時、

『白樂島にはわたししか入れないのだよ。ほかの人間がやってきたら、獰どう猛もうな獣けものに一口で丸吞みされてしまうからね』

　などと、恐らく噓を言い聞かされた。

　花菜が相当強情に、連れていってとねだったからだろう。

　その話を聞いてからは花菜も我儘を言わなくなったのだ。

「ところで花菜、あの首飾りはいったい誰のものなんだ？」

　来た、と花菜はわずかに身を強張らせ、ごくりと息をのんだ。

「……言わなければなりませんか？」

　彪吾と匡一郎は互たがいの顔を見合わせると、同時に花菜に視し線せんを向けてきた。

「神の社やしろに穢れを撒まくということは、どういうことかおまえも分かっているだろう。鳥居から内側は神が住まう場所であり、意い図として穢れを撒くことは決して許されない」

　神社に詣もうでる際、手ちよう水ず舎やで必ず手を洗い口を漱すすぐのは、心身を清め穢れを境けい内だいに持ちこまないために必ずしなければならないことだ。

　それを怠おこたるということは即すなわち神社内の神域を冒おかすことに繫がる。生まれて間もない頃から神社で寝起きしている花菜とて、そのことは十分に承しよう知ちしている。それでも、綾女の名を口にすることは憚はばかられた。

「花菜、分かっているのか？　その者が穢れを持ちこんだということは、その者自身も穢れているということだ。穢れを身に飼かい続ければどうなるか想像もできないのか」

　匡一郎の幾いく分ぶん厳しい言葉に、花菜ははっと顔を上げた。

　そうだ、どうしてそのことに気づかなかったの。

　花菜は己の顔から、すう、と血の気が引くのを感じた。

「あ、綾女が……。外谷さまがわたしに渡してほしい、と」

「そうか」

　恐らくふたりとも、花菜がその名を言いあぐねていたことで、相手は誰か見けん当とうをつけていたのだろう。さして驚くこともなくうなずいた。

　匡一郎は小さくため息をつくと、銘めい々めい膳ぜんの前から立ち上がった。

「兄さま？」

「外谷家に行って参まいります」

「それがいいね」

　神じん水ずいを持っていきなさいと言う彪吾に、匡一郎はうなずいた。

　綾女に会いにいく匡一郎を止めることはできず、少しだけ俯いた花菜へ、

「花菜」

「……はい？」

「おまえがそんなに落ちこむことはない。俺の帰りを待っておいで」

　口元に笑みを浮かべた顔は、いつものように少し不ふ遜そんで、でも花菜はそんな匡一郎にほっとした。

「もう暗いので足元には気をつけて行ってらっしゃいませ」

　送り出す言葉に、ああと首しゆ肯こうし、匡一郎は室を出ていった。

　褥しとねを共にした頃から、匡一郎はとてもやさしくなった。

　時折意い地じ悪わるなことも言うけれど、そうされても胸の痛みを覚えることはなく、そのことが花菜の心の内を甘く和なごませる。

　だが、花菜、と名前を呼ばれて目を向ければ、そこには難むずかしい顔をした彪吾がいた。

「なんでしょう？」

「おまえは匡一郎を好いているのか」

　直ちよく截さいな言葉に思わず頰を赤らめた花菜を、彪吾は真剣に見み据すえている。

　はいとうなずくのは気恥ずかしい。だが硬かたい表情の彪吾を前に、花菜はごまかすことはできず、漸ようようそうと分かるほど、小さくうなずいた。

「……そうか」

　彪吾はひと言だけそう言うと、つと口を噤つぐんだ。
















　そんな父親に、花菜はわずかな違い和わと不安を感じる。

　───わたしが兄さまを慕うのはいけないことなの？

「そうか」

　彪吾はふたたび言った。

「やはりおまえにとって、匡一郎が───なのか」

　小さな声は、花菜にはよく聞こえなかった。首を傾かしげるが、父はそれ以上、その件に関しては口を噤んだ。代わりに、

「篆書の勉強はどれくらい進んでいる？」

　と、まったく関係ないことを訊きいてくる。

「はい。漢字と小篆の同定はもう行いました。どの字がなんと読むのか、どういう意味を持つのかは分かるようになったのですが……」

「書くのは相変わらず苦手か」

　彪吾には、花菜の不器用なところは知られている。

　丁てい寧ねいに書いているつもりなのに、花菜の書く文字は美しいとはちょっと言えない代しろ物ものなのだ。

　花菜が小さく身を竦すくませると、

「では夕餉が済んだら少し見てやろう。優先的に覚えてもらわなければならない文字を教えるから」

　そう言って笑う彪吾の表情は、もういつもと変わらず、ほっとした花菜ははい、とうなずいた。










　匡一郎が戻ってきたのは、亥いの刻（午後十時）を回った頃だった。

　普段であればとっくに床に就ついている時間だ。だが匡一郎の帰りをまんじりともせずに待っていた花菜は、匡一郎が彪吾の部屋に入ってゆく足音を聞きつけた。花菜もまた彪吾の部屋に向かうと、障子越しに声をかけた。

「父上、兄さま、わたしも話を伺うかがっていいですか？」

　密ひそやかに話していた声がぴたりと止まった。が、すぐに匡一郎の手で障子が開けられる。

「兄さま、綾女は……」

「ああ、大丈夫だったから、おまえはもう休みなさい」

　はっきりとした口調でそう告げられた花菜は、逆に不安になる。

「───本当に？」

　低く声を潜ひそめて再度問うが、二度目の返事もまた一度目同様、きっぱりとしたものだった。

　花菜はその様子に渋しぶ々しぶうなずくと、自室に戻った。

　寝床に横になるが、眠気はやってこない。

「……綾女」

『匡一郎さまを独り占めしたいのでしょう』

　糾弾するかのような綾女の声を思い出すと、ぎゅっと胸が締めつけられるように痛む。

　綾女は本当に大丈夫なのか、どうして穢れを得てしまったのか。

　綾女のことを考えると、どんどん気持ちが沈しずんでゆく。

　きつく目を閉じたが、その夜花菜に穏やかな眠りは訪れなかった。
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「父上、お気をつけて」

　まだ夜も明けぬ寅とらの刻こく（午前四時）、彪ひよう吾ごは白はく樂らく島へ向かうために神かみ結むすび神社をあとにした。

　湊みなとを出発してぐるりと神結島を半周し、大陸に向かって二に町ちよう（約二百二十メートル）ほど進んだところに、白樂島はある。隣の黒こつ貴き島とは、その間わずか一町だ。

　千ち生お神がみ山やまの天てつ辺ぺんから周囲を見渡せば、ふたつの島の姿がはっきりと見えた。

　こんもりとした緑に覆おおわれた白樂島の真ん中辺あたりに、石造りの鳥とり居いがひとつ。その奥にぽつんと祠ほこらが建てられている。

　彪吾は明日の申さるの刻（午後四時）まで、あの島に籠こもるのだ。

　月に一度行われる決められた神しん事じなのだが、今回に限かぎって、花はな菜なの胸むねの内から不安が去さらない。正直彪吾には行ってほしくないと思うけれど、神職に就つく彪吾にそんな我わが儘ままは言えなかった。

　一の鳥居まで見送りに出た花菜と隣となりに立つ匡一郎へ、彪吾はひとつうなずいた。

「ああ、行ってくるよ。───花菜、鳥居の外には出ないように」

「……はい」

　大丈夫だと言われたが、本当は綾女のことが気になっている。だが父との約束を破やぶるわけにはいかなかった。

「そういえば、もうすぐ十五だな」

「え、はい」

　思い出したようにそう言われた花菜は、きょとんとしながらもうなずく。

　確かに神かん無な月づきの朔つい日たち───五日後に花菜は十五になる。

「戻もどったらおまえに話したいことがある」

「今ではなくて？」

　首しゆ肯こうした彪吾に、なんだろうと思いながらも、分かりましたと再度うなずいた。

「匡きよう一いち郎ろう、留る守す中頼たのむよ」

「心こころ得えております」

　うなずいた匡一郎を、彪吾は強い視し線せんで見つめた。だが匡一郎がもう一度しっかりとうなずくと、彪吾はふと笑えみを浮かべた。

「その言葉、信じているぞ」

　暗がりの中湊に向けて歩きだす足元に、櫟あららぎがぴたりとついてゆく。

　父と櫟の姿は夜明け前の闇やみの中に、すぐに消えていった。

「櫟」

「構うな花菜。すぐに戻ってくる」

　戻もどろう、と匡一郎の手に引かれ、小さな灯あかりを頼たよりに階を上る。

「兄さま、綾あや女めはどんな様子でしたか？」

「どんな、とは？」

　逆に問とい返された花菜は、口くち籠ごもった。

　自分は何を訊ききたいのだろう。今綾女の様子を知ったとしても、花菜にできることは何ひとつないのに。

「そんなに綾女殿のことが気になるか」

「だって、それは……」

　友人だから、と言いかけたが、今の自分たちは互たがいを本当の友と言えるだろうか。

　幼い頃はよく一緒に遊んだ。

　綾女は子供の頃から可か愛わいらしく、長ちようずるにつれどんどん美しくなった。正直、きれいな黒くろ髪かみを持つ幼おさな馴な染じみを羨うらやましいと思ったことが何度かある。

　特に成人し、綾女が匡一郎と並ならんでいるところを見ると、胸にじわりと痛みが湧わいてきた。

　今ならば分かる。花菜は匡一郎が好きで、その匡一郎の隣に、男ならば誰だって目を奪うばわれずにはいられないほど美しい綾女がいることが不安だったのだ。

　匡一郎を取られてしまうのではないか、と自分でも知らないうちにそう思って、勝かつ手てに胸をきりきりと締しめつけていた。

　───本当にわたしは、綾女の友なのだろうか？

　自分がひどく薄はく情じよう者のように思えて、花菜は階きざはしを上りながら次し第だいに俯うつむいてゆく。

「案ずるな。綾女殿には神水を与あたえたし、外と谷やさまにも伝えておいた。すぐにいつもの綾女殿に戻るさ」

「……そうですか」

　いつもと変わらない匡一郎の声に、その言葉を信じよう、とうなずく。

　そう思っても、やはりあの時聞いた綾女の声を、花菜は忘わすれることができなかった。










　彪吾が白樂島に渡った日の夕刻のことだ。

　夕ゆう餉げの支し度たくをしていた花菜の耳に、どんどん、と激はげしく戸を叩たたく音がした。

　何事かと慌あわてて入り口まで向かうと、先に来ていた匡一郎がちらりと花菜を見、来るな、と制せいした。

　だがその寸すん前ぜんで、相手の人物が外谷家の奉公人であることをちらりと見た花菜は、

「どうしたのです!?」

　匡一郎の制止を聞かず、その場に走り寄った。

　外には、日中からの雨でびしょ濡ぬれになった男がいて、必死の形ぎよう相そうで匡一郎に向かっていた。

「綾女お嬢さまが突然暴あばれだして……！　尋じん常じようじゃない暴れようで、あれは絶対憑つき物ものに憑かれているに違ちがいない！　神ひよ結うごさまはいらっしゃいませんか!?」

「綾女が？　どうして……」

　言葉を失うしなう花菜の横で、匡一郎の表情はひどく苦にがい。

「神結さまは!?」

「朝から白樂島に出向いている」

　そっけない返答に、男はああ、と顔を歪ゆがめた。

「わたしが行きます」

「花菜」

　明らかに怒ど気きを孕はらんだ声で匡一郎に諫いさめられたが、引き下がれない。

「憑き物を落とせばいいのでしょう？　神降おろしをすれば綾女に憑いているものを引きずり出せるはずだわ」

「ああ、花菜さん、一刻も早く！」

「駄だ目めだ」

「兄さま!?」

　まさか綾女を見み捨すてるのか、と匡一郎を睨にらみ上げると、冷ひえ冷びえとした双そう眸ぼうが、花菜を射いた。

　その瞳ひとみを見た途と端たん、ひくりと喉のどが鳴る。

　花菜が驚おどろいたことに気づいたのか、匡一郎は一度視線を外はずす。次に目を向けてきた時には、わずかながら穏おだやかな眼まな差ざしへと変化していた。

「俺が行こう。人に憑く程度の雑ざ魚こならば俺ひとりで十分だ」

「兄さま……」

「父上との約束を違たがえるのか。ここを出るなと言われているはずだ」

　諫める声に、花菜はくっと唇くちびるを嚙かみしめた。

　確かに父と約束した。だがそれは、友の危き機きにも駆かけつけてはいけないほど重い約束なのだろうか？

「花菜」

「厭いやです。わたしも連れていってください！」

　見ず知らずの男たちにかどわかされるのは怖こわい。正体の分からない怪かい鳥ちようも恐おそろしい。けれど、綾女が苦しんでいる。そう聞かされては、おとなしく待っていることなどできるはずがない。

　だが匡一郎は、懸けん命めいに言い募つのる花菜を前にして首を横に振ふる。

「……兄さ……」

「白き髪の御み子こ、榊さかき花菜へ向かえ。───【縛ばく】」

「────!?」

　花菜の足首を、見えない何かが縛いましめる。

「兄、さま……っ！」

「連れてはゆけぬ。おとなしく待っていなさい」

　匡一郎は花菜を軽々と抱だき上げ、部屋へと運はこんだ。そして畳たたみの上に身を横たえると、何も言わずに出ていこうとする。

「ひどいわ、兄さま……！」

「なんとでも言いなさい。おまえを危険な目に遭あわせるより詰なじられた方がましというものだ」

「～～～っ、だからといって、こんなこと……！」

　縛められたまま置いていくなんてひどい、ひどすぎる。

　けれど匡一郎は、そんな花菜を置いて行ってしまった。

　縛をかけられているのは足首だけだから、横たえられた畳の上から身を起こした。だが目に見えない篆てん書しよの術は、花菜の足首を完かん璧ぺきに縛めている。上半身は動かせるものの、足首から下がまったく動かせない状態で、これでは這はうことしかできない。

「兄さまの莫ば迦かっ！」

　悔くやしくて悔しくて、花菜はきつく唇を嚙みしめる。

　絶対に解といてみせる。

　花菜は縛めを解くべく、懸命に意識を集中した。

「解けて、……解けて！」

　何度も呟つぶやく。

　だが解けない。それでも諦あきらめずに、頭の芯しんが熱あつくなるほど強く願ねがった。

「……だめだわ」

　いくら願っても、篆書の術は解けない。

　花菜は目に見えない縛めを、食い入るように見つめた。

「篆書の術……。そうだわ」

　篆書の術を返すには、同様に篆書の術を使うしかないのでは。

　匡一郎が以前稽けい古この時に、花菜に縛をかけた時のことを思い出す。

　───確か。

　花菜は右指で空に小しよう篆てん文字を書いた。

「榊花菜を縛しばる縛を解け。───【解かい】！」

　太た刀ちを振るうように、鋭するどく叫さけんだ瞬しゆん間かん、音もなく縛めが吹ふき飛んだ……！

「できた！」

　花菜は意い気き揚よう々ようと立ち上がると、ぐっと両手を握にぎりしめた。

「追いかける……、いえ、ここででも綾女を助けることができるはずだわ」

　離はなれた場所で舞っても、きっと綾女の助けになる。それに外谷家に向かったとしたら、匡一郎は簡単に許ゆるさないだろう。事と次第によっては何もさせてもらえないかもしれない。

『神降ろしの舞は、ひとりでしてはならないよ』

　普ふ段だんから彪吾にそう言われている。

　その理由として、神が花菜の身の内に入った時、暴走をしないとは限らないからだ。

　だが花菜は決意すると、早さつ速そく身を清きよめて舞まい衣ぎぬに着き替がえる。

「……あら？」

　前まえ天てん冠かんを手にした時、花菜は首を傾かしげた。

　前天冠とは、巫女舞を舞う時に額ひたいにつける神具である。透すかし模も様ようが大たい層そう美しい前天冠だが、まじまじと見つめると、金色の冠かんむりの中央に、大きさ一いつ寸すんほどの白い珠たまが配置されていたのだ。

「この珠は御ご神しん体たいでは……」

　珠は、この島の始し祖そである白き龍りゆうの女神が持っていた龍珠であると伝えられている。

　花菜は何度もこの前天冠をつけて巫女舞を舞った。その時にはなかったのだが……。

「父上がつけたのでしょうけど、いったいなぜ……？」

　首を傾げたが、あとで父に訊けばいいわ、と、小こ雨さめの降りしきる境けい内だいに向かった。

　向かう先は舞まい殿どの。神への奉ほう納のう舞をする時には、この舞殿を使う。

　神事とその練習時以外で昇のぼったことはないが、歩く足に躊ちゆう躇ちよはない。

　美しく清められた舞殿に立つと、花菜は前天冠に手をやった。

　額の中央───恐らく御神体の白い珠から、ほんのりとした温もりを感じるのだ。不思議だけれど、その小さな温もりに花菜は勇気を得る。

　息を整ととのえ、目を閉とじる。

　音もなく一歩足を踏ふみ出し、舞殿の四方を、円を描えがくようにゆるりと進む。

　手にした鈴すずをりんと鳴らし、次ついで逆回り。

　それを何度も繰くり返し、進む歩ほが次第に速度を上げてゆく。ゆっくりと、だが確実に。

　しっかりと地に足をつけ、だがまるで羽は衣ごろもを纏まとっているかのごとく軽やかに、花菜は一心に舞った。

　スウ、と身体の芯が透明に澄すんでゆく。

　同時に頭の中にも空白が生しようじる。そここそに迎えるのだ。




　神よ神

　我わが神よ降りたまえ────




　歌い、謳うたうように、花菜は無心に祈いのる。

　純白の千ち早はやを翻ひるがえし、激しくも優ゆう美びに舞う花菜の脳のう裏りに、一ひと筋すじの光が生じた。

　その途端、花菜の動きがぴたりと止まる。

【我が御子。白き髪の娘】

　花菜の唇から、花菜ではない声が溢あふれ出る。

【いざ死を与あたへよ。いにしえより言こと霊だまの輪わに繫つながれた獣けものらがやってくる。いざ死を与へよ】

　────神よ。綾女をお救すくいください。

　髪一筋も己おのれの力では動かせない花菜は、降りた神へ心の内で必死に訴うつたえる。

　だが降こう臨りんした神は、花菜の願いなど聞こえていないのか、己の言葉をただ口にするばかり。

【いざ死を与へよ。敗まければ御子こそが永遠の死を受く】

　────っ!?

【負ふの言霊の輪に繫がれた獣らを祓はらへ、滅めつせ】

　神が何を伝つたえようとしているのかは分からないが、大事な言葉を賜たまわっているのだと花菜にも理解できる。

　でも今は、

　────綾女を救う、力をお貸かしください！

　必死に希ねがう花菜の額が、急に熱くなってゆく。

　痛いほどの熱さだが、神が肉体に降りている時に、花菜は自分の身体をどこも動かすことができない。

　────熱い……！

　額が焼けてしまいそうなほどの熱を感じ、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　一心に叫んだ瞬間、花菜の身が光に覆われ、そしてその光は外谷家へ向けて放はなたれた。

　だが光の軌き跡せきを見ることなく、花菜はその場にばったりと倒たおれ伏ふしてしまった。
















　雨がやまない。

　褥しとねの中で閉じられた遣戸やりどにぼんやりと目をやった花菜は、ざあざあと引っきりなしに聞こえてくる雨音に、静かに目を伏せた。

　昨日の午うまの刻頃から降り始めた雨は、一日たっても降りやまない。

　この時期にこんなに雨が続くことは珍めずらしく、ただでさえ不安な気持ちを一いつ層そう沈しずませた。

「花菜」

　障しよう子じが開けられ、やってきたのは匡一郎だ。だがその目は普段と違い、静かな怒いかりを湛たたえていた。

　まだ、怒っているのだ、兄さまは。

　そう思うと花菜は褥の中で小さく身を縮ちぢめた。

　花菜が独どく断だんで神降ろしの舞を舞った昨夜、神は花菜の願いを叶かなえてくれた。

　綾女に憑いたものを、光の矢で祓ってくれたのだ。

　だが花菜は神降ろしをしたことで舞殿に倒れ伏し、匡一郎が戻ってくるまでずっとその場で気を失っていた。

　なんと無む防ぼう備びな、そして危険なことをしたのか……！

　意識を取り戻した時、花菜は匡一郎に烈れつ火かの如ごとく叱しかられた。

『おまえは考えが浅あさすぎる。綾女殿のことは俺に任まかせろと言っただろう。それを不必要な神降ろしをしたためにおまえは体力を失い、気まで失った。もしあの場におまえをかどわかそうという輩やからがやってきていたらどうするつもりだったのだ。俺も父上もいない。あっさりと連れ去られたのかもしれないんだぞ！』

　匡一郎の言葉はいちいちそのとおりで、反はん論ろんもできない。

　だが、それでも、

『わたしも何かせずにはいられなかったのです……！』

　そう叫んだ花菜の甘い考えを、だが匡一郎はばっさり切り捨すてた。

『おまえのお人ひと好よしなところ、それは美点か？　誰かを助けたいと願う気持ちは、確かに美しいだろう。だがそのお人好しの性さがのせいで己自身を危機に陥おとしいれてどうするつもりだ。───おまえを守りたいと願う者の想いを、おまえは蔑ないがしろにしているのだということを分かっていない』

『……！』

　匡一郎はそう言うなり、ふいとそっぽを向き、花菜の部屋から出ていってしまった。

　───それが、昨夜のこと。

　一晩中降り続いた雨は、久しぶりに花菜に悪夢を届とどけた。

　その夜、花菜の夢の中に現あらわれたのは龍だった。

　神結島の始祖は白き龍の女神であり、神結神社が祀まつるのも龍だ。だが夢の中の龍は闇の色をしていて、瞳だけが不ぶ気き味みに紅あかい。

　鋭い爪つめで花菜の白い髪を巻き取り、抜ぬけるほど強く引っ張った。

『痛い───！』

　黒と鈍にび色いろのだんだら模様の空間の中で、花菜は仰あお向むけの状態で容よう赦しやなく引きずられた。

　花菜を覗のぞきこむ、紅い目がすぐ上にある。

　背中に厭な汗あせがじわりと滲む。駄目だ、逃げられない───。

　だが闇色の龍は髪を握ったまま、ただひたすら食い入るように花菜を見下ろすばかり。

『……？』

　恐る恐る紅い目に視線を向けると、気のせいかわずかに眇すがめられた。

【千ち生お音ねの御子。だが似てはおらぬ】

　───喋しやべった……！

　以前の大だい蛇じや同様、闇色の龍もまた、言葉を操あやつるのだ。

　恐ろしい。けれどどうしてか大蛇より怖いとは思わなかった。

　色は違えど、神結神社に祀られているのが同じ龍だからだろうか？

　花菜はそれまでしようとも思わなかったことを実行した。

『あなたたちはなぜ、わたしを追いかけるの。大蛇やたくさんの鼠ねずみや猿さるや見たこともない獣たち……。どうしてわたしを殺そうとするのよ』

【千生音の御子、だからだ】

『どうして千生音の子を殺さないといけないの？』

　闇色の龍は、その問いには口を噤つぐんだ。ただ、じい、と紅い瞳で花菜を見下ろすと、再び髪を引っ張り上げる。

『……痛っ！』

【この程度で痛みを感じるのか】

　弱いな、と呟く龍が、どこか人間じみていて、花菜はなんだか不思議な気分になった。

【力を得よ】

『力、を？』

【滅したくなければな】

　身体に見合った巨大な爪から、するりと髪を放す。

『……？』

　ほかの獣たちのように、殺そうとはしないのか？　とおずおず起き上がると、ツ、と爪先を頰ほおに滑すべらせる。

　鋭い切れ味のそれは、人が手にする太刀のようで、花菜の頰からはじわりと血が滲んだ。

『……っ』

【力を得よ。さもなくば───】

　爪が首筋に食いこんだ、かと思うと、────花菜の首が、黒と鈍色の空間に刎はね上げられた。

　胴どうと離れた首はくるくると宙ちゆうを舞い、地へと落ちる。

『────』

【四し肢しをバラバラにされようぞ】

　闇色の龍の冷れい酷こくな声が、虚うつろなその場に響ひびいた。










　夢の中とはいえ、首を刎ねられた衝しよう撃げきは凄すさまじく、飛び起きてからはとても寝ねつけなかった。

　だが神降ろしをした身体は疲れ果はて、休きゆう息そくを欲ほつしている。

　眠ねむれないまま夜明けを迎むかえ、もう起き床しようしなければならないのに、畳の上から身を起こすことさえできなかったから、早々に諦めた。

　そうして剣の稽古も朝あさ餉げの用意もできずにぐったりと目を閉じていたところへ、匡一郎が部屋に入ってきたのだ。

　顔を見た途端、やはりまだ怒っている、と身を竦すくませた花菜の前に、どん、と何かが置かれた。

「……あ」

　置かれたのは銘めい々めい膳ぜん。

　姫ひめ飯いいで作られた汁しる粥かゆと梅うめ干ぼしが載のっている。

「兄さま……？」

「食べなさい」

　ちらりと目を上げて匡一郎を窺う。

　ほかほかと湯ゆ気げを立てている粥を挟はさんで、花菜と匡一郎は互いを見合った。

「あの、……綾女が来ているのですか？」

「いいや？」

「ではこれは」

「俺が作った」

　えっ、と目を瞠みはると、早く食べろとぞんざいな口調で勧すすめてくる。

　慌てて椀わんを持ち、粥を口に入れる。

　姫飯特有の、ほんのりとした甘味が口いっぱいに広がって、とても美お味いしい。

　美味しいです、とおずおず言うと、やはりぞんざいにそうかとうなずいた。

　食べ物を口に入れてようやく、自分がどれだけ空くう腹ふくだったのか気づく。一気に半分ほどまで腹はらに収おさめると、一度椀を膳に戻した。

　居い住ずまいを正す。

「兄さま、あんなふうに篆書の術を使われては、わたしとて黙だまってはいられません。……ですが心配をおかけしましたこと、申もうし訳わけなく思っています。ごめんなさい」

　頭を下げると、花菜をじっと見ていた匡一郎が、わずかに声を落として問いを投げた。

「昨夜も夢を見たか」

　無む残ざんにも首を刎ねられた瞬間を思い出した花菜は、う、と喉を詰つまらせた。

「……見ました」

　うなずくと、匡一郎は悪かったなと呟く。

「別に兄さまに謝あやまってもらわなくても」

「おまえを守ると言ったことを忘れたか」

「それは……覚おぼえておりますけれど」

　あれは冗じよう談だんではなかったのか。確かそう言われた時、「おまえをいじるのは俺だけだ」とかなんとか付け加えられたことを覚えている。

　冗談かと思っていたことが伝わったのだろう、匡一郎の顔がまたちょっとだけ不ふ機き嫌げんになる。

「噓うそだと思っていたのか」

「いえ、冗談かと」

　すかさず返答したら、やっぱり匡一郎は少し眉まゆを顰しかめたけれど、すぐに苦く笑しようした。

「早く食べろ」

「あ、はい」

　すぐさま食事を再開し、すべてをきれいに平たいらげた。

　手を合わせ、御ご馳ち走そうさまでしたと言ったところで、すいと匡一郎の手が額に伸のびてくる。

「熱は引いたようだな」

「熱、ですか？」

「昨夜舞殿からここまで運んでいる間、まるで火で炙あぶられたかのように熱かった」

「もう大丈夫です」

　と言ったのに、匡一郎は強ごう引いんに花菜を寝ね床どこに押し倒し、布ふ団とんを上に被かぶせてしまう。

「今日は寝ておけ」

「ほ、本当に大丈夫ですってば！」

「どうせ今日は一日中雨だ。夕刻父上が戻ってくるまで、おとなしくしていろ。もちろん父上に昨夜の顚てん末まつを話して聞かせるから、たっぷり叱られるのだな」

　覚かく悟ごをしておけ、と言って笑った匡一郎に、花菜は仰ぎよう天てんした。

「父上に話されるのですか!?」

「当然だ」

　簡単にうなずかれてしまった花菜は、そんなと眉をハの字にした。

　情なさけない顔の花菜を見下ろす匡一郎はといえば、ずいぶんと楽しげだ。

「……兄さまの意い地じ悪わる」

「なんだ、やさしくしてほしいのか」

　ならば、と花菜が被っていた布団を捲まくり上げると、するりと横に身を横たえたのだ。

「に……っ！」

「夢を見たならば、昨夜はそのあと眠れなかったのだろう。俺がついていてやるから寝ろ」

　と、身を引き寄せられる。

「…………」

　匡一郎の体温を薄うすい衣ころも越ごしに感じると、にわかに心音が高まってゆく。

「そ、そんなにくっつかないで」

「くっついていないと夢む魔まを祓えん」

「これじゃ眠ろうと思っても眠れません！」

「なぜ？」

「な、なぜって……」

　夜の闇の中ではない、日中なのだ。雨が降っているから薄暗いけれど、目を開ければ匡一郎の着物の文もん様ようだとか、合わせからちらりと見える首筋だとか、何より覗きこむ匡一郎の深淵の如き黒い瞳だとか……そんなものがまざまざと見えてしまう。

　かぁっと頰が熱くなるのを感じた花菜は、いたたまれず匡一郎の胸の辺りに頭を押し当ててしまった。

　ふわりと漂ただよう香かおりに、そっと目を細める。

　白びやく檀だんという、控ひかえめだが上品な香りは、兄の〝美び貌ぼう〟にはよく似に合あっていると思う。

「昨夜の分まで眠れ。夢魔がやってきても、俺が追い払はらってやるから」

「……昨夜の龍と兄さまとではどちらが強いでしょうね」

　人など爪先ひとつであしらえる、そんな恐ろしい龍と、夢とはいえもう二度と対たい峙じしたくない。

「龍？」

「はい。闇色の身体と紅い目をした龍でした」

「……恐ろしかったか」

　その問いには、ちょっと首を傾げ、やがて軽く振った。

「それが、途中までは恐ろしかったのですが、急に話しかけてきた時にはさほど怖くありませんでした。以前白い大蛇が声を発した時は、本当に怖かったのに」

「話しかけてきた。龍が？」

　ええ、と花菜はうなずいた。

「いろいろと話したような気がしますが、ほとんど覚えていません。でもどんな相手でも、油ゆ断だんは禁きん物もつだとよく分かりました。最後には龍の爪に首を刎ねられてしまったのですから」

　花菜を抱く匡一郎の腕うでが、ふいにぎゅっと強まった。

「兄さま？」

「……すまなかったな。恐ろしい夢を見させた」

　悪夢を見るのは、匡一郎のせいではないのに。

「兄さまが守ってくださるのでしょう？」

　だから平気です、と胸に額を押し当てたまま、くぐもった声で呟くと、掌てのひらが花菜の白い髪をゆっくりと撫なで、ひと房ふさ手で掬すくった。

「俺に守ってほしいか？」

　からかうような声に、花菜はむっとした。

「兄さまがそう言ったのですよ。もう反ほ故ごになさるつもりですか」

　不機嫌な調子を滲ませた花菜の声に、匡一郎はくっと笑った。

「もういいです。兄さまには頼りません」

　匡一郎から離れようとしたのに、握られている髪が、距離を取らせない。

「髪、離してください」

　匡一郎は目を細め、大層色っぽい流し目をよこしてくる。そして花菜に視線を向けたまま髪を持ち上げると、そっと唇で触ふれた。

「……っ」

　まるで自分の唇に触れられたように、背筋に甘い痺しびれが走り……花菜は顔を真まっ赤かにした。

「約束どおり守ってやろう。何者からも、命をかけてな」

　冗談めかした声なのに瞳は真剣で、不ふ覚かくにも花菜の心は大層ときめいたのだ。
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　目が覚さめた時、外はすでに暗かった。

　ゆっくり身を起こすと、隣となりにいたはずの匡きよう一いち郎ろうがいない。途と中ちゆうで褥しとねを出たのだろうが、花はな菜なはまったく気づかなかったし、悪夢も見なかった。

　何時か分からないが、もう父は帰ってきているはずだ。

　秉ひよう燭そくに火を灯ともし、小こ袖そでと袴はかまに着き替がえる。

　部屋を出たところで、匡一郎がやってきた。

「兄さま」

　かけた声は無む視しされた。心なしかその顔が強こわ張ばっているのを見て取り、花菜は何か悪いことが起きたのではないかと、さっと緊きん張ちようする。

「何かあったのですか」

「父上が戻ってこない」

「え!?」

「もう酉とりの刻こくを過ぎている。……昨日から雨がやまないし、風も出てきているから、波も高い。もしかしたら島に残り様子を見ているのかもしれないが」

　考え考え、匡一郎はそう言い、花菜もまた、

「そう、ですよ。少し遅おくれているだけです、きっと」

　自分の言葉が現うつつとなるよう、あえてきっぱりと言う。

「……まあ父上のことだ、心配せずともそのうち戻もどられるだろう」

　────だがその日寝ねずに彪ひよう吾ごの帰りを待っていたが、ふたりの父は戻ってこなかった。

　その翌日にも。

　そしてその間、雨は降ふりやまず、それどころか日一日と雨あま足あしは強く、さらには風もどんどん増ましてゆく。

　嵐だ。

　もう丸二日以上、雨は降りっ放ぱなしだ。花菜は例の悪夢を見るようになってから雨の日が好きではなくなったが、今はそれどころではない。

　どうして父は帰ってこないのか？

　何かあったのか？

　嵐が来ているから、戻ってこられないだけ？

　不安で、心配でたまらない。

「兄さま、やっぱり白はく樂らく島へ参まいりましょう」

「莫ば迦かを言うな。この雨風の中、舟を出したらすぐさま波に吞のまれて海の中へ引きずりこまれる」

「ですが父上の身にもしものことがあったら……！」

「それこそ莫迦なことを。父上が簡単に凶きよう事じに遭あうわけがない」

「それは、……」

　そうですが、と言いたい。だがこのところおかしなことが続くから、花菜は気が気ではないのだ。

　誰よりも強く、知ち恵えのある父だ。匡一郎の言うとおり、何か厄やつ介かい事ごとに巻きこまれても、父ならばそれを軽々と解決してしまうだろう。

　でも。

　父を信じているけれど、それでもなお心配してしまうのは仕し方かたのないこと。

　花菜は吹ふき荒あれる空を見上げ、やまない雨と風を睨にらみつけた。










　さらに翌日。

　風も、雨も未いまだやまず、花菜は何者かの作さく為いを感じずにはいられなかった。

　だって絶対におかしい。

　父は帰らず、そして三日間、ずっと雨が降りっ放し、やむどころかどんどん強くなるなんてこれまで経験したことはない。

　まるでこの神かみ結むすび島に嵐が住んでしまっているようではないか。

　山の中ちゆう腹ふくにある神社の裏うらでは、豪ごう雨うのために時とき折おり水の流れる恐おそろしい音が響ひびき、土ど砂しや崩くずれが起きた場所も少なくない。

　ふもとに並ならんだ民みん屋おくはとっくに水浸びたしになり、家に住めなくなった人々が神社の境けい内だいに避ひ難なんしてくるようになった。

　来ていないのは外と谷や家と一部の島民くらいで、神社内はどこもかしこも人で溢あふれている。

「雨やみの舞まいなんてものはないのかね、花菜」

　腰こしの曲まがった老女は、花菜の顔を見るたびにそう言う。雨あま乞ごいならばともかく、その逆はあまり耳にしたことがない。

　力なく首を振ふると、

「白き髪かみの御み子こも肝かん心じんな時に役に立たないねえ」

　などと言われることもあった。

　家は水浸し、その上得え体たいの知れない雨がいつまで降り続くのか分からないのだ。

　人々は苛いら立だち、そして心の拠より所どころである神主の彪吾がいないことで、不安を募つのらせていた。

「神ひよ結うごさまは今どこにいるんだい。白樂島？　あそこはここみたいに高い山がないから、島中水浸しになっているんじゃないのかい？」

　島民の言葉にはっとして、花菜は土砂降りの中、千ち生お神がみ山やまの天てつ辺ぺんまで登のぼった。だが、

「────見えない」

　晴れた日には並んだ白樂島と黒こつ貴き島がくっきりと視界に映るのに、雨にけぶって今はまったく見えなかった。

「父上、無ぶ事じですよね……？」

　島しま影かげだけでも見えないだろうかと、目を凝こらす。その花菜の必死の願ねがいが届とどいたのか、ほんのわずか、島の緑が見えた。

「あっ！」

　喜よろこんだのも束つかの間ま、花菜は絶ぜつ句くする。

　白樂島は小高い丘の天辺をほんのわずか残し、そのほとんどが水すい没ぼつしてしまっていたのだ。

「そんな、父上!?」

　雨は再び強く降り、花菜の視界を閉とざす。だが花菜の頭の中には、一瞬見えたその光景が、くっきりと焼やきついて離はなれなかった。

「噓うそでしょう。白樂島が、沈んでしまう……？」

　がくがくと震ふるえながら、花菜はその場にしゃがみこみそうになった。

　───父上を助けなければ。

　白樂島にゆかなければ、彪吾は死んでしまう……！

　彪吾を助けるという思いに突つき動かされた花菜は、震える脚を叱しつ咤たし、山を駆かけ下おりた。

　神社の境きよう域いき内に入り、神殿、拝はい殿でん、その先の舞まい殿どのの横を進む時にも速度を落とさず、ひたすらに走った。

「どうしたんだい、花菜」

「ずぶ濡ぬれじゃないか」

　渡わたり廊ろうと回廊の交まじわる場所には屋根があるために、避難をしてきた大おお勢ぜいの島民たちが休んでいる。そのうちの幾いく人にんかが、花菜の様子に驚おどろいたのか声をかけてきた。だが花菜はなんとも返せず、そのまま走り去さる。

「花菜、まさか下に行くのかい？」

「危あぶないよ……！」

　引き止められたけれど、止まれなかった。

　参さん道どうを進み、百二十五段の階きざはしを駆け下りる。

　緒太の草ぞう履りは水を吸すってひどい有あり様さまで、履はいていない方がましだった。笠かさは被かぶっているけれど、それも大雨の前には大たいして役に立たず、小袖も袴もずぶ濡れだ。

　それでも今の花菜には、彪吾の安あん否ぴを気き遣づかう思いしかなく、時折階で足を滑すべらせ危あやうく転落しそうになりながらも、必死になって下りていった。

　───父上……！

　最後の一段を飛び下り、花菜は一の鳥とり居いから外へ飛び出してしまった。

　あれほど彪吾に、匡一郎に、鳥居の外に出てはいけないと言われていたのに────。

　一歩鳥居を出た、まさに瞬またたきひとつするかしないか、その程度の時間しかなかっただろう。花菜の目の前に、突とつ如じよ巨大な白い塊かたまりが出現した。

　今まで何もなかった場所に突然、白い何かが現あらわれたのだ。

「───っ!?」

　花菜はハッと顔を上げ、その白い塊が生き物であり……さらに言えば、それが白はく馬ばであることを知る。

「な……」

　花菜は何度も馬を見たことがある。外谷家では馬も飼し育いくしているからだ。

　何頭もの馬を見てきたが、それらの馬とは色も違ちがえば体格もまるで違った。

　普段見み慣なれた馬の倍ほどもある巨きよ軀くだったのだ。

「……な、に……」

　気き味みが悪いのは、その馬の目だ。

　黒く円つぶらな目の馬と違い、その白馬のそれは血のように赤く、炯けい々けいと光っていた。

　しかも驚いたのは、肢あしが三本しかない。右側の前肢のない馬は、だがその身を堂々と支ささえていた。

　ぞっ……と背せ筋すじが震える。

　これは、あの黒い怪かい鳥ちようと同じ……。

　よくないものだ。危険。────逃にげなければ！

　花菜が身を翻ひるがえし、鳥居の内まで走ろうとした。その瞬間、馬は高くいななき、一本しかない前肢を振り上げた。

「やっ」

　馬の前肢が、すぐ前。花菜を踏ふみ潰つぶそうとしている。

　その時花菜の身体は勝かつ手てに動いた。

　土砂降りの雨の中、地面に転ころがり、危うく蹄ひづめの攻こう撃げきを避よける。だがそれで終わりではなかった。白馬は二度、三度と左前肢を持ち上げ、花菜をその蹄で潰そうとする。

　笠は飛ばされ、泥どろまみれになりながら花菜は必死になって白馬の攻撃から逃のがれる。

【千ち生お音ねの血を引く御子よ。その身をいただきに参った】

「……」

　言葉を使う動物。花菜の身体に戦せん慄りつが走った。

　夢の中と同じだ。では、あの夢はすべて現うつつだというの？

　追いかけられ、嬲なぶられ、手足を引きちぎられ、首を刎はねられ……。

　サァッと血ちの気けが引いた。

　腹はらの底に、冷たい塊が落ちてくる。

　愕がく然ぜんと身を硬こう直ちよくさせた花菜を、血の色をした目がぎろりと睨にらみ据すえ、そして幾度目か、前肢が高く高く上がり────踏み潰される……！

　ぎゅっと目を閉じ、やがて来る衝しよう撃げきに身を竦すくませた───ところを、何者かの腕うでに、強引に掬すくい上げられた。

「……っ！」

　腰こしに回る腕は恐ろしいほど強く、花菜は腹はらを圧あつ迫ぱくされて低く呻うめいた。

「おまえは莫ば迦かか。その耳は飾かざりか……っ！」

　花菜ははっと目を見開き、そして自分を救ってくれた腕の主を視界に映うつす。

「……兄さま」

「あれほど鳥居の外に出るなと言っただろう！」

　初めて見る、激げつ昂こうした匡一郎に身を竦ませる。花菜は唇くちびるを戦慄わななかせながら、ごめんなさいと囁ささやいた。

【横取りするか】

　白馬が低く唸うなった。

　びくん、と身を震わせた花菜を、匡一郎は片手できつく抱き、白馬を睨みつけた。

「横取り？　冗じよう談だんじゃない。この娘はもともと俺のものだ」

【───】

　匡一郎は花菜の腰に回していた腕を解ほどいた。そして、下がっていろと低く呟つぶやくと、すらりと太た刀ちを抜く。

【太刀で我われは斬きれぬよ】

「どうかな」

　匡一郎は静かに太刀を構かまえた。そして裂れつ帛ぱくのあとに、白馬を一いつ刀とう両りよう断だんする。

「───！」

　確かに太刀が白馬の頭ず蓋がいに食いこんだ、と花菜の目には映った。だが白馬はゆらりと身を揺ゆるがせると───それを見た花菜は、以前自分をかどわかそうとした男の背はい後ごに見た黒い揺らぎを思い出した───、何事もなくそこにいた。

「そんな……」

　刀が通じない？　ではどうすればいいの？

　花菜はがくがくと震えながら、縋すがるように匡一郎の背中を見つめた。

　だが匡一郎は落ち着いた動作で、左手のみで太刀を持ち、右手を空からにした。

　す、と白馬に指先を向けると、空に素す早ばやく何かを書く。

　なんと書いているのか、目に入る雨粒のせいでちゃんと見えない。それでもなんとなく、それが『裂れつ』と『炎えん』いう文字のように見えた。

「白き妖よう馬ばへ向かえ。───【裂炎】」

　匡一郎はひと言低く告つげる。

　小しよう篆てん文字が拉ひしやげ、豪ごう雨うに負けない本物の炎が出現した。

　刀が炎を纏まとう。匡一郎はその太刀を白馬に向けて振り下ろした───！

　白馬を直ちよく撃げきした炎は、ゴウ、と勢いよく燃え上がり、さらには真っ二つに裂さけた。

　まさに【炎】と【裂】、文字どおりの現象が、白馬を襲おそったのだ。

　白馬は真っ二つになっても頽くずおれず、苦しげに身み悶もだえた。

「兄、さま……」

　そろりと見上げる匡一郎の顔が、いつもと違って見える。

　───この人は本当にわたしの兄さまなのだろうか。

　ふいに花菜の脳のう裏りに、そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい疑問が湧わいてくる。

　何を考えているのだ、自分は。花菜は慌あわてて頭を振った。

　ふたつに裂かれた白馬は、断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいをあげながら、どんどんどんどん小さくなってゆく。

　匡一郎はその様をじっと見つめていたが、刀を鞘さやに収おさめると花菜の腕を摑つかんで鳥居を潜くぐった。

【この嵐はいつまでも続く】

　炎に巻かれながら、白馬がしわがれた声で密ひそやかに囁いた。

「え!?」

　慌てて振り返ると、白馬がニイ、と笑ったように見える。

【島を沈めたくなくば、千生音の娘、おまえの肉体を頭の先から爪つめの先まで、我らに差し出せ】

「───！」

　白馬はそうとだけ言うと、やがて最初の巨軀が見る影もなく縮んでゆき───、その場から消え失せた。

　消えた場所をじっと見つめていると、強引に匡一郎に腕を引っ張られ、階を上らされた。

「兄さま、今のはなんですか。この前の怪鳥と同じですか？　それに、嵐がいつまでも続くって……」

「あれ……あれらは───、穢けがれだ」

　匡一郎は、何か別のことを言いかけたようだが、結局それを『穢れ』だと言った。

「穢れは目に見えるものなのですか？　形を取るのですか？」

　そんなこと、これまで聞いたことがない。

「花菜」

　驚きと、聞かされた内容が現実として受け入れがたいことで顔を強張らせている花菜を、匡一郎は呼んだ。

「おまえは俺が守ろう。誰が来ようと、どんな穢れだろうとも、必ず」

　花菜を見下ろす匡一郎の瞳が、いつもと違う。

　それは笑みを少しも含ふくんでいないからか、あるいは、黒とは違う……何か別の色が、瞳に浮かんでいるように見えるからだろうか。

　でも花菜は、それ以上考えるのが怖くて、匡一郎に感じた強い違い和わを、無理やり心の奥底へ押しこんだ。

「それから鳥居の外には絶対に出るな。何があっても、どんなことになっても。鳥居の内側は神域だから、穢れを弾はじく。───人を介かいさない限り、あいつらは中には入ってこられないんだ。それに穢れは簡単に噓をつくから、嵐の件も気にしなくていい」

　花菜はその言葉を聞くなり、はっと息をのんだ。そしてその場に強く留とどまる。

「どうした」

「兄さま、白樂島に行かなくては。島が今にも沈みそうなんです。今すぐ行かなければ、父上が……っ！」

「案ずるな。父上のことだ、どこかに避難しているに違いない」

　簡単に言い捨てられた花菜は、そんなと首を振った。

「そんなわけないじゃないですか。もし本当に避難しているのならば、どうして父上はまだ帰ってこないのです!?　きっと助けを待っているに違いありません。早く行かないと！」

「今言われたことをもう忘れたか。鳥居の外には絶対に出るなと言ったのだぞ、俺は」

「でも、兄さま……！」

　首を振る花菜を、匡一郎はひどく冷静な目で見下ろした。

「仕方のない子だ。……俺の言うことが聞けないのなら、眠っていてもらおう」

「え、……？」

　首を傾げるなり、首筋を、とん、と打たれた。

　あ、と思った瞬間、花菜はその場に頽れる。

「おまえを言こと霊だまの輪わに繫がれた獣けものどもになど、渡すわけにはいかない」

　呟いた匡一郎の声がやけにはっきりと耳に残り……意識が真っ黒に塗ぬり潰された───。










　衣きぬ擦ずれの音がする。

　雨に濡れてべったりと肌はだに張りついた着物が脱ぬがされ、身体を拭ふかれている。

　意識が浮上しつつある花菜は、ぼんやりと己の状態を覚さとった。

　身体を拭ぬぐわれたあとに、乾かわいた衣ころもを着せられる。

　ふわり、と漂ただよった香りは、白びやく檀だん。

　───兄さまの香りだわ……。

　目を開ける。だが暗くて自分がどこに寝かされているのか分からない。ただすぐ傍そばにいる人物が誰なのかは分かっている。

「……兄さま」

　ひっそりと囁くと、花菜に小袖を着せかけていた手がぴたりと止まった。

　ぽたり。

　花菜の顔に、雫しずくが落ちる。

「……兄、さま？」

　もう一度呼ぶと、そっと気配が近づいてきた。

　闇の中、ぼんやりと姿が目に映る。

　匡一郎は花菜が寝ていた枕元に手を伸ばすと、秉燭に火を点ともした。

　じわりと闇を押し分け、小さな火が室の中を照らす。ほんのわずかな灯りだったが、ここが匡一郎の部屋であることも、部屋の主あるじの表情も十分窺うかがえた。

　全身びしょ濡れだ。

　では、先刻顔に落ちたのは、匡一郎の身を濡らす一滴だったのだろう。

　じっと見み据すえてくるその目には、花菜が思うような感情は何も浮かんではいない。

　今の状況を憂うれいていたり、なんとかしようと焦あせっていたり、そういうものが、まったく見えなかったのだ。

　重く感じる身体を無理やり起こしたが、匡一郎に両肩を押さえこまれて再び寝ね床どこに横にさせられてしまう。

「兄、さま……！」

「寝ていろ。無理やり意識を失わせて悪かった」

　悪かったと言いながら、その声に謝しや罪ざいの色がない。

　心からの詫わびでないのならされない方がましだわと、むかむかと腹が立ってきた。

「退どいてください」

「起きてどうする」

「白樂島へゆくのです」

「駄目だ。……というより、無理だ」

　断言されて、花菜はかあっとなった。

「なぜ父上を助けに行かれないのですか。わたしたちが動かず、いったい誰が父上を救うというのです。たとえ舟が嵐で転てん覆ぷくしようとも、わたしは父上を助けに参ります！」

「鳥居の外に出たら、また穢れがやってくる。おまえは湊みなとまで行くどころか、鳥居から一歩外に出ただけで、あいつらに身体を裂かれてしまうよ」

「───あいつら」

　花菜は上に乗る匡一郎を睨み据えた。

「兄さまは分かっているのですね。あの『穢れ』の正体を」

　ふい、と匡一郎は黙りこむが、花菜は言葉を続ける。

「『言霊の輪に繫がれた獣』とはなんなのです。教えてください。なぜあの『穢れ』はわたしを狙ねらうのか。先刻の白馬はわたしを千生音の血を引く子だと言った。そしてわたしの身をいただきに来た、と」

「……」

「千生音とはこの神社に奉られる白き龍の女神のこと、ですよね。白髪の子は龍の女神の血を引くという伝でん承しようが本当なのだとしたら、そして千生音の子を獣たちが襲うのならば、わたしだけでなく父上だって狙われることになります。鳥居の外にいる父上こそ窮きゆう地ちに陥おちいっているに違いないのに、なぜ兄さまは動こうとなさらないのです……！」

「……その父上からおまえを守るように申しつかったからだ。おまえを鳥居の外に出すなとな」

「ですが……！」

「聞き分けろ、花菜」

「できません！」

　押さえこまれている身体をもがかせるが、匡一郎の両肩を摑む手は揺るぎもしない。

「兄、さま…っ」

　匡一郎は濡れた衣のまま、花菜に馬乗りになった。そして息が触ふれそうなほど顔を寄せると、低く囁く。

「あんまり聞き分けのないことを言うと、この前のようにおまえを動けないよう縛しばってしまうよ。今度は絶対に解とけないよう、幾いく重えにも縛いましめを全身に巻きつけてやろう。だからおとなしくしておいで」

「……っ」

　覗のぞきこんでくる匡一郎の双そう眸ぼうが、本当にするよ、と言っていて、花菜はひくりと喉のどを鳴らした。

　……これは本当に兄さまなの？

　先刻一瞬だけ浮かんだ疑問が、再び花菜の胸の内によみがえる。

　ひんやりと冷たい瞳も、温ぬくもりを感じさせない声も、昨日までの匡一郎とは明らかに違うように思える。

　こんな事じ態たいに陥っているからかもしれない。花菜を慮おもんぱかっているのに、聞き分けのないことを言う妹に対し、内心憤いきどおっているのかもしれない。

　そう思いながらも、身体の内から湧き上がる違和が、花菜を微かすかに竦ませた。

　それでも視線は外はずせない。悔くやしい気持ちと竦む気持ち、そしてなおも慕したう想い。様々な感情が、花菜の心をくしゃくしゃに乱みだす。

「……わたしは何が起こっているのか知ることさえできず、ただただここで待つしかできないのですか」

　それではあまりにも情なさけない。

　くしゃりと顔を歪ゆがめる花菜を、匡一郎は見下ろし───そっと頰ほおに掌てのひらを押し当てた。

「泣くな」

　泣いていません、と虚きよ勢せいも張れなかった。近づいてくる匡一郎から目を逸そらさない、それしか花菜にはできなかった。

　ふ、と唇に触れるものは、冷たい言葉を出したとはとても思えないほど温あたたかい。

　きつく引き結むすぶ花菜の唇に、匡一郎のそれは、触れては離れ、離れては再び触れてくる。

「───兄、さま」

　雨に濡れた衣から、いつもより強い白檀が香る。

　その香りに包まれながら、花菜は目を閉じると、とうとう涙を零こぼした。

　こめかみを滑り、顔の輪りん郭かくを流れる涙の跡を、匡一郎の唇がゆっくりと辿たどった。
















　耳みみ朶たぶに押し当てられた唇が囁く。

「おまえは俺のものだろう。誰にも渡さない。おまえをかどわかそうとする輩やからにも、穢れにも、おまえを襲う獣どもにもな」

　獣……。

　それはあの悪夢に住まう者たちのことだろうか。

　そっと目を開け、匡一郎を見上げた。

　黒々とした瞳が、炎の揺らぎを映してか、紅あかく光ったように見える。

　夢む魔まの、獣たちのように。

「兄さまは、……何」

　匡一郎は炎を宿やどした紅い瞳を眇すがめ、微かに唇を歪ませた。

「おまえが俺のものであるように、俺もまたおまえのものだ。それ以上でもそれ以下でもないし、俺にとってそのこと以外の身上などなんの価値もない」




『そなたのものになろう。確かに約した』




　遠い昔、聞いた言葉が脳裏に浮かんだ。

　あれは、いつのこと？

　思い出せない。いつ告げられた言葉なのか、誰が言ったのか───その言葉に対し、自分がどう返事をしたのかさえも。

　匡一郎の腕が花菜の背中に回り、深く抱き寄せてくる。

　まるでその腕こそが縛めであるかのように、花菜の身体も心をもがんじがらめにした。
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【力を貸かしてやろう。邪じや魔ま者が消えれば、あの男はおまえのものになる】

　ええ、お願いよ。わたしに力を貸して。

【島の民を味方につけよう。この嵐は白き龍の御み子こが起こしているのだと言って回ればいい】

　そうね。それがいいわ。だって本当のことだもの。

【ああそうじゃ。白き龍の御子がいなければ、この嵐はすぐに去さる。島の民も喜ぶじゃろう】

　ええ、わたしも嬉うれしいわ。

　あの子が───花はな菜なが目の前からいなくなるのは。

　そうしたらきっと、きっと、あの方はわたしを見てくれるわ。

【ああ。じゃがあの男の正体を知っても、おまえはそう言えるかのう？】

　ふ、ふ、と笑う紅あかい目の女に、匡きよう一いち郎ろうさまの正体って？　と綾あや女めは首を傾かしげる。

「教えて。匡一郎さまのことならば、なんでも知りたいの」

【そうかい。では教えてあげるよ。あの男はね────】




　匡一郎の腕うでに捉とらわれたまま夜明けを迎むかえたその日、花菜は十五になった。

　外は相あい変かわらずの雨。

　あの白はく馬ばの言うことが本当ならば、花菜が鳥とり居いの外に出ない限かぎり、嵐は続くのだろう。

　そうしたらこの島はどうなってしまうのか。

　島のこと、彪ひよう吾ごのことを思うたびに、いても立ってもいられない気持ちになる。

　何か自分にできることはないのだろうかと、花菜は考える。

　外に出られないのは、穢けがれが襲おそってくるからだ。穢れは今の花菜の力では祓はらうことができない。

「……できないのなら、できるようにすればいいじゃない」

　ぐるぐるとできないことを考えているより、花菜にはひとつだけできることがあるではないか。

　篆てん書しよの術を使えるようにする。

　そうすれば穢れとも戦うことができるのだから。

　彪吾と匡一郎ができるのならば、自分とてできるはずだと、強気に思う。

　花菜は匡一郎らの動きを真ま似ねた。

　空に【炎えん】と小しよう篆てん文字を書く。

「【炎】」

　……なんの反はん応のうもない。

　二度目。

　三度目。

「【炎】！」

　できない……。

「兄さまがかけた縛ばくは解とくことができたのに。攻撃と解くのとでは違うの……？」

　書き方が悪いのか、あるいは何かほかに必要なものがあるのだろうか？

　匡一郎の昨日の出いで立たちを思い出す。

　剣に炎を巻きつかせていた。

　鞘さやも鍔つばも柄つかも漆黒の色をした、匡一郎の剣。

　飾かざりといえば鍔のすぐ下に、大きさ一いつ寸すんほどの黒い玉ぎよくが埋うめこまれているだけだ。

　紅ぐ蓮れんの炎が纏まとわりついた黒太た刀ち……その姿はとても美しかったと、今だからこそ言える感想を漏もらす。

「採とり物ものが必要なのかしら」

　花菜は枕まくらの脇わきに置いてある、自分の腰刀を手に取った。

　すらりと抜ぬき、左手で刀を構かまえ、右手で小篆を書く。

「【炎】！」

　まったく、何も起こらない。

「……うーん」

　どうしてもふたりのようにできる気がしない。何かこつがあるのかもしれないが、ここにそれを教えてくれる人はいないのだ。

　これならば剣の稽けい古こをした方がよほど身になる。

「ああ、でも刀は通じないのだわ」

　やっぱり自分にできることは何もないのだろうかと、花菜は消しよう沈ちんし、その場に座りこんだ。

　花菜が今身に着けているのは、匡一郎の白小こ袖そでだ。本来下着であるこの小袖の生き地じは、肌はだが透すけて見えそうなほどの薄さで、匡一郎はこれしか花菜に渡さず、すべての衣を隠かくしてしまった。

　匡一郎がこんな格かつ好こうにさせておくのは、外に出さないためなのだろう。

　だが匡一郎は読み違ちがえている。花菜は出なければと思ったら、この姿で外に飛び出す覚かく悟ごをちゃんとしている。

　花菜が匡一郎がいなくても室へやから出ないのは、己おのれの力不足を痛感しているからだ。

　今の自分では何もできない。それを思い知ったからこそ、こうしておとなしくしているのだ。

「やっぱり練習よ。絶対父上や兄さまのように篆書の術が使えるようになってみせるから」

　あらためて闘志を漲みなぎらせ立ち上がったところで、す、と障しよう子じが開かれた。

　ぎょっとして障子を開けた人物を見た花菜の目が、さらに大きく見開かれる。

「外と谷やさま？」

「臥ふせっていたのかい、花菜？」

　寝ね間ま着きの花菜を訝いぶかしく思ったのだろう、綾女の父───外谷は軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「あ、ぃえ、……ええ」

　なんとも言いようがなくて言葉を濁にごすと、合わせを直しながら一度板間に腰を下ろした。

　外谷もまた花菜に倣ならい、向かい合って座る。

　綾女の父、外谷はこの島の地じ頭とうだ。だが権力者にありがちな不ふ遜そんな面は少しもなく、神かみ結むすび神社を手厚く庇ひ護ごする、信心深い控ひかえめな男だった。

　年は彪吾よりひとつふたつ上で、子供の頃からの付き合いなのだという。

「外谷さまも避ひ難なんに来られたのですか？」

「いや。……実は花菜、おまえに頼たのみがあってやってきたのだ」

「わたしに、ですか。……っ、もしや綾女に何か？」

　綾女に憑ついていたものは祓はらわれたと匡一郎から聞かされていた。その後彪吾が帰ってこなかったり嵐が来たりと、不吉なことが続いていたために、綾女のことを考える暇ひまがなかった。

　花菜が詰つめ寄ると、外谷は一瞬で顔を歪ゆがませ、花菜の肩を痛いほど摑つかんでくる。

「花菜、頼む、頼むから来てくれ……！」

「と、外谷さま……？」

「後ご生しようだから！」

　外谷がこんなにもうろたえる姿を見たことは一度もない。何があったのかと、花菜の胸はどきどきと鼓こ動どうを速めた。

「申し訳ないが花菜を外に出すわけにはいかない」

　開け放はなたれていた障子の向こうから、そっけない匡一郎の声がかけられる。

　はっと顔を上げた外谷は匡一郎を振り返ると、そのまま硬かたく身体を強こわ張ばらせた。

「貴方だって分かっているでしょう。二十一年前のことを忘れたのですか」

「───っ、では、やはりまた……」

　ああ、とその場に突つっ伏ぷす外谷の後ろで、花菜は眉根を寄せた。

「それはどういうことです、兄さま」

「なんでもない。おまえは知らなくていいことだ」

　むっとなるが、今は匡一郎を問い詰めるより綾女のことの方が心配だった。

「外谷さま、いったい何があったのです。綾女がどうかしたのですか？」

　外谷は背筋を震ふるわせ、歪んだ顔を持ち上げた。

「綾女が再び穢れに憑かれてしまったのだ……！」

「そんな。この前ちゃんと祓われたのではないのですか？」

「確かに一度は祓われた。だが今け朝さ気づいた時には、再び部屋に閉じ籠こもり、外に出てこなくなってしまったのだ。花菜、頼むからあの子を救ってくれ。どうか……！」

　取り縋すがる外谷を危うく支ささえながら、花菜は唇くちびるを引き結んで前に立つ匡一郎を見上げた。

「兄さま、この前のようにここで神降おろしをします。ならば良いでしょう？　鳥居の外には出ませんから」

　匡一郎は、だがひどく渋い顔をした。

「神降ろしはそう簡単にすべきものではない。あのあと倒たおれたことを忘れたのか」

「兄さまが傍そばにいてくだされば大丈夫です」

　きっぱりとそう告げると、苦にがく歪んだ顔が、わずかに笑みを零こぼした。

「……好きにしろ」

「はい。好きにします。ありがとう、兄さま」

　花菜は早さつ速そく神降ろしの舞まいをするための準備に取りかかった。










　数日のうちにこう何度も舞まい殿どのに立つことはない。

　神聖なこの場は、普段から気軽に昇のぼれる場所ではなく、いつだって心を静かに、身を清浄に整ととのえて、初めて足をつけることのできるところだった。

　前まえ天てん冠かんをつけた途と端たん、ずきりと額ひたいに鈍にぶい痛みが走った。

「……っ」

　花菜は眉み間けんに皺しわを寄せながら、痛みの理由を探す。

【外】【谷】【宗】【州】

　目の前にいる外谷の名が頭にじわりと浮かんでくる。

　外谷から目をそらした先では、大勢の島民が花菜を見つめていた。

「うう……っ」

　頭の中に、篆書の文字が洪こう水ずいのように湧わき出ては消えてゆく。

　花菜は思わずつけた前天冠を外はずした。すると驚おどろいたことに、小篆の文字がぴたりと頭の中から消えたのだ。

「これは……」

　前天冠をつけたから、小篆文字が───その人の名が浮かんだということだろうか？

「花菜、どうかしたのか」

「あ、……いいえ、大丈夫です」

　訳が分からないまま、隣を歩く匡一郎に引きつった笑みを向けて、舞殿に足を乗せた。

「花菜、雨やみの舞を舞ってくれるのかい？」

「頼むよ、早く雨がやむように神様に言っておくれ」

　島民のほとんどがその場にいるのではないだろうか。

　百人を超える人々が、こんな状況で神事を行う理由を求めて、舞殿を取り囲かこんだ。

　ざわざわざわ、と押し寄せてくるのは、島民の期待と、どこかちくちくとした小さな痛みを感じさせる、不ふ審しんな感情だった。

「……？」

　ちらりと舞殿から下を窺うかがうと、そこかしこでひそひそと何かを耳打ちする島民がいる。

　そしてその耳打ちが終わると、今度は花菜をちらりと睨にらむような視線を向けてくるのだ。

　居い心地ごこちの悪い思いをしながらも、花菜は覚かく悟ごして前天冠を被かぶる。ずきりと頭が再び痛んだが、左右の手に握にぎる採物の鈴と幣ぬさを掲かかげ、早速神降ろしの舞を始めた。

　順回り、逆回り、旋回し、徐々に頭の内に空白を作る。

　足た袋びを履はいた足あし運はこびはまるで地に着いていないかのように滑なめらかで、くるりくるりと止まることなく舞う姿に、いつしかざわめきは消え、ただひたすらに花菜の舞を食い入るように見つめる者ばかりになる。

　優艶でありながら穢れをきっぱりと拒きよ絶ぜつする純白な存在が、神の降こう臨りんをひたすらに願う。




　神よ神

　いざ、参まいられん───




　すう、と光が花菜の内に降りてくる。

　花菜の手足がぴたりと止まった。

【風雨に隠れし醜みにくき獣よ───姿を現あらわさん！】

　シャン！

　鈴すずを持つ花菜の手が、勢いよく天を差す。

　次の瞬間、

　────どぉん……っ！

　轟ごう音おんを立て、真っ白な稲いな妻ずまが千ち生お神がみ山やまの頂ちよう上じように落ちた……！

「うわ……！」

「きゃあっ」

　舞に目がくぎづけになっていた島民たちは、その大音にたまらず耳を押さえてきつく目を閉じ、その場に座りこんでしまう。

　続けざまに二度、三度と雷いかずちは島のあちこちに落ち、地じ響ひびきが神社にまで感じられる。

　神を身の内に受け入れた花菜は、雷が落ちるたびに身体の芯しんにドンッドンッと強い衝しよう撃げきを受け、ぐらぐらと揺ゆれ、倒れそうになるのを必死にこらえていた。

　内にいる神の、恐おそろしいほどの怒いかりをまともに感じた花菜は朦もう朧ろうとする。

　綾女のことを言いたいのに、神の凄すさまじい怒りに触ふれて、身体からすう、と力が抜けていってしまう。

　───神よ、綾女を……

　そうとだけしか言えず、ふらりと揺れた花菜を、傍に控ひかえていた匡一郎ががっしりと支ささえた。

【黒き娘、獣に囚われ、妄もう執しゆうに囚われた。光の矢は黒き娘をも焦こがし、滅めつす】

　花菜の口を借りて出た神の言葉を聞いた匡一郎は、はっと瞠どう目もくした。

【醜き獣よ───我に手を触れなん───！】

　途と端たん、花菜の内から雷の如ごとき光が散ちり、匡一郎は舞殿の端はしまで弾はじかれた。

「花菜！」

　再び雷は島に落ち、三度目の稲妻が島民たちの目を眩くらませた時、花菜は意識を失った。

　次の瞬間、ひとたび勢いをなくしていた雨風が勢いを増す。

　豪雨と猛風が音を立て降るさまは、島民たちの心を竦すくませた。

　───いったいどうなってしまったんだ、この島は。

　───こりゃあ神様がお怒りになっているに違いない。

　───どうして神結さまは帰ってこられないんだい。

　───なぜ嵐がやまないんだ。それどころかますますひどくなっちまったじゃあないか！

　───花菜はいったい、なんの舞をしたんだい。




　言葉の合あい間まに、ひっそりと囁ささやき、毒の種を蒔まく者がいた。




　───すべて白き髪の御子がこの島にいるからだよ。

　───白き髪の御子を追い出せばこの嵐は収おさまるんだ。

　───白き髪の御子を追い出せ。

　───追い出せ。

　───追い出せ。

　黒い染しみのように広がってゆく、負の連れん鎖さ。

　ひとつぽとりと落ちた毒の種は次し第だいに広がってゆき───やがて島の民全員はひとつの意思に支配された。




　───白き髪の御子を島の外に出してしまえば、嵐は収まる───
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　部屋に向かう途と中ちゆうに、花はな菜なの意識は、うっすらと戻もどりつつあった。

「綾あや女めはどうなったのだ。それにあの雷いかずちはいったいなんなんだ？」

　外と谷やの焦あせる声に対し、匡一郎のそれはひどく平へい淡たんだった。

「あの雷は花菜に降おりた神───千ち生お音ねの怒いかりだ。負の言こと霊だまの輪わに繫つながれた獣けものどもが、この島に何匹もやってきている。白き髪の御み子こを狙ねらってな。その怒りが雷となって、島のあちこちに落ちたんだ」

「では綾女は……!?」

「綾女殿に憑ついているのは恐おそらくその獣のうちの一匹だ。……今の状態じゃあその獣を祓はらうのは難むずかしい」

「そんな」

「今日、花菜は十五になった。恐らく奴やつらは手段を選ばず花菜を鳥とり居いの外に引きずり出そうとするだろう。……とすれば」

　匡きよう一いち郎ろうは何事か考えながら部屋に入ると、花菜を畳たたみの上に横たえた。

「兄さま……」

　幾いく分ぶん意識がはっきりした花菜は、重く感じる頭を軽く振ふって起きあがった。同時にまだつけたままの前まえ天てん冠かんを取ると、ほっと息をつく。

「外谷さま、ごめんなさい。綾女の穢けがれを祓うことができませんでした」

　花菜の内に降りた神は、これまでとまったく違ちがっていた。

　あれほどの怒りを今まで神から感じたことはない。ただ【言霊の輪に繫がれた獣】たちをひどく憎にくんでいることだけはひしひしと伝わってきて、けれどその理由が花菜には分からないから混乱するばかりだ。

「……いや、その獣が穢れなのだとしたら、よほどの力がなければ───彪ひよう吾ごでなければ無理だろう」

　綾女に憑いた穢れを祓うには、己おのれの力は不ふ足そくしているのだ。花菜はひどく情なさけない気持ちに陥おちいる。

　何もかもがうまく行かず、もうどうしたらいいのか分からない。

　このままでは島は水すい没ぼつしてしまう。

　何かできることはないの？　やっぱり鳥居の外に出て、穢れと対決しなければ今の状じよう況きようを打開することはできないのではないの？

「───花菜、腰刀を。それから前天冠も」

「え……？」

　匡一郎の低い声に戸と惑まどいながら、神事の際には部屋に置いておいた愛刀を腰に差し、前天冠を手にすると、ぐいと立ち上がらされた。

「兄さま？」

　首を傾かしげたそのすぐあとで、外がやけに騒さわがしいことに気づく。

　騒がしい、どころではない。

　罵ば声せいや怒声というような叫び声が引っきりなしに聞こえ、その合あい間まにどうしてか、花菜の名が呼ばれていた。

「な、に……」

　小さく身を竦すくめた花菜の肩かたを抱だきながら、匡一郎は一歩足を踏ふみ出す。

「匡一郎くん、いったいどうした……」

「獣の一匹が負の種を蒔まいたんだろう。あなたはここにいてください。狙ねらいは花菜だ」

　外谷はさっと顔を強こわ張ばらせたが、すぐさまきつく唇くちびるを引き結むすんだ。

「大丈夫なのか」

　匡一郎は気き負おいもなく、軽くうなずいた。

「ここかっ！」

　突然部屋に入ってきた男を、花菜はもちろん知っていた。

　以前赤や児やができたのだと喜よろこんでいた家族の、若夫婦の夫の方だ。

　花菜がかどわかされそうになった時、彪吾を呼びに走ってくれた……。

　その男が、花菜を見るなりカッと目を見開いた。

「な……」

　男の手には腰刀が握にぎられていた。

　その刀が抜ぬかれたところを、花菜は一度も見たことがない。

　その刀で、いったいどうするつもりなの……？

　花菜は愕がく然ぜんと、その男を見上げた。

　刀がやけにゆっくりと振ふり上げられたような気がした。だが花菜はそれをただ見ていることしかできず、気がついた時には匡一郎に突き飛ばされていた。

「───あっ！」

　そうされてようやく花菜は自分が男に斬きられかかっていたことに気づき、心の内にどっと痛みが押し寄せてきた。

　目の前で匡一郎が刀を弾はじき、男の腹はらに容よう赦しやなく拳こぶしを突き入れている。

　ぐう、と唸うなってその場に倒たおれた男の後ろから、

「いたぞ───っ！」

　と大きな声がした。

　豪雨の中、島の男たちが見たこともないほど恐ろしい顔をしてこちらに走ってくる。

「行くぞ」

　そう言うなり、匡一郎は花菜の腕うでを摑つかみ、いきなり走りだした。

　廊ろう下かを走る花菜たちを、島民たちは追いかけてきた。

　匡一郎に手を引っ張られながら背はい後ごを振り返った花菜は、彼らを見るなりぎょっとした。

　淡あわく纏まとわりつく、あの黒い揺ゆらぎ───。

　以前花菜をかどわかそうと鎌かま蔵くらからやってきた男たち、そして夢の中に出てきた大だい蛇じや、それらが纏っていた黒い揺らぎを、島民たちの背後に見たのだ。

「……そんな……」

　花菜は足をもつれさせながら、小さく俯うつむいた。

　だが、

「花菜！」

　一いつ喝かつするように名を叫ばれた花菜は、はっと顔を上げる。隣を走る匡一郎に目を向けると、黒々と澄すんだ瞳が強く花菜を見み据すえていた。

「館を出たら小滝へ向かえ」

「小滝って、なぜそこへ？」

「小滝の脇わきに小さな穴がある。そこに入ると中は洞どう窟くつになっていて、黒こつ貴き島と白はく樂らく島に続いている」

「そんな通路があるのですか？」

　これまで小滝へは何度も足を運はこんだが、穴あながあるなんて知らなかった。

「その通路を俺に教えたのはおまえだ」

「……え？」

「幼い頃、おまえが俺に教えてくれた。───まだ思い出さないか？」

　匡一郎の覗のぞきこむ瞳に、花菜のこめかみの奥の方がツキンと痛む。

　わたしが、教えた？　島に続く通路を……。

　でも覚おぼえていない。そんな通路があることなんて。

「いたぞ、こっちだ！」

　黒い揺らぎを纏わりつかせた島民たちがふたりに気づき、どっと追いかけてくる。その数、三十は下くだらず、花菜はぎゅっと眉間に皺を寄せた。

「花菜、先に行け」

　足を止め、花菜を背後へ押しやると、匡一郎は島民たちに身体を向ける。

「兄さまはどうなさるのです！」

「すぐに追いつく。行け！」

「ひとりではいやです！」

　いやだ。怖こわい。これから何が起こるのか、いったいどうなってしまうのか、何も分からない。分からないのにひとりきりにされるなんて、怖くてたまらない。

　匡一郎はぐっと唇を引き結んだ。

「洞窟を進めばどちらかの島に着く。白樂島に着けば父上がいらっしゃる。おまえはひとりではない」

「兄さま」

　顔を歪ませ泣く寸すん前ぜんの花菜を匡一郎は見下ろし、くすりと笑いを漏もらした。

　それは最近見ることのなかった、悪いた戯ずらめかしたもので、花菜ははっとその笑みに目を奪うばわれる。

「ついこの前までは、舟が転てん覆ぷくしても父上を助けに参まいると勇いさましいことを言っていたのは誰だ？」

　ちょい、と刀を持たない方の手で頰ほおを撫なでられる。

「兄さま……」

「おまえはそんな弱虫ではないだろう？」

「……」

　花菜を試ためしているのではない。花菜を信じているからこその言葉だった。

「行けるな？」

　真まっ直すぐな瞳で覗きこまれた花菜は、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよし、だがこくりとうなずいた。

　信しん頼らいを裏切るわけにはいかない。裏切りたくない。

　花菜は匡一郎にとって、誰よりも何よりも負けない存在でありたい。

「それでこそ俺の花菜だ」

　そんな恥はずかしいことを告げた唇が、一瞬だけ花菜の唇に触れた。

「───」

「すぐに参る。だがもし穢れと相あい対たいしたら、篆書の術を使え。俺や父上が使っていた時のことを思い出すんだ」

「わたしにはまだ無理で……」

「おまえならばできる。絶対だ」

「……」

　自分自身を信じられなくても、匡一郎の言葉は信じよう。

「ゆけ」

「はい」

　花菜は再びうなずき、その場から走りだした。

　一度だけ振り返る。

　島民のひとりと斬り結んだかと思うと、疾しつ風ぷう迅じん雷らい、剣を振り下ろしていた。

　二人目、三人目、いずれも匡一郎は一撃で倒している。

　匡一郎に敵かなう島民などいないだろう。

　あの黒い揺らぎにだって、負けるはずがない。

　不安になど陥ったりしない。すぐに匡一郎はやってきてくれるはずだから。

　花菜はもう振り返らず、小滝を目指した。










　追いかけてきた三十人あまりの島民たちは、すべて獣らに操あやつられている。

　背後の黒い揺らぎがその証しよう拠こだ。

　───忌いま々いましい獣どもが。

　匡一郎は低く呟つぶやきながら、操られている島民たちを峰みね打うちですべて身動きできなくさせた。そして、

「神結島の島民を操る白き蛇じや巳みを祓え。───【散さん】」

　静かにそう告げると、構えた太刀の鍔の下に埋めこまれた黒い玉が鈍い光を放つ。

　その光が太刀を包つつみこんだところで、匡一郎は振り下ろした。

『────っ!!』

　声なき声が、その場に響き渡り……島民たちはその場にぐったりと倒れ伏ふした。

　ひと息ついた匡一郎は、だがすぐさま油ゆ断だんなく剣を構え直した。

　神社のある方からやってくるのは、笠かさを被った女だ。

　豪ごう奢しやな袿うちきの裾すそが雨と泥に汚よごれるのも構わず、ゆっくりとした足取りで歩み寄り、匡一郎と相対した。

「綾女殿」

　黒々とした美しい髪かみ、静かな佇たたずまい、しっとりと色を含ふくんだ薄い唇───そのどれもがいつもと同じなのに、瞳だけが違う。

　真しん紅くの双そう眸ぼうを細め、綾女はにこりと微笑ほほえむ。

「いや、綾女殿ではないな。───蛇巳か」

　吐き捨てるようにその名を呼ぶと、綾女の顔がにい、と歪んだ。

【久しぶりよの。このようなところで何をしているかと思ったら、人如ごときにいいように使われておるのか。そなたともあろう者が、ずいぶんと円くなったものだ】

　ふ、ふ、と笑うのは以前とまるで変わりがないなと、匡一郎は苦く唇を歪める。
















「貴様こそ人を介かいしてしか動けないとは、前の御子との戦いでボロボロにされたのだろう。いいざまだな」

　綾女の内にいる獣───蛇巳はうっすらと目を眇すがめた。

【これはこれで便利だえ。人間の中は存外心地ここち好よい。特にこの娘の中はな】

「……」

【この娘はそなたのことが好きで好きでたまらないらしい。報むくわれない恋に心を澱よどませ、我を引き寄せた。ほんに人の澱みは心地好いのお】

　ふ、ふ、とまた笑う。

「そこから出てゆく気はないか」

【たとえ今我を祓ったとしても、またこの娘は我を呼ぶえ。そなたとて分かっているであろう。二度も我が憑いたのは、この娘のそなたへの恋心ゆえ。その想いを昇しよう華かせねば、いくらでも、何度でも我を呼ぶ】

「貴き様さま自身を滅するのはさほど難しくはないぞ」

【やってみるがいい。難しくはなくとも時間はかかろうぞ。その間にそなたの可愛いあの娘は、ほかの獣どもに喰くわれてしまうかもしれぬがな】

「花菜はそんなに弱くはないさ。貴様をまずなんとかしておかないと、後々面倒なことになりそうだからな」

　だからあえて花菜から離れ、ここで蛇巳を待ち構えていたのだ。

　獣自身が鳥居を越えてやってくることはできない。だが人に己を認みとめさせ、そして憑くことを了りよう承しようさせた時、意識だけはその人物と同化して鳥居を潜くぐることができるのだ。

　獣どもの中でも一番狡こう猾かつな蛇巳が奸計を用もちいてやってくることを、匡一郎は見抜いていた。

【どうじゃろうのう？　いぎたない鼠そ魂こん辺りが、そのへんをちょろちょろしておるようだぞえ。千生音の娘を齧かじりたくてたまらぬ様子じゃったがのう】

　匡一郎は蛇巳に向けて、太刀を構えた。

「綾女の内に巣くう獣蛇巳を祓え。───【滅】」

　剣から放たれた光の矢は、過あやまたず綾女の身に命中する。

　ぐらり、と華きや奢しやな身体が揺れ……だが、その顔から笑みは剝はがれない。

【無む駄だじゃ。この娘は我を離そうとせん。無理に落とそうとすれば、娘とて無事ではいられんぞえ】

　蛇巳に操られた綾女の手が、ふらりと上がった。その手に似つかわしくない金こん色じきの太刀が握られている。

　太刀を構えると、普段の淑しとやかさを微み塵じんも感じさせない、素す早ばやい動きで打ちかかってきた。

　受けた匡一郎は、尋じん常じようならざる怪かい力りきの蛇巳に押され、一歩後ずさった。

【おやまあ、人として過ごしすぎたのではないかえ。ずいぶんと力が落ちているようじゃのう】

「……っ」

　蛇巳を睨み据えた匡一郎は、ぐっと力を込め、相手を突き放した。一いち撃げき、二撃、全力で打ち合うが、綾女の細い腕はそれを難なく受け止め、それどころか匡一郎を押す勢いだ。

　だが匡一郎は気づいていた。

　鋭い気合を込めて刀を交まじわらせているうちに、少しずつ蛇巳が押されていっていることを。

　いくら蛇巳自身が怪力の持ち主であったとしても、宿やど主ぬしである綾女は花菜のように剣の打ち合いなど一度もしたことのない娘なのだ。

　本来ならば匡一郎の重い一撃を軽々と受け止めることなど無茶なのに、それを無理やりさせられているのだから、次し第だいにその腕から力が抜けていくのは当然のことだった。

　何度目かの打ち合いの直後、蛇巳はとうとうその場に尻しり餅もちをついて倒れこんでしまう。

　その隙すきを、匡一郎が見み逃のがすはずもなかった。右手で素早く空に文字を書く。

「綾女の内に巣くう獣蛇巳を縛しばれ。───【縛】！」

　途端、蛇巳の身体がぴくりとも動かなくなる。

【……っ】

「追い出すことはできずとも、綾女殿の身体ごと縛るのは可能だな」

　匡一郎はそう言って近づくと、紅あかい目を覗きこんだ。

「綾女殿の内から出てゆく気はないか、蛇巳」

【ほ、ほ。先刻も申したじゃろう。この娘が我を離そうとせんのじゃ】

「綾女殿、俺の声は聞こえぬか。出てきてくれ」

　紅い目の奥に隠かくれている綾女に向けて、匡一郎は囁ささやくように呼ぶ。

　深く、深く、魂たましいの内にまで届けとばかりに見据えると、ゆらりと紅い目が揺らいだ。

　揺らぎはじわじわと増してゆき、そうして黒い瞳へと変化した。

「匡一郎、さま」

　綾女本来の黒い瞳に戻るなり、涙が溢あふれ出た。

「匡一郎さま、わたしは……」

　匡一郎が静かに【解】と口にした途端、身体の自由を取り戻した彼女は剣を放り出し、ぎゅっと縋りついてきた。

「わたしを妻にしてください。わたしは匡一郎さまを好いております。匡一郎さまが誰を一番好きでも構わない。だからわたしを、妻にしてくださいませ……！」

　首に回った腕は細く、震ふるえている。

　必死なそのさまはほかの者が見れば哀あわれだと思うだろうが、匡一郎が絆ほだされることはない。

「貴方あなたの性しようが人ではないことも存ぞんじております。それでも構わない、貴方と添そい遂とげたいのです……！」

　ふ、と匡一郎の目が大きく見開かれた。

「花菜は知らないのでしょう？　貴方が本当は人ではなく、言霊の輪に繫がれた獣のひとりであることを────」










　匡一郎が言っていた、小滝の脇の穴はすぐに見つかった。

「せ、狭せまい……。通れるかしら」

　そろりと顔を中に突っこんでみると、中はぼんやりと明るかった。

「……ここを、わたしは知っていた……？」

　でも覚えていない。

　なぜだろう、と考えこみそうになった花菜だったが、すぐさまそれどころではないと首を振る。手にしていた前天冠が邪魔なので額につけると、思いきってぐいと身体を押しこんでみた。

　ごつごつとした岩に肌を擦こすりながらも、なんとか中に入ることに成功する。

「入れた」

　ほっと息をつくと、前方の洞窟に目を向けた。

「ここで兄さまを待っていようかしら……」

　ここならば、黒い揺らぎに憑かれた島民たちにも見つからないのではないかと考えた花菜だったが、不意に額が熱くなるのを感じて微かすかに目を細めた。

「……【鼠】、【魂】……？」

　浮かんだ文字をそのまま口にしたその時、洞窟の奥の暗がりに、小さな紅い何かが出現した。

　ひとつふたつではない。夥おびただしいほどの紅いそれは、まるで動物の目のようで、花菜は背筋を凍こおらせた。

【いたぞ】

【いたぞ】

【白き髪の御子。千生音の娘だ！】

　きぃきぃと囁く声は、漣さざなみのように花菜へと向かってくる。

　チチッ、と鳴き声がしたかと思うと、花菜に白く小さな何かが飛びかかってきた。

「あっ！」

　危あやうく避けてその小さなものへ、懸けん命めいに目を凝こらす。

「ねずみ……！」

　それは右耳の欠かけた、紅い目をした鼠だった。一匹ではない。紅いのは鼠たちの目で、その場を覆おおい尽くさんばかりの数だ。

　数百は下くだらないだろう。

「……ぁ、あ」

　鼠たちはじわじわと花菜の足元へ押し寄せてくる。その、ぞっとするほどの数の鼠たちに総そう毛け立だつ。

　このままここにいては駄目……！

　花菜はきゅっと唇を引き結ぶと、洞窟の奥に向けて、全速力で走った。

　足元の鼠を気にしてなどいられない。何匹かは蹴け飛とばしてしまったが、構わず仄ほの明るい洞窟内をひたすらに走った。

【逃げたぞ】

【逃げた】

【喰いつけ！】

「冗談じゃないわよ……！」

　あんな大量の鼠に喰くいつかれたら、骨しか、いや、骨だって残らないかもしれない。

　そんな死にざま、本当に冗談ではない。

　花菜は竦みそうになる身体を無理やり叱しつ咤たし、走り続ける。

　洞窟内は走りやすいとは決して言えなかったが、いつも森の中で鍛たん錬れんをしている花菜にとっては、多少の岩場など障害というほどのものではなかった。

　下り坂が多いから、転げ落ちることだけを注意して、花菜はひたすら走り続ける。

　途中、分かれ道があった。

　きっとどちらかの島に続く道なのだろう。

　迷まよう時間はなかった。足の赴おもむくまま、花菜は左側の道へと進む。

【シャアッ！】

「あっ！」

　飛びついてきた鼠が花菜の肩に喰いついた。

　痛い、というより熱くて、そしてそれ以上に怖くて、花菜は夢中でその鼠を叩たたき落とした。

【ギャッ】

　ごつごつした岩場に叩きつけられた仲間の鼠を顧かえりみることなく、次から次へと花菜に飛びかかってくる。

「厭っ！」

　足を、腕を鋭い歯が掠かすめ、花菜の肌からうっすらと血が滲にじんだ。

「やめて、───助けて！」

　兄さま、父上、と叫んでも、ここには自分しかいない。

　自分でどうにかしなければ、鼠たちに喰われてしまう。

『おまえならばできる。絶対だ』

　その時、花菜の耳に匡一郎の言葉がはっきりと聞こえた。

　できる？　できるの、わたしにも？

　分からない。でもどうにかしなければならない。

　先刻頭の中に浮かんだ【鼠魂】は、この鼠たちの名前に違いない。

　花菜は震える指先で、空に炎と書いた。

「鼠魂へと向かえ。───【炎】！」

　叫びざま花菜は腰刀を抜き、真っ直ぐに振り下ろした。

　すると───。

　花菜愛用の白い刀が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれた！

　そしてその場にいた幾百もの鼠たちに炎が撒き散ちらされ……勢いよく燃え盛さかった。

【ギャアアアアア───ッ！】

　耳を劈つんざく恐ろしい悲鳴に、花菜はひ、と耳を塞ふさぐ。だが瞳は炎に焼かれてゆく鼠たちをしっかりと見据えていた。

【おのれ、千生音の子よ。此こ度たびもまた、命を奪とれなかったか……】

「……此度もまた、……また？」

　鼠たちは白はく馬ばの時同様、どんどん小さくなってゆき、そしてさほど時間をかけずに、その場から消え失せた。

　しん、とその場は静けさに包まれる。

　花菜は安あん堵どのあまり、座りこんでしまった。

「……できた。わたしにも、できたわ」

　匡一郎の言うとおりだった。自分にもできたのだ。

　花菜は激はげしく波打つ胸をそっと押さえ、長いため息をついた。

　やがて落ち着いた花菜は立ち上がり、あらためて周囲を見回した。

　白っぽい岩に包まれた洞窟は湿しめっているが、不快に思うほどではない。雨がしのげるだけましだろう。

　この場に留とどまるか先へ進むか少しだけ迷って、進むことに決めた。というのも、ほんのすぐ前方から、真っ直ぐな光が射しこんできていたからだ。

　きっと島はすぐそこ。

　花菜は前天冠に手をやり、御神体である珠たまに触れてみた。

　温ぬくもりを感じる。

「この御神体をつけていたから、篆書の術が使えたの……？　それに名前を呼んだわ」

　今と以前練習をした時と違うことといえば、前天冠をつけていたかいなかったか、獣の名を叫んだか否いなか、だ。だが匡一郎に縛をかけられた時、花菜は前天冠をつけていなかったけれど、縛を解くことができた。───ということは。

「相手を特定して初めて、効果を得ることができるのかもしれない……」

　確かにそうだ。匡一郎や彪吾は、篆書で攻こう撃げきをする時、必ず相手の名を呼んでいた。

　この御神体があれば、名を知ることができる。そして名を知れば、獣たちが襲ってきても攻撃をすることができるのかもしれない。

　指先に伝わる温もりに勇気を得て、花菜は前へと進んだ。




　洞窟から這はい出るなり、花菜はああ、と目を瞠みはった。

　風が強い。だが雨は一粒も降っていなかった。

「神結島から見た時には沈しずみかけていたのに……あれはいったい」

　花菜は背後にある神結島を振り返り、そしてはっと息をのんだ。

　目の前には、かつて見たことのない光景が広がっていた。

　神結島の上に暗あん雲うんが立ちこめ、島の上だけに雨を降らせているのだ。

　周囲には嵐のような風の渦うずがいくつも見える。外から島へ近づくことができないようにだろうか、島の周りの海だけが荒あれに荒れていた。

「……これも言霊の輪に繫がれた獣の仕し業わざなの？」

　天候までも支配する獣……。それはもはや神と同列の存在なのではないか。

　山の天辺から周囲を見回した時、今にも白樂島は沈みそうになっていた。でもここは雨など降っておらず、どこまでもさらさらと乾いている。

「ここは、黒貴島？　白樂島ではないの？」

　彪吾がいるかもしれない、という期待は裏切られ、がっくりと肩を落とした。

【いいや、ここは白樂島さ】

　不意に聞こえてきた声にぎょっとして振り返った途端、何者かに乱暴に突き飛ばされた。

「あっ！」

　草むらに転がった花菜は慌あわてて顔を上げたが、のしかかられて身じろぐことすらできない。視線を上げ、その場で絶句した。

【よお千生音の娘】

　白地に黒い模も様ようが浮かぶ毛、真っ黒な瞳、そして鋭い爪……。

　これまで見たこともない───いや、あの悪夢の中で見たことがある。

　白く、巨大な、獣。

　大陸ではその獣を白びやつ虎こと呼ぶが、花菜は獣の名を知らなかった。ただ、御神体の珠を通して知った名、それは。

「『王おう』、『虎こ』……？」

　脳のう裏りに浮かんだ名を呟くと、

【おう、その名を知っているか】

　笑ったのだろうか、口こう角かくがじわりと上がる。

【まあいい。なあ千生音の娘。ちょっくらここで死んでみるか？】

　限界まで見開かれた花菜の目に、鋭く大きな爪が映った。
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「貴方あなたが本当は人ではなく、言こと霊だまの輪わに繫つながれた獣けもののひとりであることを」

　薄い唇くちびるからひっそりと漏もれた言葉に、匡きよう一いち郎ろうはすう、と目を細めた。

「でもわたし、貴方の性しようがなんであろうと気にしません。貴方の傍そばにいたいのです。お願いです、どうかお傍に置いてください」

　縋すがる綾あや女めの細い腕うで。微かすかに震ふるえる女の身体を、普通の男ならばいじらしいと感じるだろう。だが匡一郎は綾女の肩を摑つかむと、ぐいと引き離はなした。

「俺の性を知っている？」

　その顔に浮かぶのは冷笑だ。綾女は匡一郎を見るなり、はっと身を強こわ張ばらせた。

　これまで見たことのない冷たい表情を向けられてひるんだことを、綾女はすぐさま恥はじた。そして唇くちびるを強く引き結むすぶと、はい、とうなずく。

「存ぞんじております。それでもなお、わたしは───」

「いいや、知らない。蛇じや巳みにただ言葉で聞かされただけだろう。実際に見たこともないのに、軽々しくそのようなことを口にするのではない」

「ではお見せください、貴方の性を！」

「……」

　ふ、とため息をつかれた。それでも強ごう情じように匡一郎を見つめていると。

　いとしい男の背後から、うっすらと揺ゆらぎが立ち上のぼる。その揺らぎは黒い炎のようにゆらりゆらりと揺れながら少しずつ闇やみを濃こくし、ついには巨大な影かげとなって、匡一郎を象かたどった。

「あ────」

　その影の巨大さを目にしただけで綾女は言葉を失うしない、その場にへたりこんだ。

　匡一郎はただその場で静かに綾女を見下ろすだけなのに、まるで物理的な何かできつく縛いましめられているように、身動きひとつすることができない。

　なんという禍まが々まがしい闇なの。夜の闇や目を閉とじれば生じる闇とは根こん本ぽんから違ちがう、身体の芯しんから凍こおらせる、怖おぞ気けが立つほどの、圧倒的なまでの闇。

　───怖こわ、い……。

　綾女は蒼そう白はくとなって唇を震わせる。その震えは一瞬のうちに全身を駆かけ巡めぐり、目を開けていることさえできなかった。

　その場にうずくまった綾女を冷ひややかに見下ろすと、匡一郎は静かに告つげた。

「俺の性は唯たた人びとに受け止められるものではない。綾女殿、俺のことは忘れなさい」

　綾女はぐっと唇を嚙かみしめ、震える瞼まぶたを無理やりこじ開けた。そして匡一郎をキッと睨にらみつける。

「───では花菜ならば受け止められると、そう申もうされるのですか！」

　ふ、と匡一郎の揺らぎが小さくなった。

「そうだ。花菜が俺に名を与あたえ、闇ごと俺を引き受けてくれた。だからこそ俺はこの場にいられる。言霊の輪から離れ、千生音への憎にくしみから解き放たれた」

　見下ろす瞳は、花菜のことを話す時だけ和やわらいだ。獣ではなく人として在あれるのは、花菜の存在が不可欠であり、花菜しか匡一郎の隣となりにはいられないのだ、と。

　聡そう明めいな綾女はそれを思い知った。

　瞳から力は失われ、その縁ふちからぽたりと涙が零こぼれ落ちた。嗚お咽えつが喉のどから溢れ、いくつもの雫しずくを地に落とす。

　力なく頽くずおれる綾女の身体から、淡あわい揺らぎが立ち上った。

　匡一郎への執しゆう着ちやくを諦あきらめたために、綾女が内に宿やどる蛇巳を拒きよ絶ぜつしはじめたのだろう。

　匡一郎はそれを待っていた。

「綾女の内に巣くう獣蛇巳を祓え。───【滅】！」

【ああああああああ────っ！】

　綾女の唇から、悲鳴が溢れ零れた。だがそれは綾女自身の叫さけびではなく、蛇巳のものだ。

【おのれ龍りゆう王おう。千生音に与くみするとは、やはり同じ龍の性ゆえか……！】

「千生音に与したわけではない。花菜の傍にいるためだ」

　静かに告げる匡一郎へ、蛇巳の憤ふん怒ぬに塗まみれた鋭するどい瞳が向かう。綾女の身体が纏まとう黒い揺らぎはどんどん小さくなってゆき、だが消える寸すん前ぜん、にい、と笑った。

【ははははっ、言霊の輪から離れた？　本当にそう思うておるのか】

「事実だ」

【いいや、違う。貴様はまだ言霊の輪から外はずれてはおらぬ。その証しよう拠こに、ほうら】

「───っ！」

　匡一郎の身を、背の闇がじわじわと侵しん食しよくしてきた。

【再び性を現あらわしたのが悪かったのう。貴様の闇はこれまで押さえつけられていた分、外に出たくてたまらぬようじゃ】

　嬉うれしげに笑う蛇巳を睨みつけ、匡一郎は己おのれの内の闇を押さえこもうと意識を集中した。

【まだまだ子供じゃのう、龍王】

　ひび割れた声が聞こえてきた刹せつ那な───匡一郎は蛇巳の持つ太た刀ちに、身体を貫つらぬかれた。

　腹はらに刺ささる太刀。溢れ出る血。

【繫がったぞえ、龍王。貴様と我の言霊の輪が】

　ふ、ふ、と笑う蛇巳の邪じや悪あくな笑みが、匡一郎の目に映うつった最後の現うつつだった。










　王おう虎この爪つめが目前に迫せまっているのに、花菜は避さけることはおろか目を閉じることすらできなかった。

「───っ！」

　裂さかれる……。

　花菜は己の死を覚かく悟ごする。

　だが爪は花菜の鼻先わずか一いち分ぶのところでぴたりと止まった。それどころか押さえこんでいた四し肢しを退しりぞけ、花菜を自由にさえした。

「……な、……」

【ただ狩かっちまうのはつまんねえな。なあ、ちょっと遊ぼうぜ】

「な、んですって……？」

【だから遊んでやろうって言ってんのさ。逃げ切れたらてめえの命を奪うばうのは待ってやる。ほら、逃げてみろ】

　王虎はそう言うと花菜を転ころがした。

「ああっ」

　草むらの中をごろごろと転がり、王虎と一いつ間けんほど距きよ離りが開く。

　花菜は急いで立ち上がると、見上げるほど大きな獣を鋭く睨みつけた。

　なんの気き紛まぐれか知らないが、逃げてみろというのなら逃げ切ってみせる。そして遊び心を出したことを後こう悔かいさせてやろう。

　そう強く決意する。

【拾じゆう待ってやろう。早く逃げろー】

　壱いちー、弐にー、参さんー、肆しー、と数えはじめる獣に、莫ば迦かにしている！　と憤ふん慨がいした花菜だったが、すぐさま余よ計けいなことを考えずに全速力で走った。

　白はく樂らく島はなだらかな地形で、海岸の少し手前まで草原が延えん々えんと続いている。

　隠かくれる場所といえば、花菜がやってきた洞どう窟くつか、今走っている先にある、緩ゆるやかな丘くらいしかない。

　丘の手前には鳥とり居いが、その鳥居の先に祠ほこらがある。

　祠といえば、───父上！

　希望を見出した花菜の顔がぱっと明るくなる。

　それに鳥居の内側に入れば、あの獣はやってこれないのではないの？　と、そのことに気づいた花菜の足は、さらに走る速度を増した。

　だが、

【人間ってえのはこっちがびっくりしちまうくらい、足が遅おそいねえ】

　はっと振り向いた花菜の視界に、白と黒のふさふさとした毛が迫っていた。

「っ、」

　電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで刀を抜ぬいた花菜は、振り下ろされた爪と爪の間に刀を食いこませ、漸ようよう攻こう撃げきを受け止めた。

「あ、あっ」

　けれど力では圧あつ倒とう的に敵かなわない花菜は、無む造ぞう作さに爪を振られて、その場に座りこんでしまった。

【それに力も弱ぇなあ】

「……っ」

　ちょい、ちょい、とまるで力を入れずに、王虎は花菜を嬲なぶった。

　右へ左へと転がされ、草まみれにされながら、花菜はこんなにも軽くあしらわれてしまうことに、強い屈くつ辱じよくを感じる。

　悔くやしい、……悔しい！

　怖いとか命を奪われてしまうとか、そんな気持ちより、簡単に扱あつかわれることが我が慢まんできなかった。

「白き獣王虎へ向かえ。───【炎】！」

【ぅおっ？】

　ぱぁっと炎が散ちり、王虎の毛をわずかばかり焼いたその隙すきを逃のがさず、急いで立ち上がると、王虎に向き直った。

　逃げるのは厭いやだ。戦って、倒す！

　花菜は左手で刀を構かまえ、右手で素す早ばやく【裂】、【炎】と書いた。

「白き獣王虎へ向かえ。───【裂炎】！」

【ぉうわっ！】

　奇き妙みような声をあげた王虎は、見事なほどの素早さで炎を避さけ、次いで己の身を裂く衝しよう撃げきをも躱かわした。

「……っ！」

　王虎が体たい勢せいを整ととのえる前に、逆さか手てに持った刀を振り切り、なおも後ずさる獣に向けて、もう一度渾こん身しんの炎の攻撃をぶつけた。

【グガァァァッ！】

　王虎はそれすらも躱し、牙を剝むき出しにした。

【ちょろちょろうぜえっ！】

　ドンッ、と花菜の胸に強い衝撃が生じた。

「あ……っ！」

　王虎の前まえ肢あしが花菜の胸を直撃し、背中からもろに倒れてしまった。

「……っ痛ぅ」

　背を強打し、一瞬目の前が真っ暗になった。そしてその、瞬またたきする間に、花菜は獣に再びのしかかられていた。

「……」

　喉元に突きつけられた牙。爛らん々らんと光る黒々とした瞳。

　───喰く、わ、れ、る。

　花菜の身体は、絶望に硬こう直ちよくした。

　ぐう、と王虎の口が大きく開かれ、そして────

「櫟あららぎ、やめろ！」

『あららぎ』……？

　それは猫ねこの名。そしてその名を呼ぶ、聞くも懐なつかしい声は幻げん聴ちよう？

　そう思ったところで、花菜はすう、と意識を失った。













　ここは、どこ？

　ぽかりと開いた瞳に映るのは、恐おそらく天井だ。

　仄ほの暗い場所に横たえられていることは理解できるが、場所が分からなかった。

「花菜？」

　枕元から声がした。その声の方へ顔を向けた瞬間、花菜の目からどっと涙が溢れた。

「───父上……っ」

　起き上がるなり、花菜は父、彪ひよう吾ごに飛びついた。

「花菜」

　しっかりと抱だきしめられて、安あん堵どのあまり身体からへなへなと力が抜ける。涙は止まらず、しゃくりあげるような声が溢れ、それを止める術すべもなく、また止めようとも思わなかった。

「悪かった、花菜。こんな目に遭あわせて」

「どうして、戻ってきてくれなかったのですか？　わたしっ、兄さまも、ずっと心配……っ、してっ」

　言葉が変に飛んでしまうが、言いたいことは十分伝つたわったのだろう、彪吾はぎゅう、と娘を抱きしめた。

「なあなあ、もう離れろよー。いくら感動の親子の再会だからって、俺を仲間外れにすんなって」

　急に砕くだけた声がふたりの間から聞こえ、父とふたりきりと思っていた花菜はぎょっとした。

　急いで声の方を見るなり、花菜は言葉を失う。

　───ばさらだわ……！

　なんという派は手でな出いで立たちだろう。

　年の頃は二十はたちくらいだろうか。白と黒交まじりの結ゆった髪かみはざんばら、眉み間けんには派手な刀傷、口からは牙のように尖とがった歯が覗のぞいている。

　花菜が目を瞠みはったのは、着ているものだ。

　袴はかまも穿はいていない、小こ袖そでのみ。しかもその小袖が、片袖は黒なのに、もう片方の袖は今いま様よう色。さらには派手な金きん糸しで鳳ほう凰おうがびっしりと刺し繡しゆうされているという、とんでもない代しろ物ものだったのだ。

　こんなふうに普通ではない格かつ好こうをあえてしている人々を、流は行やり言葉で『ばさら』と呼ぶのだという。

　花菜は初めて目にする『ばさら』な男から視線を離せなかった。

「貴様は少し黙っていろ、櫟」

　叱しつ責せきする父の声が、いつもよりひどく低く、花菜はやっと我に返った。

「あの、父上……。この方は、というか、櫟、って……」

「この方などと言わなくていい。ただのいぎたない獣だ」

　あまりにも容よう赦しやない言いように言葉を詰まらせた花菜だったが、娘に対しては、彪吾はあくまでもいつもどおりだ。花菜の乱れた髪を、やさしく梳すいてくれる。

「なあなあ、許ゆるしてくれよ、彪吾ー。おまえの娘を勝手に襲おそったのは謝あやまるから、なっ！」

「───襲った。って……」

　不ふ穏おんなその言葉に、花菜がちらりと『ばさら』な男に視線を向ける。

　今気づいたが、その白と黒交じりの髪の毛を、どうも見たような気がする。じい、と男を見み据すえ、そうしてまさか、と目を瞠った。

「王虎、え、うそ、櫟……!?」

「当たり。意外と鋭いな、彪吾の養やしない子は」

　にい、と笑うばさらな男───王虎を見たまま、花菜はまたしても言葉を失った。










「───つまり櫟は猫ではなく、王虎であり今ここにいる男でもあるわけですか」

「……そういうことになるね」

「そして父上が月に一度この白樂島へ来るのは、王虎のためなのですね」

「そうそう。ずーっとあんなちっこい眷けん属ぞくの中に入っていると、窮きゆう屈くつで仕し方かたがねえんだよ。だけど王虎の大きさだと島の奴らがびっくりするし、人ひと形がたじゃあ傍にいるのがいたたまれないとかなんとかで、猫の中に入ってろって言うしよお。たまに大きくさせてくれないと、神かみ結むすび島の島民を襲っちまうぞって脅おどしてんだ」

「だったら白樂島でひとりおとなしくしていたらいいんじゃないかしら？」

　このばさらでお喋しやべりな男が、あの可か愛わいらしい櫟だなんて信じたくなくて、自然と口調が鋭くなる。

「こーんななんもない島でひとりきりなんてつまらないじゃないか……！　本当は彪吾とこの島にずっといたいんだけど、それは駄だ目めだって言われるし」

「当然だわ。父上は渡わたさないから！」

　そう言ってぐい、と彪吾の腕にしがみついた花菜を、王虎は剣けん吞のんな目で睨みつけた。

「彪吾にべたべたすんなよ。喰っちまうぞ」

「櫟」

　じろりと彪吾に睨まれた途と端たん、きゅう、と王虎は肩を落とした。

　浅黒い肌はだに立りつ派ぱな体格、彪吾より背せ丈たけも高いのに、叱しかられてしょんぼりするさまは、まるで子供のようだ。
















「それでも毎回、一昼夜で神結島に戻ってくるのに、今回に限ってどうしてそうしてくれなかったの」

「そりゃあ、言霊の輪に繫がれた獣どもがやってくることが分かっていたからさ。彪吾をそのまま帰しちまったら、彪吾があいつらと戦うことになる。同じ千生音の子であるおまえは、大事に神社の奥に仕し舞まっておいてな。だから彪吾は俺が大事に隠しておいたんだよ」

　大事に、とは王虎の勝手な弁べんで、どうやら彪吾が外に出られないよう、汚きたない手段を使って閉じこめていたようだ。

　王虎が彪吾に執着しているのはよく分かるのだが……。

「そもそも父上と王虎はどういった関係なのです。……父上」

　王虎が口を挟はさみかけたところで、花菜はくるりと父に向き合った。

「櫟もまた言霊の輪に繫がれた獣だった。その輪から外したのがわたしだったのだよ」

「輪から外した……？」

　それはどういう意味なのだろう。

　彪吾はひとつ息をつくと、最初から話そう、と居い住ずまいを正した。それを見た花菜もまた、す、と背せ筋すじを伸ばす。

「そうだね、まずは神結神社に奉まつられる白き龍の女神、千生音のことから話そうか」

　長い話の、始まりだった。










　今を遡さかのぼること、数千年前のことだ。

　人と神はある時代には共存し、またある時代には反はん目もくし合うという歴史を繰くり返してきた。

　人にとって神は畏い怖ふすべきもの、尊そん敬けいの対象、あるいは恵めぐみを齎もたらしてくれるありがたい存在。だが同時に、人々の暮らしを脅おびやかし、力あるゆえに簡単に人を破は滅めつへと追いこみ、殺し、喰う、真逆の存在でもあった。

　千生音が誕生したのは、ちょうど人と神が相あい容いれず諍いさかいを起こすばかりの頃だった。

　千生音は人が好きだった。いとおしいと思っていた。

　なぜだろう。

　小さくか弱きその存在は、千生音がひと息吹ふきかけるだけで絶命し、爪でそっと引っ搔かくだけで身体はバラバラに散らばる。

　なんと弱き者たちよ。

　力もない、なのに人は荒あら御み魂たまを擁ようする神の暴ぼう虐ぎやくに立ち向かい、小さな命をかけて立ち向かう。

　勇ゆう敢かんというべきか無む謀ぼうというべきか。

　力は弱いが心は強い。

　そんな人を見ているのが好きなのかもしれないわ。

　千生音は常々そう思っては、人の力の及およばぬ空の上で吞のん気きに彼らの生活を眺ながめていた。

　のんびり屋の千生音は、千年ほど人々の営いとなみをただ見て過ごしていた。

【千生音はどうしてそんなに人を見るのが好きなんだ。あんなちっぽけなものを】

　そう訊きいてきたのは、千生音の同どう胞ほうで、つい百年ほど前に生まれた子供の龍だ。

【あらちっぽけだからって侮あなどってはいけないわ。彼らの一生はわたしたちにとって瞬きひとつする間に終わってしまうけれど、それでも一生は一生なのよ。懸けん命めいに生きている姿はとても清すが々すがしいわ】

　だが幼い同胞は、まったく理解できないようで、くしゃりと眉間に皺しわを寄せた。

【みんなが言ってる。千生音はおかしいって。慈と死の女神で、慈の方は惜おしげもなく与えるくせに、死を与える時はいつだって泣いているんだって。死なんて当たり前にあるんだから、泣いたりせずにさっさと与えてしまえばいいんだ】

【まあ龍りゆう王おう。そんなことを言ってはいけないわ。死はとても大切なもの。当たり前にあるというのも、確かにそうだけれど、死はひとつの終わりなのだからそう簡単に扱ってはいけないものなのよ】

【簡単だろうとそうでなかろうと、死は死だ】

　ぷいとそっぽを向く子供の龍に、千生音はくすりと笑った。




　それからさらに五百年ほどがたった頃のことだ。

　相変わらず人の生き死にを飽あきず見ていた千生音は、ひとりの人間の男に心を奪われた。

　男は物静かな人物だった。勉学に励はげみ、知ち恵えは当代随ずい一いつと言われていた。美しく、なのに勇敢でとても強かった。

　多くは語らない。だがその瞳は慈じ愛あいに溢れ、己の幸福より他者の幸福を願った。

　顔立ちばかりでなく、心根も美しい男だった。

　冠かむ威いという名のその男に心を奪われた千生音は、人の住む地へと足をつけた。

　白き髪の女神は人の目にはあまりにも眩まばゆく、決して視線は交まじわらない。

　けれど冠威は違った。

　女神千生音の瞳を真っ直ぐに見つめ、触ふれ、微笑ほほえんだ。

　千生音は冠威を愛した。

　己の性は龍であり女神であり人ではない。千生音が過ごす一瞬が人の一生。

　寂さびしい。

　けれど出会わない方がよかった、なんて思わなかった。

　心の底からいとおしい、愛する人。その想いを知ることができて、慈の女神はますます愛の心を深めた。

　それはもう、神とはいえないほどに、深く、深く。




【千生音はまた人に現うつつを抜かしているようじゃねえ】

【あんなちっぽけな存在にいちいち慈を向けるなんて、莫迦な女神だ】

【こざかしい人間どもに囚とらわれるなど、神としていかがなものか】

【つまらねえなあ。最近人を狩ってねえから身体が鈍にぶって仕方がねえや】

【ならばちょいと我らで狩るのはどうだ？】

【そりゃあ面おも白しれえ。乗った！】




　神々の数、わずか十二。だが人々にとっては、たった一柱はしらですら、国ひとつを滅ほろぼされるほどの脅きよう威いだった。

　神と人の力の差はそれほどに開いているのだ。

　だから十二柱が戯たわむれに襲ったその国では、ほんのわずかな人しか生き残れず、ほとんどが望のぞまない必要ない死を迎むかえた。

　その死を迎えた人々の中に、千生音が愛した冠威がいたことが、十二柱のこれからの運命を決めた。




　千生音は慈の女神であると同時に、死の女神でもあった。

　一度身体を壊こわされた人が生き返ることはできない。死を与えなければ魂は彷徨さまよい続け、澱よどみ、汚れ、終ついには永遠に生まれ変わることができなくなる。

　だからいくら嘆なげき悲しんでも、千生音は人々に死を与えなければならなかった。

　大量の人の死に、千生音は愕がく然ぜんとし、夜よな夜よな泣き濡ぬれた。

　そして死を与えた中に、情を交かわしたいとしい冠威がいたことが、和にぎ御み魂たまであるはずの千生音を荒御魂に変へん貌ぼうさせた。

【冠威、ああ、冠威───！】

【人の一生はかくも短いのに、なぜこんなにも悲ひ惨さんな最さい期ごを遂とげねばならぬ】

【なぜ、なぜ、なぜ……】

【なぜ、冠威が死なねばならないの。人が、冠威が、何をしたというの】

　戯れに人に死を押しつけ、それをなんとも思わない荒御魂の神々。

　死を迎えれば魂は巡り、また新しい生を迎える。だが強引に終わらされた人生、その代だい償しようを誰に払はらわせればいい───？

　深く深く───強い怒りを抱いた千生音は、十二柱たちを呪のろう。

　貴様らに死の安息を与えぬ。

　死の寸前まで追いこみ、それでもなお死を与えず、澱み、汚れてゆけばいい。

　永えい劫ごう、魂の奥の奥まで汚れ果はてるがいい。

　千生音の怒りは凄すさまじく、いくらでも残ざん酷こくになれた。十二の神々を嬲り、四肢をバラバラにして地に埋うめた。そこまでされても十二柱らは死ぬことができず、己の身を澱ませ、汚お泥でいにまみれ、どんどん醜みにくい存在へと変化した。

　だが神のうちの一柱が、己の肉体をバラバラにされた時、低く怨えん嗟さの言霊を吐いた。

【この場において我と同じ痛みを受けた十二の神よ。千生音の血を引く者、そのすべてに同等の痛つう苦くを与えん。四肢をバラバラにし、骨の髄ずいまで貪むさぼり喰い、やがて我らは元の身体を取り戻すのだ】

　それこそが言霊の輪。十二の神が復活を果たすまで、未来永劫縛しばりつける、負の言霊の輪だった───。










　女神千生音の話を聞き終えた花菜は、ふう、と細く長い息を吐はいた。

「十二の神々が戯れに千生音の愛する人を殺してしまった。……それが始まりなのですね」

　そう呟つぶやくと、ちらりと王虎を睨みつけた。

「どうしてそんな無体な真ま似ねをしたのよ！　なにゆえ簡単に、神は人を殺すの!?　そんなのひどすぎるわ！」

「だってその頃はよお、人間ともほかの神たちとも諍いなんてなくてさ、すげえ退たい屈くつしてたんだよ。で、誰だか忘れたけど───なんせ何千年も前のことだからなあ───、人間どもを狩ろうぜって話になって、面白そうだから参加したってわけ」

　あっけらかんと告げる王虎へ、駄目だこれは、考えが違いすぎる、と花菜はがっくり肩を落とした。

「その負の言霊を聞いた次の瞬間、千生音がこう言ったのだ。【神の呪いは千生音、そして千生音の血を引く白き髪の者により駆く逐ちくされるであろう】と」

「そうだったのですか。……それで千生音の子たちは、言霊の輪に繫がれた獣───この獣とは、元は神だったのですね───に狙われることになった、と」

　そのとおりだよ、と彪吾はうなずいた。

「それで、話は元に戻りますが……、この王虎が言霊の輪から外れることができたのはどうしてです？」

　彪吾はその問いに、深く眉間に皺を寄せた。

「花菜、ここから先は、具体的におまえにもかかわってくる事こと柄がらとなる。だから心して聞いておくれ」

　彪吾のあらたまった言葉に、花菜はこくりと息をのみ、覚悟してうなずいた。

「……はい」

「これまで千生音の子……白き髪の御み子こが生まれたことは何度もある。御子が生まれるたびに、言霊の輪に繫がれた獣たちは、意識を浮ふ上じようさせた。獣によってはずっと覚かく醒せいしている者もいるが、それはまれな存在だ。大たい抵ていは地中深くで眠りに就き、そうして時が来たら千生音の血を引く者に襲いかかる。己たちが与えられた同等の痛みを与えようとするのだ。四肢をバラバラにし、貪り喰おう、と」

　花菜は再びこくんと息をのみこむ。

「獣たちは御子を首しゆ尾びよく狩ったら、その身を十二に分ける。頭、右目、左目、鼻、右耳、左耳、右手、左手、右足、左足、白髪、胴どう、とね。奪ったそれぞれの四肢は、その獣を構成する一部になる」

　自分がバラバラにされたあの悪夢を思い出した花菜は、ぶるりと身震いをした。

　あれはやはり、過去白髪の御子の身に降りかかった現実なのだ。

　獣たちに敗ければ、四肢をバラバラにされてしまう───。

「これまで獣たちは十一の狩りに成功している。あと一度成功すれば、獣たちは元の姿に戻れるのだよ」

「……あの、父上」

「ん？」

「王虎は、どうして言霊の輪から外れることができたのか……って、もしかして、父上の目、を……」

　隻せき眼がんの父を見上げると、その顔には苦にがい笑みが張りついている。

「おまえは本当に勘かんが鋭いね」

　そのとおり、わたしの目は、櫟にやったのだよ。

　あっさりとうなずく彪吾に、花菜はきゅっと唇を嚙みしめた。

「彪吾はなあ、人間とは思えねえほど強くてな。十五になった途端先せん手て必ひつ勝しようとばかりに、この島にひとりで乗りこんできやがったのさ。それで、俺と一対一の仕合いを申しこんできてな。面おも白しれぇんで、受けて立ったのさ」

「で、負けたのでしょう？」

　そう問うと、王虎は厭そうに顔を歪めたが、そっぽを向いて、そうだよとうなずいた。

「勝ったのに父上は目をあげたのですか？」

「実はわたしには考えがあったのだよ」

　彪吾は神結神社に伝わる、言霊の輪に繫がれた獣と白髪の御子との戦いを書いた古伝を、子供の頃から読んでいた。

　古伝によれば、その理由は書かれてはいなかったが、元神たちは御子が十五前後になると、決まって襲いかかってくる。

　十五になればこの身にも同様のことが降りかかると知り、彪吾は懸命に考えたのだ。

　なんとか一柱だけでも味方につけられないだろうか。

　完全に十二の身体を集めれば、身体を集め終えていない神に比べ、神としての力は格段に違うだろう。もしかしたらその他の十一の獣たちを駆逐することができるのではないか、と。

　彪吾は白樂島に白い獣が眠っていることを書物を読んで知っていた。一番近いこともあるし、というごく単純な理由で王虎の元を訪おとずれ、一対一の対決を申しこんだのだ。

　彪吾は目もく論ろ見みどおり、王虎に勝ち、【王虎】ではなく己がつけた名を与え、【櫟】とした。名を与えるのは、即すなわちその存在を支配するための儀式だ。

　そうやって王虎こと櫟を言霊の輪から引きずり出し、己の味方につけ、まだ身体の揃そろっていないほかの獣たちを、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめした。

　それが、二十一年前のこと。

「けれど櫟を輪から外したからだろうか、言霊に齟そ齬ごが生じてしまったのか、わたしが生きている間におまえが生まれた。……白髪の御子が重かさなって生まれることはこれまでなかったから、少々焦あせったのだ。おまえをこんな戦いの中に放ほうりこみたくない。獣と千生音の子の戦いのことなど知らせず、ただ健すこやかに生きてほしい、と」

　だがそうやって何も話さなかったこと、篆てん書しよの術を教えなかったことで、おまえを余計に怖がらせ、混乱させてしまったね、と彪吾は目を伏ふせた。

「父上はわたしのことを思って、黙っていてくれたのでしょう？　なのに謝らないでください」

　彪吾に抱きついた花菜を、養い親はしっかりと引き寄せた。

「なあなあ、俺も交ぜろって！」

　のしかかってきた王虎を、彪吾は容赦なく叩く。と、王虎は痛え痛えと大おお袈げ裟さに騒さわいだ。

「……王虎って子供みたい。そんなに父上のことを独り占めしたいの？」

「当然だろう。彪吾は俺が認みとめた唯ゆい一いつの人間だ。彪吾が死んだら、俺も千生音みたいに暴あばれまくってやるからな」

「───胸を張って莫迦なことを言うんじゃない」

　呆あきれてため息をつく彪吾に、本気だぞ俺は、と食ってかかっている王虎に、かつて神であった面おも影かげは欠片かけらも見出せない。

　それでも元神だ。恐らく人ひとり殺すなど、造作もないことなのだろう。

「……王虎に勝利された父上はすごいです」

「花菜、力だけあれば勝てるというわけではないのだよ」

「それは、どういう……？」

「戦うにはここも重要、というわけだ」

　そう言って彪吾は自分の頭をこつこつと指先で叩いた。

「ああ……！」

　合が点てんがいって、花菜は思わず噴ふき出した。にこりと口元を綻ほころばせる彪吾の後ろで、『力のみ』と評された元神は、ふてくされたように頰を膨ふくらませる。

「篆書の術は、白髪の御子が千生音から授さずかった対神用の武器だ。攻撃する相手を特定し、小しよう篆てんの文字を具現化させる」

　御神体である千生音の珠は、相手の名を教えてくれる。篆書で攻撃をするには名が分かっていなければならない。

「万が一の場合に備そなえて、おまえが巫み女こ舞まいをする際にいつも使う前まえ天てん冠かんに、珠を据えておいたのだ」

「そうだったのですか」

　花菜がうなずいたその時、つい最前まで拗すねていた王虎が、ぴくりと耳を欹そばだてた。

「おうおう、来やがったぜ。獣どもがよお」

　そう言うなり、ばさら装しよう束ぞくの王虎はすっくと立ち、花菜の目の前で、あっという間に獣の姿へと変化した。

　派手な小袖が、はらりと床ゆかに落ちる。

「……っ」

「何が来た」

【妖よう馬ばと鼠そ魂こん、それに猪い貪たんだな。まあ小物だ】

　あっさりとそう言って飛び出していった王虎のあとを、花菜と彪吾は追った。

　花菜たちが今までいたのは、祠の中だったと外に出て気づいた。

　一歩祠から足を踏ふみ出したその時、ぽつりと雨が落ち、やがて視界を遮さえぎるほどの豪ごう雨うとなった。

「雨……」

　この雨が獣たちを呼ぶのだろうか。

　ぞくりと身を震わせながらも、花菜は王虎が走る先をじっと見つめた。

「兄さま……」

　今もまだ、匡一郎は島民と戦っているのだろうか。

　すぐに彪吾と共に駆けつけたい。

「父上、今兄さまは島の人たちと戦っているのです」

「匡一郎はおまえを守ったのだな」

「はい」

「不安に思うのも当然だ。だが匡一郎を信じなさい」

　彪吾はそう言うと、小さく息をついた。

「そしてこの場では花菜、おまえはわたしが守ろう。だが、万が一ということもある。戦いを知らぬより、知っていた方がいいだろう。前天冠をつけて、ついておいで」

　彪吾は静かにそう告げると、王虎を追って走りだした。










[image: ]







　土ど砂しや降ぶりの雨の中、王おう虎こは嬉き々きとして獣けものに飛びかかっていった。

　一頭の白はく馬ばと夥おびただしい数の鼠ねずみ、それから初めて見る……あれは猪い貪たんだ。前天てん冠かんにつけられた御神体が、その名を花菜に教えた。猪貪は猪いのししによく似にていて、黒い剛ごう毛もうの、丸々と太った身体をしている。

　王おう虎こと相あい対たいしている白馬───妖よう馬ばは、以前花はな菜なを襲おそった、片かた脚あしのない馬だった。

　あの時匡きよう一いち郎ろうの攻撃を受けて消しよう滅めつしたと思ったのに、再びあの巨きよ軀くを手に入れている。

『千ち生お音ねは死の神でもあり、十二の神へ、死の安息を与あたえなかった』

　彪ひよう吾ごの言葉を思い出した。

　つまり死を与えられなかったからこそ、白髪の御み子こたちが生まれるたびに獣たちの意識は覚かく醒せいし、今回のような戦いが行おこなわれてきたのだろう。

　これまでの戦いのうち、獣たちは十一回身体を手に入れたのだという。それは、白髪の御子が十一度殺されたということだ……。

　過去どれほどの血が流されたのだろう。どれほどの痛みを味わわされたのだろう。

　白髪の御子ばかりではない。今回、神かみ結むすび島は嵐に巻きこまれ、漁りように出ることも農作業をすることもできないでいる。農作物はこの雨ですべて駄だ目めになってしまっただろう。

　これから冬を迎むかえるのに、乗り切ることはできるのだろうか？

　そんな、関係のない人々をも巻きこんで、命の奪うばい合いをする……。

　どうしてこんなことになったのか、その理由を知った今も、納なつ得とくできない。したくない。

　───兄さま。

　獣たちはやってきたが、島民たちは来ていない。それは匡一郎が操あやつられた島民を抑おさえていてくれるからだろう。

　匡一郎のことだ。父に言われなくても、絶対に無ぶ事じだと信じている。それでも、もし、万が一ということがあったらと思うだけで、胸が騒いで止まらない。

　兄さま……。

　花菜は匡一郎へと向かう心を抱かかえながら、父と王虎の戦いを食い入るように見み据すえた。

「わたしもこれから戦うことがあるのだとしたら……」

　怖こわい。

　これまでの千生音の子たちが戦ってきた過去を、その結末の悲ひ惨さんさを思えば、逃げたくてたまらない。

　でも逃げられない。獣たちを倒たおさない限かぎり───。

　彪吾が篆てん書しよの術ではなく、太た刀ちを持ち戦う姿を、花菜は久しぶりに見た。

　花菜はまだ幼おさなかった頃、彪吾と匡一郎が真剣で立ち合う姿を毎日のように見ていた。やがて花菜もまた刀を手にした時、彪吾に真まっ直すぐな剣の道を、匡一郎にはちょっとひねくれた剣の筋すじを教えられた。

　銀で装そう飾しよくされた美しい白しろ鞘さやから抜ぬいた彪吾の太刀は、まるでそれ自体が腕うでのように、とてもしなやかに動く。

　その太刀を持つ腕が天上に向けられた。

「白き肉体を持つ獣鼠そ魂こんへ向かえ。───【火炎】」

　はっと食い入るように彪吾の右の手を見つめる。

　流りゆう麗れいな指先で【火】、【炎】と書き、なんの力りきみもなく太刀がすう、と下げられた。

　───なんて美しい……。まるで舞まいを見ているようだわ。

　王虎の力強いが粗そ雑ざつな動きとは真逆の、足あし運はこびから指の先、視線の配くばり方まで、彪吾の戦いぶりはそのひとつひとつが美しく、神事の舞のようだった。

　それでいて、静かな声に導みちびかれ発せられた篆書での攻こう撃げきは恐おそろしく強大だ。

　島中を埋め尽くさんばかりにいた鼠魂は、たった一度の炎の攻撃を受けただけで、その場から消え失せた。

「……すごいわ」

　無む駄だのない美しい動きに見み惚ほれていた花菜は、忍しのび寄る影かげにまったく気づかなかった。

【それで隠かくれているのか】

　はっと声のした方を振ふり向く。

　鳥とり居いの前に立って彪吾と王虎の戦いを見ていた花菜は、己おのれの目もく前ぜんに白馬が迫せまっていたことにうろたえ、だが咄とつ嗟さに刀を抜くと、妖馬の蹄ひづめの攻撃を危あやうく避さけた。

　王虎が相手をしていたのではないの？　と素す早ばやく視線を巡めぐらせると、王虎は脚の速い猪貪を追いかけ、遙か遠くまで行ってしまっている。

「花菜！」

　鼠魂のほとんどを滅めつした彪吾が駆かけ寄ってくるのを視界の隅すみで確認しながら、花菜もまた覚おぼえたての篆書での攻撃を妖馬へ向けた。

「白き獣妖馬へ向かえ。───【炎】！」

　逆さか手てに構かまえた腰刀を上へと思いきり振り上げると、過あやまたず妖馬の眉み間けんに炎が命中した……！

【おのれ……っ！】

　だが鼠魂は一撃で倒せたのに、妖馬はそうはいかなかった。

　紅あかい目に憤ふん怒どの炎を宿やどした妖馬は黒い揺らぎを大きく波打たせ、花菜に突とつ進しんしてきたのだ。

　避さけられない！

　だがその時、花菜と妖馬の間に彪吾が入り、白はく刃じんを構える。

「───【裂斬】！」

　妖馬の頭ず蓋がいに、篆書の術を絡からませた刃先をめりこませた。

【アアアアアアアア───っ！】

　絶ぜつ叫きようが妖馬の口から逬ほとばしり、その身が真っ二つに裂さけた。

「花菜、小しよう篆てんはふたつの言葉を合わせて使う方がいい。【炎】だけでなく、【火炎】、あるいは【烈火】といったように、文字の持つ意味の力によって、攻撃もまた増すのだよ」

「そ、そう、ですか……」

　ぱっくりと裂けた妖馬を前にしながら、彪吾の声はあくまでも穏おだやかで。

　───すごいわ父上……。あの王虎を服従させ懐なつかせるには、これくらいの器量がなければならないのね。

　花菜はそんなことを思いながら、我が父を惚れ惚れと見上げた。だが、その彪吾の顔から、す、と表情が消えた。

「父上……？」

「下がっておいで、花菜」

　そう言って鳥居の内に花菜をやると、彪吾は再び太刀を構えた。

「な、に……っ！」

　真っ二つに裂け、あとはもう、消え失せるとばかり思っていた妖馬から、じわじわと黒い揺らぎが立ち上っている。

　その揺らぎはゆっくりとひとつの形を取りはじめ、やがては人と同じ形となった。

　背せ丈たけ七なな尺しやくはある大男だ。浅黒い肌はだと身の丈ほどもある長い白髪、そしてその瞳は血の色の、紅あか……。

【やれ眷けん族ぞくの内に留とどまるのは窮きゆう屈くつなことよの】

　ごき、ごきと首を鳴らした大男の名もまた妖馬であることを、御神体の珠たまで知った花菜は、この姿こそが獣───かつての神───本来の姿であることを知る。

　右腕がない。それはつまり、彪吾に聞いたようにそれが妖馬に不ふ足そくしている身体の一部なのだろう。

「父上……」

　白馬での姿も恐ろしかったが、人ひと形がたとなった妖馬からもまた、凄すさまじい威い圧あつを感じる。むしろ人形の方が、力の波は動どうがひしひしと伝わってきて、花菜はぞっと身を竦すくませた。

　けれど彪吾の表情はあくまでも静かで、花菜は鼓動を波打たせながらも、父の勝利を信じていた。

「穢けがれた身を持つ過去の神妖馬よ、我が小篆の言こと霊だまを受けろ。───【豪水】」

　彪吾の太刀から鋭い刃の如ごとき水が噴ふん出しゆつし、妖馬へと向かう。だがそれを大男でありながら難なく避けた妖馬は、

【白き女神千生音の息子を襲え。絶閃！】

　なんと彪吾同様、左手で小篆を描き、同様の攻撃を仕掛けてきた。

「父上───っ！」

　ひらりと浄じよう衣えを翻ひるがえし、彪吾はその攻撃を避ける。避けた先……妖馬の鋭い閃せん光こうは、ぶつかった岩に突つき刺ささり、巨大な岩を粉々にしてしまう。

　その攻撃の凄まじさに花菜が絶ぜつ句くしているうちにも、ふたりの戦いはどんどん苛か烈れつさを増していった。

　身軽な彪吾は、続けざまに繰くり出される妖馬の攻撃を一度も受けないまま、自身の攻撃は確実に当てている。

　優ゆう雅がでありながら勇ゆう猛もうな太刀に篆書の術を絡からませ、妖馬の肩かた、腕、脚と、傷を負おわせてゆく。その動きを、花菜は夢中になって追った。

　すごい、すごい……！

　元神である妖馬に対し、彪吾の強さは尋じん常じようではなかった。

　このままゆけば、父は傷ひとつ負うことなく、妖馬を倒してしまうかもしれない。

　そんな花菜の思いを、だが運命は嘲あざ笑わらった。

【さすがに王虎を手懐けただけあるの。千生音の息子、彪吾よ】

【よおよお、まだ終わってねえの？】

　猪貪を追いかけていた王虎が戻ってくると、彪吾の隣となりに並ならんだ。

　喉のど奥でグルグルと音をたてながら、今にも妖馬に飛びかかりそうだ。すると妖馬は急に鳥居に向かって走りだした。そして鳥居のすぐ前に立つと、横に真っ直ぐ腕を伸のばし、

【壊】

　ドォッと巨大な力が鳥居にぶつかる。波状にやってくる力は鳥居をぐらぐらと揺らし、花菜の立つ地までも揺らした。

「鳥居は邪じやの力では壊こわせぬぞ。妖馬に向かえ。破邪──【滅】！」

　彪吾の攻撃は妖馬に直撃した。が、彪吾の烈れつ々れつとした攻撃を受け止めた妖馬は、無理やり攻撃の波動を鳥居へとぶつけた。

「きゃあっ」

　妖馬ではなく、神職に就つく彪吾の力は、鳥居を粉々に壊してしまう。

「───っ！」

　そしてまさにその瞬間を、妖馬は待ち構かまえていたのだ。

　花菜は鳥居の残ざん骸がいの内から、肩の骨が砕くだけてしまいそうなほどの力で引きずられた。花菜の小さな身体は、まるで人形のように豪ごう腕わんの妖馬に振り回される。

「ああ───っ」

「花菜！」

　彪吾が叫びながら太刀を構えるも、花菜を盾たてにし、妖馬はにいっと笑った。

【斬】

　次の瞬間、彪吾の身体に太刀で斬りつけられたような無数の切り傷が生じ、彪吾はその場に膝ひざをついてしまう。

「ち、父上……」

【まずは娘の方を喰くうてやろうぞ】

「……ぅ、うっ！」

　喉元を押し潰つぶさんばかりに握にぎられ、目の前が真っ暗に翳かすんだ。

【妖馬、てめえよお】

　花菜には欠片かけらも好意を持たない王虎は、質しちに取られている花菜の安全など少しも考えず、妖馬に傲ごう然ぜんと向かっていく。

　そして鋭い爪つめで妖馬の顔半分にざっくりと傷をつけると、容よう赦しやない力で花菜を突き飛ばした。

【よくも彪吾に傷をつけたなあ。あれはっ、全部っ、俺のもんなんだよ！　髪一筋、血一滴もなあ───っ！】

　妖馬にのしかかり、刃やいばのような牙きばと爪を相手の肌にざくざくと食いこませ、肉を引き裂く。

【ギャアッ！】

「───ぁあ……」

　朦もう朧ろうとする頭を懸けん命めいに振り、よろよろと立ち上がった花菜の前に、黒い剛毛に身を包つつんだ男が立っていた。

「あ……」

　剛毛のあちこちには血がこびりつき、今にも倒れそうなほどなのに、目だけがギラギラと光っている。

　この男の欠かけた部分は、左手だ。

「【猪、貪】」

　妖馬のように人形を取った猪貪は、未いまだふらつく花菜を乱らん暴ぼうに摑つかみ、

【千生音の娘か。息子に比べてずいぶんとひ弱だな】

　猪貪は地の底から響ひびくような低い声で呟つぶやくと、花菜の左手に歯を立てようとする。それを夢中になって払はらいながら、

「穢れた身を持つ過去の神猪貪へ向かえ。───【烈火】！」

　今ある力のすべてを猪貪にぶつけると、不意を食らったのか、猪貪はあっけなく遙はるか遠方まで飛ばされた。

　花菜はきつく歯を食いしばりながら、猪貪に向けて、二度三度とぶつけ続けた。

　やがて気がついた時には、猪貪の身体は跡あと形かたもなくその場から消え失せていた。

　それを己の目で確認するなり、その場にがくがくとへたりこみかけ……、だがよろけながら妖馬の攻撃で傷ついた彪吾の元へと向かった。

「父上……！」

　妖馬を引き裂いた王虎が既に彪吾の傍そばに座りこみ、肩から脇腹にかけて生じた何本もの傷から、溢れ出る血を丁てい寧ねいに舐なめ取っていた。

「父上、父上……！」

　意識のない彪吾を泣きながら呼ぶが、目は開かない。

「父上、起きてください。ねえ、起きて！」

　揺さぶろうとする花菜を、獣の姿の王虎がぐいと押しのけた。

「退どいて王虎！」

　だが王虎は聞かず、それどころか意識のない彪吾をひょいと銜くわえると、己の背に乗せた。

「どこに行くの！」

【彪吾を隠かくすのさ。こんな状態でほかの獣どもに見つかったら八つ裂きにされちまう】

「────」

【悪わりぃがてめえは連つれていけねえよ。まあがんばって喰くわれないようにしな】

「……王虎」

　王虎にとって大事なのは彪吾ひとり。花菜が生きようが死のうがまったく気にしないのだろう。さらには彪吾の庇ひ護ごをなくしその辺あたりをうろうろしていれば、過たず獣たちは花菜を狙ねらってくる。そうすれば彪吾は無事と、そう王虎は考えているのだ。

　こんな場所でひとりきりにされる恐きよう怖ふに、花菜は自分も連れていってと言いかける。だがそうすれば彪吾もまた危き機きに陥おちいることになる。

　花菜は砕けそうなほど歯を食いしばり、そうして王虎を見上げた。

「父上は、あなたに任まかせて大丈夫なのね」

【───任せておけ】

「頼たのんだわよ。絶対に死なせたりしないで」

【俺が彪吾を死なせるわけねえだろう】

　花菜はこくりとうなずいた。

　震える脚に力を込めて立ち上がると、王虎の背に載る彪吾をひたと見つめた。

【千生音の娘。ひとつ教えておいてやる。俺のような存在が欲しければ、獣との戦いに勝て。勝って自分の身体の一部をそいつにやれ。そうすればその者は言霊の輪から外れ、おまえに従したがい、おまえを守るだろう】

　それは、花菜ひとりをこの場に放ほうり出す王虎の、わずかばかりの憐れん憫びんだろうか。

「身体の一部って……そんなに簡単にあげられるものではないわ」

【彪吾は俺に左目をくれたぞ。あっさりとな】

　確かに命と身体の一部、どちらか選べと言われたら後者を選ぶだろうけれど。

「でも頭とか胴どう体たいとかを欲しいなんて言われてもあげられないでしょう」

　そんなところをあげてしまったら、死んでしまうではないの、と花菜が唇くちびるを尖とがらせると、王虎は、ははっと笑った。

【確かにそうだ。まあいい相手とぶつかることを祈いのっておいてやるよ】

　王虎はそう言うと背の彪吾を落とさないよう、静かな足取りで歩きだした。

　ひとりと一頭を見つめ、その姿が見えなくなると、花菜もまた歩きはじめる。

　ひとりきりに、なってしまった……。

　花菜は心細さにぎゅっと千ち早はやの裾すそを握りしめる。

　どこへ行こうかと考える花菜の脳のう裏りに浮かんだのは、離はなれ離れになって数すう刻こくがたつ匡一郎の顔だ。

　匡一郎と離れてまだ一日もたっていないのに、もうずいぶん長く会っていないように感じる。

　───兄さまは無事なの……？

　島民たちを相手に戦っているとはいえ、時間がかかりすぎている。

　もしや匡一郎の身に何か起こったのではないかと、花菜は厭いやな予感に背筋が震えた。

「兄さま……」

　震える胸を押さえ、厭な予感と必死になって闘たたかう。

　大丈夫。兄さまが誰かに負けるはずもない。絶対に───と思ったところで、先刻の彪吾が倒れる場面を思い出した花菜は、ぶるぶると頭を振った。

「兄さま、父上……」

　花菜の足が向かった先は、洞どう窟くつだった。

　神かみ結むすび島に戻っても大丈夫だろうか……。

　いや、言霊の輪に繫がれた獣に操られていようといなくとも、大おお勢ぜいの人がいる場所にいてはいけない。戦いのとばっちりを受けて、島民が被ひ害がいに遭あったらどうするつもりだ。

　今でさえ、あの豪ごう雨うで農作物はすべて台だい無なしになっているに違ちがいないのに……。

　仄ほの明るい洞窟の中に入るなり、花菜はその場に座りこんだ。

「どうすれば……どこにゆけばいいの」

　消え入りそうな声で呟く。怖くて、途方に暮れて、もうどうしたらいいか分からなかった。

　その時、

【────】

　花菜を呼ぶ声が聞こえた。

　はっと顔を上げ、立ち上がる。

「───兄さま？」

　辺りを見回すが、人の気け配はいはない。

　花菜はだが、その声に縋るように洞窟の奥へ足を踏ふみだした。

【────】

　どこかで聞いたことがあるような気がしてならない。

　誰が呼んでいるの？

　声に導みちびかれるまま、花菜は洞窟の中を歩いた。

　途中、二ふた又またに分かれている。

　右手にゆけば、神結島に戻る。左手は、恐おそらく黒貴こつき島。

　声は、黒貴島から聞こえてきていた。

『小滝の脇の洞窟を俺に教えたのは、花菜、おまえだ』

　匡一郎の言葉を思い出す。

「わたしは、ここを……知っていた？」

　誰のものかも分からないその声をよすがに、花菜は黒貴島へと向かった。
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　島はむせ返るほどの緑に覆おおわれていた。

　もう神かん無な月づきだというのに、ここには真夏のように草が生おい茂しげっている。花はな菜なの背せ丈たけほどもある草たちは視界を阻はばみ、それが少し不安を搔きたてるけれど、足は止まらなかった。

「……ここは」

　やがて葉の勢いきおいが少しずつ薄れ、目の前が明るく開ける。

　一面の草の原。

　紫むらさきや白、黄色といった可か憐れんな野の花がいっぱいに咲さき誇ほこる光景が脳のう裏りに浮かぶ。

　やっぱりこの場所を知っている。

　花菜は軽く頭を振ふりながら、なおも歩ほを進めた。

「静かだわ……」

　そう呟つぶやいた花菜は、そこが静かすぎることに、不ふ審しんを抱いだく。

　生き物の息い吹ぶきすら感じられない。野原の向こう側にある木々からは鳥の囀さえずりは少しも聞こえず、虫たちの飛ぶ音もない。

　いくら冬に近いからといって、ここまで生きているものの存在を感じないなんておかしい。

　そう考えると、この穏おだやかで美しい光景が不意に噓うそくさく思えてしまう。

　天を見上げる。

　晴れ渡わたる青い空、暖あたたかな陽ひ射ざし。だがその青空が、濃こい雲に急に覆われてゆき、陽光を隠かくす。

　ポツ。

　ポツ。

「────」

　再び雨が降りだした。

　花菜は一度目を閉とじ、覚かく悟ごを決めて瞼まぶたを開いた。

　延えん々えんと続く草原のその隙すき間まから覗のぞく、紅あかい目、目、目……。

「本当にしつこい……」

　彪ひよう吾ごにすべて祓はらわれたと思っていた鼠そ魂こんが、目の前に押し寄せてきた。

　地を覆い尽くさんばかりの数の鼠魂を、花菜はキッと睨にらみつけた。

【来たぞ】

【来たぞ】

【喰くえ】

【千ち生お音ねの子を喰え！】

　数十匹が一気に花菜に飛びかかってきた。

　刀を抜ぬき、払はらいながら花菜は走りだす。歯を剝むき出しにしてかかってくる鼠魂に、腕うでを、肩かたを嚙かみつかれる。その痛みに歯を食いしばりながら、花菜は声こわ高だかに叫さけんだ。

「白き獣鼠魂を須すべからく祓え。───【烈火】、【閃孔】！」

　火と光を纏まとう刀が、鼠魂を悉ことごとく打ち払う。

　花菜の周囲にいた鼠魂は一撃で消しよう滅めつした。

　残った鼠魂は、当初の半数ほどだろうか。

　せっかちに食いついてきた鼠魂と違ちがい、じりじりと花菜との距きよ離りを慎しん重ちように縮ちぢめながら、飛びかかる瞬間を考えているようだ。

　花菜は距離を取る鼠魂を睨み据すえ、刀を天に向けて高々と掲かかげる。

「祓え！」

　さらに半分。

　鼠魂は元の四分の一の数となり、花菜の周囲を取り囲かこむが、その距離は遠い。

　三度刀を構かまえたところで、激はげしく降ふっていた雨がぴたりとやんだ。

「……え？」

　その、あまりにも唐とう突とつな雨の終わりに思わず上空に目を向けかけた時、サアッと潮しおが引くように鼠魂たちが花菜から離はなれてゆく。

【来た】

【来たよ】

【───逃げろ！】

　そんなざわめきを残し、鼠魂はあっという間にその場からいなくなってしまった。

「何……、どういう、こと」

　まさか言こと霊だまの輪わに繫つながれた獣けものが、千生音の子である花菜を前にして退ひくなんて思ってもみなかった。

　あまりの素す早ばやさ、唐突さに花菜は戸と惑まどう。

　何が起こっているのかと周囲を見回した花菜の視線が、ひとつの人影を捉とらえた。

「────」

　その姿を見た瞬しゆん間かん、花菜は、ああ、と消え入りそうなほどの小さな吐と息いきを零こぼした。

　一歩、二歩と足を進める。

　ぽろりと涙が零れ落ちた。

　花菜をこの島に呼んだのは───

「兄さま───！」

　花菜は夢中で走りだした。

　視線の先の人影、それは紛まぎれもない、匡きよう一いち郎ろうだったのだ。

「兄さま……っ」

　距離がもどかしい。もっと速く、速く……！

　気が急せくあまり、一度転ころびかけ、それでもなお走る速度を落とさなかった。

　だが匡一郎まであと一いつ反たんと迫せまったところで、花菜はぎくりと足を止めた。

「兄、さま……？」

　その場に立つのは間違いなく匡一郎だ。

　匡一郎なのに───目が、紅あかい。

　愕がく然ぜんとし、次ついでがくがくと身体が震ふるえた。

　まさか、兄さまが獣に囚とらわれてしまった───？

「噓うそ。……兄さまでしょう？　ねえ、返事をして！」

　絶望に苛さいなまれながら、それでも信じられなくて、花菜は必死に匡一郎を呼んだ。そんな花菜への返答。それは、

【白き女神千生音の娘花菜へと向かえ。黒炎───！】

　黒く禍まが々まがしい炎が、花菜に向かって矢のように真まっ直すぐ飛んできた。

「───っ！」

　危あやうく直撃を避さけるも、千ち早はやの袖そでが引きちぎられ、落ちた切れ端はしがごうと燃えた。

「に、兄さ、ま……」

　そんな、と花菜の目に涙が滲にじむ。

　その時花菜の額ひたいに当てられた珠たまが、匡一郎の名を告つげた。

【龍りゆう】、【王おう】。

「龍、王……。龍王……」

　それは彪吾に聞かされた、女神千生音の話に出てきた神の名。

　千生音と同族の龍の名、闇色の龍。そして千生音の愛する男を惨ざん殺さつし、負ふの言こと霊だまの輪に囚われた、獣の名……。

「うそ。兄さまが、龍……。言霊の輪の、獣……？」

　その事実を知った花菜は、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすばかりだった。そんな花菜へ、匡一郎は距離を縮ちぢめて無む造ぞう作さに太た刀ちを振るう。

　目もく前ぜんまで迫せまる刀にはっと我われに返った花菜は、辛かろうじてその一いち撃げきを躱かわすが、力を込こめられてあっけなくその場に倒れてしまう。

「……兄さま、兄さま───っ！」

　花菜の悲鳴にも、匡一郎は眉まゆひとつ動かさなかった。再び太刀を構かまえると花菜の腹はらめがけて突き通そうとする。

「ううっ……」

　夢中で匡一郎の足を払い、横に転がりざま立ち上がる。刀を構え、溢あふれる涙で曇る視界を、一度強く首を振ることで払った。

【───！】

　匡一郎の太刀はまるで絶え間なく押し寄せる波のよう。花菜が息をつく暇ひまさえも与えず、恐ろしく重い一撃を目にも留まらぬ速さで繰くり出してくる。

　花菜はそれを受け止めるのが精いっぱいという有あり様さまだった。

　受け止められるならばまだいい。匡一郎の凶きよう刃じんは花菜の肌のあちこちを舐め、傷を負おわせてゆく。

　ひとつひとつは小さな傷も、数が多くなれば血も溢れ、花菜の白小こ袖そでと千早を紅く濡らした。

「は、あっ、はぁっ！」

　もはや匡一郎の名を叫ぶ余裕もなく、ただただ攻撃を受け続けるばかり、次第に腕に力が入らなくなってくる。

　このままでは、討たれる。

　誰に───？　兄さま、に……？

　恋慕したう匡一郎の刃にかかって命を失う───そんなことってあるだろうか。

　匡一郎が龍王であること、それは紛れもない事実で、花菜は絶望に今にも心を砕くだかれそうになる。

　匡一郎は己おのれの性しようを隠していたのか、ずっと。

　ずっと花菜を騙だましていたのか────十年もの、時の間。

　そうして白き髪の御み子こである花菜の身を喰くらうべく、その機会を狙っていたのか───。

「そんなはず、ない……！」

　花菜は懸命に首を振る。

　もし花菜を喰らうつもりでいたのなら、いくらだって機会はあった。

　剣の稽けい古こで太た刀ちを首筋に突きつけた時、同じ褥しとねで眠る時。

　いつだって簡単に花菜を殺すことはできたはずだ。

　花菜の心は匡一郎を信じたがっている。

　何か理由があるのではないか、たとえ過去は非道な龍であったとしても、今は心を入れ替え、人として生きようと、そう思ってくれたのではないか。

　そう思うよそで、目の前の匡一郎の冷酷な眼まな差ざしに身も心も竦む。

　こんな匡一郎など、これまで見たこともなかった。

　少しくらい意地悪だからって、花菜を本気で打つことは一度もなかった。

　それなのに……。

　もう何が本当で、何が噓うそなのか分からない。

　今、この場での真実は、匡一郎が花菜を殺そうとしていること。

　それが、現うつつ。

　悔くやしい、悔しい、悲しい、───泣きたい。

　これまで過ごしてきた日々が浮かんでは消え、消えてはまたよみがえる。

　ずっと共に過ごしてきた。

　桜の咲く春も、小滝で水を浴あびた夏も、風に吹かれた秋も、雪降る冬も。

　幾いく年とし、手を携たずさえ、微笑ほほえみ合い、生きてきた。ずっと、一緒に生きてきたではないか。

　キィンッ！

　花菜の手から刀が弾はじかれ、地面に突き飛ばされた。

　目の前に迫る太刀先は、過たず喉元を狙っている。

「兄さま……匡一郎───！」

　溢れる涙を堪こらえきれず、花菜は今まさに己を殺さんとする、愛する男の名を叫んだ。

　ぴく、と太刀を握る手が微かすかに震ふるえる。だがそれも瞬またたく間のこと。太刀は真まっ直すぐに花菜の喉のどを突いた───────。










　太刀の刃が喉に突き立つ寸前、花菜の額ひたい───正確には、額につけた御ご神しん体たいの珠たまから、目を射いんばかりの光が溢れ出た。

【───っ！】

　匡一郎はそのあまりの光の眩まばゆさにきつく目を閉じ、馬乗りになった花菜から身体を浮かせる。

【汚き獣けもの、我に触れるな！】

　花菜の口から、花菜自身ではない声が逬ほとばしる。

　───千生音……？

　花菜は己の意思ではなく、無理やり立ち上がらされ、刀を構えさせられた。

　───ま、待って、待って……！　何をするの!?

　指一本自由にならないこの状態は、巫み女こ舞まいを舞い、神降ろしをした時に起こる現象とまったく同じだ。でも今、花菜は巫女舞など舞っておらず、なぜ己の身の内に神である千生音が降りてきたのか、理解ができずにいた。

　左手は刀を握り、もう片方の手で滑なめらかに文字を書く。

【汚き獣龍王を滅せ。閃斬───！】

　花菜の口を借りて、千生音は容赦なく匡一郎を攻撃した。

　紅い目の匡一郎は、空を裂いて走る真っ白な閃せん光こうを避け、横に転がった。立ち上がる隙すきを与えず、千生音は続けざまに攻撃をたたみかけた。

　憎い、憎い、憎い───。

　内にいる花菜がぞっとするほどの憎しみを募つのらせ、千生音は匡一郎を滅ほろぼそうと容よう赦しやなく攻めたてる。

　そんなに憎いのだろうか。

　千年以上もの時を経へてもなお、千生音の愛する者を失った悲しみ、苦しみは癒いえないのか。

　もし、花菜が千生音の立場に立ったなら。

　愛する人を殺した輩やからを、やっぱり憎むだろう。殺したいと、願うだろう。そして決して忘れないだろう。

　千生音の想いは痛いほど分かる。でももし、千生音が匡一郎を完かん膚ぷなきまでに叩きのめしたとしたら───。花菜の手を使って、匡一郎を滅してしまったら、花菜はいったい、誰を恨うらめばいいのだろう。

　千生音？　それとも、自分自身？

　千生音の憎しみを十分理解しながら、それでも匡一郎を助けてと、そう願うのは虫がよすぎるだろうか。

　人は変われる。犯した罪を償つぐなおうと、改心することができる。

　神はどうなのだろう。

　積年、憎しみを忘れられずにいる千生音。───変われない？

『龍王』としてではなく、匡一郎として生きてきた十年。たった十年と、神は思うかもしれない。けれど花菜にとって匡一郎と過ごした十年はなにものにも代えがたく、心のやわらかな場所にそっと仕舞っておきたい、大切な宝物だった。

　匡一郎の太刀が花菜を───千生音を強きよう襲しゆうする。容よう赦しやない、強い力。

　もう今の匡一郎は、花菜が知る匡一郎ではないのだろうか。

　匡一郎には、もう戻れない？

　千生音に奪われた身体は、花菜の言うことを聞いてくれない。

　匡一郎を傷つけたくない、刃を交わらせたくなどない。

　千生音が匡一郎を圧倒する。千生音の強力は、人である花菜には受け止めきれず、腕の筋のどこかがやられてしまったらしい。鈍い痛みを感じるが、千生音は花菜のそんな状態を顧かえりみることはなかった。ただ、『龍王』が憎いという一念に突き動かされるばかり。

　どう、と倒れた匡一郎に、今度は千生音が馬乗りになる。

　刀を構え、極至近距離で、千生音は空くうに文字を描いた。

【醜みにくき獣龍王を滅せ。───烈火】

　このままでは、匡一郎は千生音の───花菜の手で、討たれてしまう。

　厭いや、だ。

　厭だ、厭だ、厭だ。やめて！

　ぽろり、と。涙が一滴、零こぼれ落ちた。

「や、め、て……。お願、い。兄さまを、滅ぼさない、で」

　身体を乗っ取られ、何ひとつ自由にならない状態の中、花菜は全身全霊をかけて千生音へと願った。

　───千生音の深い憎しみ。それをわたしも受け止めるから、だから、わたしから兄さまを奪わないで。

　声にならない懇こん願がん。ちっぽけな人間の娘の心の底からの願いに触れて、千生音の意識が微かに揺らいだ。

　書きかけた小しよう篆てんの文字が途中で途切れ、千生音の意識は戸惑いながら、花菜の心へと触れてくる。

【そなた、は】

　千生音が何事か口にしかけた時、身体の下にいた匡一郎が、花菜───千生音を突き飛ばした。

　そして匡一郎の手が乱暴に花菜の前天冠に伸びたかと思うと、それを毟むしり取り、放り投げてしまった。

「───あっ」

　その瞬間、花菜の内にいた千生音の意識が消えた。

　地面に転がった花菜を、匡一郎の太刀が狙う。首筋を擦かすり、地に突き刺さった刀を横目にしながら、花菜は立ち上がった。

　わずかな距離を隔て目の前にいる匡一郎とあらためて対たい峙じする。

　はっと目を向けたのは、匡一郎の腹部だ。どす黒い色が布にこびりついている。

　───あれは、血？

　匡一郎は怪け我がをしているのだろうか。

　花菜と離れていた間、匡一郎に何があったのか。

　秀麗な面おも立だちは蒼あお褪ざめ、まるで別人のようだ。でもどんなに変わっても、匡一郎を恋う想いは少しも褪あせない。ずっとずっと、花菜の心に在ある。

　瞬まばたきを二度するほどの時間、ふたりは見つめ合った。

　紅い、瞳。

『どうして、目が紅いの。それに、背中の黒いのは、何？』

　ふと、頭に浮かんだ言葉。誰の言葉？

　記憶の底を浚さらうように、花菜は思い出そうとした。なぜ思い出せないのだろう。何か、あった？

『そなたの髪をくれぬか』

　また誰かの声が頭の中に響く。

『髪をもらえば、それは約束の証あかしになる』

　少年の声。

　黒い瞳、黒い水すい干かん姿の、少年───。

　幼い頃、───花菜ではなく雪ゆき白しろだった頃。

　少年に会った。

　ずっと底に沈んでいた過去が、躊躇ためらいがちに浮かんでは消える。

『約束の証』

『雪白、そなたのものになろう』

『我はそなたを守ることを、そして言こと霊だまの輪から外れることを、ここに誓ちかおう───』

　───幼いわたしは己の一部を差し出し、それが少年の手に触れた途端、光が溢れて、わたしはその時の記憶を失った。

　怒ど濤とうのように花菜の頭の中いっぱいに溢れ、忘れていたことをすべて思い出した。

「言霊の、輪から、外れる……」

　花菜ははっと目を瞠った。

『ひとつ教えておいてやる。俺のような存在が欲しければ、獣との戦いに勝て。勝って自分の身体の一部をそいつにやれ。そうすればその者は言霊の輪から外れ、おまえに従い、おまえを守るだろう』

　王虎の言葉が浮かんだ。

　戦いに勝ち、身体の一部を与えれば、匡一郎を言霊の輪から外すことができるのだ。

　そして与える身体の一部は……。

【斬】

　匡一郎と向かい合っていながら、よそ事に頭を悩ませていた花菜を、容赦ない攻撃が襲いかかった。

「ああ───っ」

　身体中を切り裂く鋭い痛みに、花菜は呻うめいた。片膝をつき、その場に力なく頽れる。

　間断なく続く匡一郎の攻撃や、千生音に身体を乗っ取られたために疲労困憊し、もう立っていることすら困難だった。そんな状態の花菜を、匡一郎の手がぐいと仰のかせる。

　間近で見る、紅い瞳。

「兄、さま……」

　背を覆わんばかりの禍まが々まがしい黒い揺らぎ。

　幼い頃、同じものを匡一郎の背中に、確かに見た。

　その時花菜はちっとも怖くなかった。ただ、いつもは黒々とした美しい瞳が紅く染まり、それがとても悲しくて、寂しかった。

　───そんな子供の頃から、わたしは兄さまが好きだったのだわ。

　ギリギリと縛められながら、考えるのはそんなことだ。

【千生音、の娘】

「花菜、です。兄、さま」

【───】

「覚えていませんか。裳も着ぎを迎え、諱いみなをつける時、兄さまが花菜にしよう、と仰おつしやったことを」

　匡一郎と初めて出会ったのは、花が満開に咲き誇ほこる野の原だった。

　小さな花々がたくさん咲いていて……多分匡一郎は、その時のことを思って、『花菜』という名を選んだのかもしれない。

「覚えていませんか。わたしが兄さまの幼名をつけたことを」

【雪白……】

　ひび割れた声が、花菜の幼名を呼んだ。

「たくさん悩んで、ようやくうなずいてくれましたよね。───克こつ己き王おう」

【───っ！】

　紅い目の中に、揺らぎが見える。

「黒が嫌いだと仰った。夜も嫌いだと、闇もまた。光も厭だ、明るくても暗くても厭だと仰る。わたしは途方に暮れました。そして最後の最後で、この名に決めた理由を……」

　揺らぎはますます大きくなる。

「己に克かって。欲望や憎しみや身の内を巣くう闇に、どうか克って」

　ひらりと涙が零れ落ちる。

　花菜は顔を寄せ、匡一郎の蒼褪めた唇に、己のそれを押し当てた。

「神でも獣でも、どんな姿であろうと、わたしは貴方あなたが好き」

　その時匡一郎の瞳が、紅から黒へと変化したことを、そして自分を縛める、匡一郎の腕の力が弱まった瞬間を、花菜は見逃さなかった。

　匡一郎の胸に、刀を突き立てる。

「負の言霊の輪から、今こそ外れてください───！」

　刀を抜きざま、花菜は己の髪を、ざくりと切り落とす。

　過去一度しか切ったことのない長い長い髪。白き髪の御子としての印である髪を、今ひとたび、花菜は匡一郎へと差し出した。

「は、なな……」

　涙でびしょ濡れになった花菜の頰に、血に塗まみれた指が触れ、そして差し出された髪を受け取った、その刹せつ那な───視界を閉ざさんばかりの光の洪水が、その場に溢れた。










「───兄さま……！」

　やがて光が晴れた時、花菜の目の前に匡一郎はいなかった。

「兄さま……!?」

　慌てて周囲を見渡した花菜は、空に浮かぶ巨大な闇色の龍を見つけ、言葉を失った。

　闇色の龍は花菜のいる黒貴島の上空をぐるりと旋せん回かいした。

　そして、ふ、とひと息吐き出した。すると、神かみ結むすび島じま、白樂島、黒貴島の上にしつこく留まっていた雨雲を、たったそれだけで簡単に吹き飛ばしてしまう。

「……すご、い……」

　そして闇色の龍は神結島の上空まで飛ぶと、ある一点に向けて雷を落とした。

【キャアアアアアアァァァァ───ッッ】

　聞こえないはずの声が聞こえてくる。

　のちに知ったことだが、それは綾あや女めに憑つき、匡一郎を『龍王』に戻し、言霊の輪に再び繫いだ蛇じや巳みという獣の断末魔だったという。

　闇色の龍は再び黒貴島上空を旋回し、一筋の光となって地へと降りた。

　目の前には、人の形に戻った匡一郎が確かにいる。

「───兄さま……」

　いつも緩ゆるく括くくられていた髪はくしゃくしゃ、羽織る小袖や肌のあちこちには血がこびりついている。それでも浮かべる笑みは、花菜の匡一郎に間違いなかった。

「兄さま」

　一歩、進む足がひどく重い。もう一歩。三歩目で花菜は駆かけだし、匡一郎に力いっぱいしがみついた。

「花菜……」

　花菜がしがみつく以上にきつく抱き竦すくめられ、そのあまりの強さに浅く喘あえぐと、黒々とした大好きな瞳が、ひたと見下ろしてくる。

「お帰りなさい、兄さま」

　花菜は泣きながら笑う。

　ただいま、と囁ささやかれ、花菜はさらに涙を溢れさせる。

　匡一郎の腕が、再び花菜を抱きしめた。
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　言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものたちの襲しゆう来らいは、一応終結したようだ。

　彪ひよう吾ごの話によれば、獣たちはいつも一斉に襲おそってくるのではなく、大抵単体で、ある者は奸かん計けいを巡らせ、ある者は真正面から突っこんできて、というように、バラバラなのだそうだ。

　実際二十一年前の時にも、彪吾が先手を打って自ら王おう虎この元へ向かい、あっさり勝利したあとでやってきた獣たちを王虎と共に叩きのめしたのだという。

　その彪吾だが、もうほとんど傷も癒いえて、普段どおり神かん主ぬしの仕事に従事している。

　事の顚てん末まつを話した時、膝ひざの上に乗る猫姿の櫟あららぎを撫なでながら、彪吾は千ち生お音ねの出現に苦笑した。

「神は己おのれの痛みを忘れないのだろうね。その点人は忘れられる生き物だ。それはきっと人は弱く、そして強くもある証拠なのかもしれぬね」

　前まえ天てん冠かんにつけられた千生音の珠たま───御ご神しん体たいは、今は神社の神殿の奥深くに、丁てい重ちように安置されている。

　もしかしたら、千生音は己の血を引く花はな菜なの選択を怒るかもしれない。それでも花菜は、匡きよう一いち郎ろうを討うつことはできないし、手放すこともまた、できるとは思えなかった。

「父上は、兄さまが龍りゆう王おうであることをご存じだったのですか」

　ふと思いついて訊たずねると、彪吾はくすりと笑った。

「そりゃ、過去に一度見まみえていたからね」

　なるほど、と花菜はうなずいた。それでもなお匡一郎が花菜の傍そばにいることを許したのは、彪吾もまた匡一郎を───何者も変われるのだと信じようとしたのだろう。

　蛇じや巳みに取り憑つかれていた綾あや女めやほかの島民たちは、どうやら夢の中の出来事のように思っているらしく、記憶にはっきりと残っていないようだ。

　花菜を怖い顔で追いかけてきたこともすっかり忘れていて、これには花菜の方が拍ひよう子し抜けしてしまった。

　綾女も文字どおり憑き物が落ちたように、以前のように接してくる。

　匡一郎への想いはどうなったのか、それを訊くのは少し怖い。だから今は訊けないでいるけれど、今度ちゃんと話さないと、と思っている。

　獣たちの襲来からふた月がたち、花菜は最近ようやく、普段の生活に戻れたと思えるようになった。




「兄さま、また一緒に桜を見ましょうね」

　毎日の仕事のひとつである、小滝への水汲くみに匡一郎と向かいながら、花菜はふと思いついたことを口にした。

「桜？」

「ええ。わたし兄さまと出会った時のこと、全部ちゃんと思い出したんです。黒こつ貴き島で見た、雲のような桜の群れ、きれいでしたね」

　あの時のように、再び匡一郎と桜を見たい。

「───ああ」

「次の年も、またその次の年も。……ずうっと、一緒に見ましょうね」

　約束ですよ。

　にこりと笑う花菜を眩まぶしげに見下ろした匡一郎は、白雪の如ごとく美しい、だが首筋の辺りでばっさりと切られた髪を、やさしく梳すいた。

「おまえの望みはすべて叶かなえるよ。俺はおまえのものだからな」

「……それは」

　わたしもです、と花菜は囁ささやいた。

「それとこれは俺からの頼みなのだが」

「はい？」

「そろそろ兄さまと呼ぶのはやめてもらえぬか」

「え？」

「兄さまと呼ばれると、こういうことがしづらいのだよ」

　匡一郎は長身を折り、花菜へと顔を寄せた。

　そっと触れる唇くちびるに、花菜の頰ほおが微かすかに赤らんだ。

「では、あの、……匡一郎、さま？」

「別にさまをつけなくてもいいし、おまえが俺につけてくれた名でも構わない」

「幼名ですよ？」

「おまえがくれた名だ」

　そういえばせっかく名をつけたのに、花菜はほとんどその名を呼ぶ機会に恵まれなかった。

「ではふたりだけの時には、克こつ己き王おう、と呼びましょうか」

　匡一郎の双そう眸ぼうが細められ、もう一度唇が寄せられる。

　ひらり、とふたりの前を白い何かが落ちた。

　花びらのようなそれは、今年最初の雪だった。

「花見の前に、雪見ですね」

　差し出した花菜の掌てのひらに、雪は落ちては溶け、溶けてはまた落ちてくる。その掌の上に、匡一郎は自らの手を乗せ、もう二度と離さないよう、きつく握りしめた。
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　はじめまして、香月沙耶と申します。『こうづき・さや』と読んでやってください。

　プロフィールにもありますように、別のペンネームで執筆活動をしているものの、〝香月〟名では初文庫です。

　はじめましてという挨あい拶さつは、何度やっても緊張しますね。今どきどきしています。




　本作は架か空くうの世界を舞台にしたストーリーで、鎌かま倉くらを『鎌蔵』、出雲いずもを『出津雲』なんて表記しています。

　史実を忠実になぞったとします。ごく一例ですが、その場合、登場する男性キャラはみな烏え帽ぼ子しを被かぶってないとヤバイのですね。なにゆえヤバイのかといいますと、

「烏帽子を被らないで外をほっつき歩いている成人男性なんて、下着をつけてないのと同じくらい、恥ずかしいことよ。信じられない！」

　……ってことらしいので。これは公く家げや武士だけでなく、庶しよ民みんにも共通した意識だったようです。

　土台に鎌倉時代があるものの、そのあたりはとても自由に書かせていただきました。

　男性キャラの髪がなびくイラストが見たかったですし……というのは冗談（半分本気）ですが。まさにその自由な部分が、書いていてとても楽しかったです。

　ファンタジーばんざい。

　ところで作中出てくる篆てん書しよ体たいとは、実際にある文字です。印象がやわらかく、ゆるゆるしています。花はな菜なたちがどんな文字を使って攻撃していたか興味を持たれた方は、よかったら調べてみてくださいね。

　篆書の本はいろいろと発刊されていますし、パソコンで検索をかけると、結構な数がヒットします。くっきり角ばっていなくて、表紙タイトルのフォントに似た雰囲気の、可か愛わいい文字ですよ。

　その可愛いフォントで表紙を飾ったタイトルですが、『姫』が入ると、しかも子ではなく『御み子こ』ですと、和物微びホラーファンタジーが、なんだかこう、セレブリティな雰囲気に……はなりませんか。なりませんね……。

　万が一そんな雰囲気を求めてお買い求めいただいた方がいらしたら、申し訳ない限りです。




　そろそろ残りの行数も少なくなってきましたので、お世話になった方へお礼を。

　表紙、挿絵を描いていただきました凪なぎかすみ先生。

　キャラと表紙のラフをいただいた時、この話を書いてよかったと心底思いました。

　可愛くて可か憐れんな花菜、格好いいけれどすこーし企たくらみめいた笑みを浮かべる匡きよう一いち郎ろう、気に入っていただけたという彪ひよう吾ご、担当さんお好み（？）の王おう虎こ、美人の綾あや女めと、どのキャラもため息が出るほど美しくて。着物や剣、前まえ天てん冠かんといった小道具も、繊細かつ美麗に描いていただいて、本当に嬉しかったです。

　ご多忙のところ、ありがとうございました！

　担当のＵさん、声をかけていただき、心から感謝いたします。

　普段書いているものと違った方向の話ではあるものの、楽しく執筆できました。

　まだまだ未熟者ですが、精進していきますね。

　この作品に携たずさわっていただいたデザイナーさんや校閲さん方にも、お礼を申し上げます。

　最後に読者の皆さまへ。

　面白かったと仰おつしやっていただけるシーンがあったら、そしてそれが一個所でもたくさんあったなら、書き手としてこんなに嬉しいことはありません。

　手に取っていただき、ありがとうございました。

　それでは、またお目にかかれることを願いつつ───。





香月　沙耶　拝


































　延々と続く白い洞どう窟くつを抜ぬけ出すと、そこは一面が緑と花々で賑にぎわっていた。

「わあきれい」

　雪ゆき白しろは歓声を上げ、花々の中へと歩ほを進ませる。

　こんな場所があるなんて、雪白は今まで知らなかった。

　よく行く鎮ちん守じゆの杜には、とても美しい小滝がある。偶然その小滝の側面に、ぽっかり開いた洞窟を見つけた雪白は、好奇心いっぱいに中を探検し、この花園に辿たどり着ついたのだ。

　小さな花びらをたくさんつけた、紫色や白、黄色といった色とりどりの野の花に、そおっと触さわってみる。

　なんていう名前の花かしらと雪白は首を傾かしげる。

「分からない花は名前をつければいいんだわ」

　名案を思いついたと、雪白は早さつ速そく知らない花々へ名前をつけてゆく。

「紫色の花は『永麗』。ながく、うるわしく咲いてほしいから。黄色の花は『清楽』。きよく、たのしい気持ちになるから。白い花は……『雪花』。ゆきのようなはなだから」

　先日から父に習ならっている漢字を披ひ露ろうしながら、雪白は満足げにうなずいた。

「菫すみれ、山やま吹ぶき、雪ゆき柳やなぎだぞ、それらの名は」

　雪白は後ろから聞こえてきた声にびくりとし、振ふり返る。

　衣きぬを被かずいた、上下共に黒い水すい干かん姿の少年が立っていた。

　雪白よりいくつか年上だろうか。

　まだ十になるかならないかの年頃の少年だが、長さ二に尺しやくほどもある太た刀ちを持っている。腰に差すことはできないのか、背せ負おっていた。

　真っ黒な鞘さや、真っ黒な柄つか。柄の根元にある黒い珠たまが、やけに雪白の目に印象的に映うつる。

　少年の顔にはなんの表情も浮かんでおらず、じいと雪白を見下ろしていた。

　だが雪白はひるむことなく、にこりと微笑ほほえむ。

「こんにちは、わたしはゆきしろといいます」

　ぺこんと頭を下げるのだが、少年はなんだか珍めずらしいものを見たかのように、瞬まばたきひとつせず雪白を見続けていた。

「お名前を教えていただけないの？」

「忘れた」

　そっけなくそんなことを言われてしまう。

「ええっ、自分の名前を忘れてしまったの……!?」

　そんなの信じられない、と目を瞠みはる雪白へ、少年はくっと笑った。とても皮ひ肉にくげに。

「もう幾いく千せんもの時、名を呼ばれていないからな。忘れてしまった」

　そう告げる少年の声は、とても十程度の子が出すものではなかった。

　まるでそれは千年を生きた老木が喋しやべったようで……。

　皮肉げに笑う少年が、だが雪白の目には寂さびしいと映った。

「では、わたしが貴方あなたに名前を授さずけましょう！　そうしたら寂しくないでしょう？」

「何が寂しくない、だ。俺は別に寂しいなどと思っていないぞ」

　不ふ機き嫌げんそうな言葉だったが、雪白はひるまなかった。

「貴方は寂しくないかもしれないけど、わたしが寂しいの」

「……おまえがなぜ寂しいのだ」

「だって今のままじゃあ、貴方をなんて呼べばいいのか分からないんだもの。それってとっても寂しいわ」

　少年は黙だまりこんで、またもやじいと雪白を見つめた。

　お願いお願い名前をつけさせて、と想いを込めて少年の目を見返す。

　すると、

「勝手にしろ」

「はい、勝手にします！　どういう名前がいいかなあ。あっ、黒王ってどうかしら」

　瞳も刀かたなも頭を覆う衣も着ている水干までもが真っ黒だ。その黒が少年にとってもよく似に合あっているから、雪白は名案！　と思った。

「却きやつ下かだ。つまらん」

「えー、いいと思ったのに」

「俺が気に入らなければ呼ばせぬぞ」

　勝手にしろと言ったくせに文句は言うらしい。

　雪白はこれまで父に習った文字を、たくさん思い出す。

「黒王がだめなら、……寿黒王はどうでしょう？　寿はめでたい字だし」

「別にめでたくなくてもいい」

「じゃあ……涼黒王。黒い瞳がとっても涼やかだから！」

「いい加減黒から離はなれろ。俺は黒は好きじゃない」

「えっ、どうして？　美しいのに、黒色は」

「……とにかく厭いやだ」

　ぷいとそっぽを向いた少年に、雪白は内心我わが儘ままだなあと思いながら、次々と思い浮かんだ名前を口にする。だがいくら出しても、少年はうんとは言わず───。

「おい、日が暮くれるぞ」

「ああ、いけない。もう帰らなきゃ……」

　雪白は白い洞窟に向かいかけ、くるりと少年を振り返った。

「また来る時までにいっぱい名前を考えておくから、待っていてね」

　にこりと笑った雪白へ、少年は勝手にしろとまた呟つぶやいた。




　翌日も雪白は白い洞窟を通って、花々が咲き乱みだれるかの場所へ向かった。

　今日はたくさん名前を用意した。だからきっとそのうちのどれかは気に入ってくれるはずと、雪白は胸を弾はずませていた。

　自分が考えた名前が、あの少年の名になるのだとそう考えると、なんだかわくわくしてくる。

　雪白は何にでも名前をつけるのが好きだ。

　最初は教えられた文字を使いたくて、鏡や櫛といった普段使うものにいろいろと名前をつけてみたのだが、今度は人につけるのだ。

　すごくいい名前にして、今度はいくら年を重ねても本人が忘れないようにしなければ。

　白い洞窟を抜けた先には、昨日同様野の花が一面に広がっていた。

　花の中を歩きながらきょろきょろと辺りを見回したが、あの鮮せん烈れつな黒を見つけることはできなかった。

「おーい！　いないのおー!?」

　こんな時、名前がないのはとっても不ふ便べんだわ。

　雪白は早く少年に名前をつけなくちゃ、とあらためて決意しながら、花園を歩いて回った。

　どこかに出掛けてしまったのかしら。自分が用意した名前を披露したかったのに。

　雪白は諦あきらめずに島の中央辺りまでやってきた。遠くから、淡あわい紅べに色の群落れがあることに気づいて、間近で見たいと思ったのだ。

「すごい……！」

　そこは何十本もの桜さくらの木が、今を盛さかりと咲き誇ほこっていた。

　雪白の視界の、上から下まで、右から左までを占しめる桜の花、花、花……。

　あまりの迫はく力りよくと優ゆう艶えんな美しさにぼうっと見み惚とれた。

「あ」

　桜の中でも、一ひと際きわ立派な幹みきと枝ぶりの木の下に、捜していた黒い水干姿の少年を見つけた雪白は、静かに近づいていった。

　少年はぐっすり眠っているのか、雪白が傍そばに腰を下ろしてもまったく起きようとしない。

　雪白より年上なのに眠る姿は幼おさない。なんだか可愛いわと、雪白はふふ、と笑った。

　ずいぶんと長い間この木の下で眠っていたのだろう、少年のそこかしこに桜の花びらが落ちている。

　ぽかぽかと暖あたたかな春の陽気に誘さそわれて、少年の隣となりに寝転んだ。

　仰あおのけばひらりひらりと風に乗って、花びらが雪のように降ってきた。

　なんてきれい。

　うっとりと桜を眺ながめていると、ふいに影が差し、雪白を覗のぞきこむ少年の瞳とぶつかった。

「あ、おはよう」

「……おはようじゃない。もう午うまの刻だ」

「貴方は今まで眠っていたでしょう？　だからおはよう。ねえ、ここ、きれいだねえ」

　雲のように桜の花が視界いっぱいに続いていて、ずっと見ていても全然飽あきない。

「そうだな」

　少年の同意を得えた雪白は嬉うれしくてにこにこ笑った。

「……おまえ、なんかいつも笑いすぎ。何がそんなにおかしいんだ」

「おかしいんじゃなくて嬉しいの。いい天気だし桜はきれいだし、貴方にもまた会えたし」

「なんで俺に会うのが嬉しいんだよ」

「会いたいなと思って捜していて会えたから嬉しいんだよ」

　微び妙みように会話が嚙み合っていないが、雪白は構かまわなかった。

「あ、そうだ。名前、考えてきたんだ。絶対気に入る名前があると思うの。聞いて」

　今日は絶対見つかるはず。だって選えりすぐりの名前を十個も考えてきたのだもの。

　自信たっぷりにひとつひとつ名前を挙あげる。

　───ところが、少年が気に入ったものは、ひとつもなかったのだ。

「う～～～。自信があったのにー」

　がっくりと肩を落とす雪白に対し、少年の方は涼しい顔をしている。

「貴方は名前が欲しくないの？」

「───名前をつけたいと言いだしたのはおまえだろう」

「それは、そうだけれども」

「だったら俺が気に入る名を考えるのだな」

「わかりました！　貴方が、その名が欲しいと言うまで、わたし諦めません」

　そうしてこれ以降、雪白は毎日のように白い洞窟を渡り、少年のもとへ向かったのだった。










　少年と出会ってからずいぶん月日がたったのに、満足する名前をつけることができずにいた。

　父から漢字を教えてもらった雪ゆき白しろは、美しい意味を持つ文字をたくさん知っている。なのに少年は、どれもこれも気に入らないのだという。

「名前、呼びたいなあ」

　あの、黒がとても似合うのに黒が嫌きらいだと言う、少年の名を。

　その日は朝から雨が降っていた。だからだろうか、日中だというのに森の中は薄暗く、雪白は少しだけ心細くなる。

　時とき折おり葉を伝つたって落ちてくる雨の音以外、何も聞こえない。

「そういえば鳥の鳴き声も聞こえないわ」

　雪白はそっと耳を欹そばだてた。

　静かすぎる森の中───。

　心細くなりながらも少年の姿を捜して、雪白は森の奥へ奥へと足を踏ふみ入れていった。

「この先にあの人は住んでいるのかしら」

『あの人』と口にしたところで、まだ名前を呼べないことに、雪白は些いささか不満を感じていた。

「本当に名前、欲しくないのかしら」

　雪白、と呼ぶ父の声を思い出してみる。

　やさしい声で呼ばれると嬉うれしくなる。自分という存在を相手が認みとめてくれているからこそ、名前は呼ばれるものなのだから。

　名前がないこと、それは存在自体がないもののように思えてしまう。

　今日もひとつだけ名前を考えてきた。

　黒が嫌い。そして夜も、闇やみも嫌いだと言われた。

　かといって、では光は、と訊きいてみれば、名前に光が在あったからといって、俺の存在が光となることはない、などとよく分からないことを言いだした。

　では明とか、陽とか、温とか、そういうのも駄だ目めなのだろう。

　雪白が好きな文字は、もうほとんど使い果はたした。

　今日の名前が駄目と言われたら、雪白はもう、名前を考える力はないと諦あきらめてしまうかもしれない……。

　そう考えてしょんぼりと肩かたを落とした雪白の耳に、ガサ、と草を搔かき分ける音が背後から聞こえた。

　雪白が振り返った刹せつ那な、どんっ、と身体を押されて、思いきり転ころんでしまった。

「あっ」

　痛い、と思う間もなく、雪白は自分の上に重い何かがのしかかっていることに気づいた。びっくりして、思わず閉とじてしまった目を大急ぎで開けて───。

　自分の上に乗る紅あかい目をした少年に、雪白は言葉を失うしなった。

　血の色のような紅い色はひどく不ふ吉きつで、ぞくぞく、と背筋が寒くなった。目ばかりではない。少年の背後から、黒い揺ゆらぎが見えたのだ。

　黒い揺らぎは雪白の目の前で、じわじわと大きさを増してゆく。、闇よりも濃く不吉な力で、ぐう、と押されているような息苦しさを感じる。

「……どうして、目が紅いの。それに、背中の黒いのは、何……？」

　ぎゅうぎゅうと押さえつけられている肩と、膝ひざが乗っている太ふと腿ももが痛い。

　少年はいつもあまり喋しやべらない。でも雪白を拒きよ絶ぜつしているようには感じられず、会う日々を重かさねるごとに、少年の態度も軟なん化かし───最近では時々笑えみだって見せるようになった。

　だから雪白は、少年と過ごす時間をとても楽しみにしていたのだ。

　だが今日の少年は違ちがった。

　紅い目は雪白を見下ろしているのに、その実じつちゃんと見ていなかった。まるで雪白を通してほかの何かを見ているような気がする。そしてその視線はひどく冷つめたく、雪白はそれがとても厭いやだった。

　どうしてそんな目をしているの。

　胸から迫り上がってくるのは、切せつないような苦しいような、落ち着つかない感情。

　黒々とした闇を纏まとう少年を、怖こわいとは思わなかった。ただいつもの少年ではないこと───それだけが厭だった。

　少年の身を包つつむ揺らぎは雪白をも席せつ巻けんしてゆく。

　触ふれた瞬しゆん間かん、雪白は息ができないほどの苦痛を感じる。喉のどを絞しめ上げられているような痛みに涙が溢あふれて止まらなかった。

「あ……あっ」

　少年の顔が近づいてくる。

【千ち生お音ねの娘───】

　いつもの少年のものとは違う、拉ひしげ潰つぶれた声が、雪白の喉元に触れた。

　闇が絞めつけるのと違い、少年の歯が雪白の肌はだに食いこみ、じわりと血が滲にじんだ。

　痛い、痛い、苦しい……！

　身体の痛みに、たまらず手足を懸けん命めいに動かす。だがそんな抵てい抗こうなど軽く押さえつけ、少年はますます喉に歯を食いこませた。

　何が、欲しいの。

　少年が何が欲しいのか分からない。痛いし、痛みの先にあるものが怖い。でも雪白はそれ以上に、少年が欲するものを与あたえたかった。

　押さえられていた肩から手が離れ、少年は雪白の頰ほおを包んだ。頭を振る雪白の顔を固定しようとしているのだ。

　雪白は自由になった両腕で、そっと少年の頭を抱えこんだ。

　被かぶった衣ごと頭を幼おさない掌てのひらで撫なで、その感触かんしよくに戸と惑まどうように歯を浮かした少年へ、雪白は目を合わせた。

「な、まえ。……考えてきたの。聞いて」

　小さな声でその名と意味を告つげた時。

　少年の赤い瞳が迷うようにゆらりと揺れた。揺らぎはどんどん増してゆき、少年の面おもてが苦しげに歪む。

【ゆき……しろ】

　消え入りそうな呼び声……。

　眉間に皺を寄せて長く目を伏せ、だが思いきるようにひとつ瞬きをした時、少年の瞳は雪白の大好きな黒の色に戻もどっていた。その瞳の変化に呼応したのか、背中の揺らぎもまた少しずつ薄れ、やがて跡形もなく消え失せた。

「……目、黒くなったね」

　それが嬉しくて、雪白はにこりと笑った。

「雪白」

「ん？」

「おまえ、俺のことが怖くないのか」

「黒い目に戻ったから怖くないよ」

「おまえの血を啜すすったのだぞ……！」

　雪白は首を傾かしげた。

「もしかしてお腹なかが空すいているの？」

　おにぎりを持ってきたよともう一度笑うと、毒気を抜かれたように、少年はぽかんと雪白を見下ろした。










　ぽっかりと森が途と切ぎれたその先には丘があり、森に面したところには、いくつもの穴あなが開いていた。

　少年が住んでいるという丘の穴のひとつの中は、下にふかふかした獣けものの皮が敷しかれている。あまり物はないところが少年の家らしいと、きょろきょろと見ていると、少年の手が雪白の肩に置かれた。

「なあに……？」

　引き寄せられ、首に滲んだ血を、ぺろり、と少年は舐めた。

「やっぱりお腹が空いてるのでしょう」

「莫ば迦か、血止めだよ」

　少年はぶっきらぼうにそう言って、今度は水干の袖そでをびりりと裂さいた。

「あ」

　思わず叫さけんだ雪白だったが、少年は無視して、血の滲んだ首くび筋すじに裂いた袖を巻きつけた。

「おまえはうつけなのか」

「うつけ？」

「そうだ。首に食いつかれたのに、お腹が空いたのかとは、よほどの莫迦でないと出てこない台詞せりふだぞ」

「そうかなあ」

　雪白は小首を傾げた。

「俺が人ではないと思わないのか」

「人でも人でなくても、こうしてお話ができて触さわることができて笑うことができるのなら、それは全然かまわないことではないかしら」

「───やはりおまえは阿あ呆ほうなのだな」

　そう言って決めつける少年に、ちょっとだけ頰を膨ふくらませたが、すぐににこにこと笑う。

「あのね、名前……！」

「あ？　ああ」

「さっきのどうかなあ。あのね、今日はひとつしか名前を考えてこなかったの。あの名前が駄目だったら、わたしもう考えつかないなあってちょっと困こまっているの」

「いい」

「いい、って？」

「先刻の名でいいと言ったんだ」

　あまりにもあっさりとそう言われて、雪白はぽかんと少年を見上げた。

「本当？」

　こくりとうなずいた少年の生き真ま面じ目めな顔に、雪白はじわじわと顔を綻ほころばせた。

「じゃあ、これで貴方あなたのことを名前で呼べるのね！」

　嬉しい、と飛び上がった雪白の前で、少年が居い住ずまいを正す。

「雪白───」

「はい？」

「そなたの髪かみをくれぬか」

「髪、を？」

　いきなりの願いと、『おまえ』から『そなた』へと変化した呼び方に、雪白は少々面めん食くらった。

　髪は神へと繫つながるから切ってはいけないよ、と父から言われていた。けれど少年が欲しいというのなら、なんでもあげたいと思う。

「髪をもらえば、それは約束の証あかしになる」

「約束の、証」

　そう、と少年はうなずいた。

「そなたからは名を与えられた。俺はそれを受け入れた。そなたがその雪のように美しい髪をくれたら、俺はそなたのものになる。生しよう涯がいをかけて、そなたを守ろう」

　真しん摯しな言葉に、雪白はどきどきと胸を高鳴らせた。

　少年が、わたしのものになる。

　嬉しい。───とても嬉しい。

　だから雪白は迷まよわずうなずいた。

「雪白、そなたのものになろう。確かに約した」

　うなずいた雪白に静かに微笑ほほえみ、少年───克こつ己き王おうは真まっ直すぐな瞳と噓の滲まぬ声で、きっぱりとそう告つげたのだった。
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